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◆志木市意見公募手続制度  
 
 市では、市の政策形成過程における市民参加の機会を確保するとともに、
行政運営の公正の確保と透明性の向上を図り、市民との協働によるまちづ
くりを推進することを目的に意見公募手続条例を平成２０年４月１日に制
定しました。  
 
 「意見公募手続」とは、市の重要な施策等を定める場合に、施策の素案、
関係資料等を広く公表し、市民等から意見の提出を受け、いただいた意見
を考慮して施策等を定めるとともに、それら意見に対する市の考え方を公
表する一連の手続のことです。  
 
 

 
  



○意見公募手続の概要  

 

◇意見を提出できる人  

 市内在住、在勤、在学者及び事業者、納税義務者、施策等に対する利  

害関係者を対象とします。  

 

◇対象となる施策等  

 (1) ア  市の基本的な制度を定める条例の制定・改定  

      「市政運営基本条例」、「男女共同参画推進条例」など  

     イ  市民等に義務を課したり、市民等の権利を制限する条例の制

定・改廃（ただし、金銭徴収に関する部分は除きます。）  

      「路上喫煙防止条例」、「ポイ捨て防止に関する条例」など  

 (2) 基本構想その他市の基本政策を定める計画の策定・改廃  

      「総合振興計画基本構想」、「環境基本計画」など  

 (3) 市民生活や事業活動に重大な影響を与える制度の制定・改廃  

       「開発指導要綱」、行政指導の指針の制定など  

 (4) 市の基本的な方向性を定める憲章・宣言の制定・改廃  

       「市民憲章」、「子ども憲章」など  

 (5) 公の施設の設置計画の策定・廃止・用途変更  

学校、公民館、図書館、保育園、公園などを設置する場合や廃止    

又は用途変更を行う場合  

  (6) その他実施機関が必要と認めたもの  

 

※  ただし、緊急を要するもの、軽微なもの、市に裁量の余地がないも     

の、法令により意見公募の手続を実施するもの等は除外します。  

 

◇施策案などの公表方法  

広報、市ホームページ及び公共施設等で施策等の素案や関係資料を公  

表します。  

 

◇意見の提出方法  

書面により、募集期間内（原則３０日）に、指定された場所又は郵

便、ファクシミリ、電子メール等で提出してください。  

 

◇提出した意見の取扱い  

全ての意見を考慮して、施策等を決定します。その後、意見の概要と

意見に対する市の考え方や修正内容を市ホームページなどで公表しま

す。  

また、年１回、各実施機関の実施状況を取りまとめ、公表するととも

に実施状況を検討し、改善等を行います。  

 

 



 志木市意見公募手続条例（平成２０年志木市条例第２号）第９条の規定

に基づき公表するものです。  

 

令 和 ３ 年 度 意 見 公 募 を 実 施 し た 案 件 

案  件  名  募集期間  提出意見数  担当課  

志 木 市民 会 館 及 び 志 木 市 民体

育館再整備基本計画の素案  

令和 3 年  

7 月  6 日（火）  

～令和 3 年  

8 月  5 日（木）  

85 件  

（ 64 人）  

公共施設  

マネジメント  

推進室  

志木市における公立保育園の

在り方に関する方針の素案  

令和 3 年  

9 月 27 日（月）  

～令和 3 年  

10 月 26 日（火）  

22 件  

（ 8 人 1 団 体 ）  
保育課  

志 木 都市 計 画 マ ス タ ー プ ラン

改訂の素案  

令和 4 年  

1 月  7 日（金）  

～令和 4 年  

2 月  7 日（月）  

6 件  

（ 1 人 ） 
都市計画課  

志木市景観計画の改定素案  

令和 4 年  

2 月 10 日（木）  

～令和 4 年  

3 月 11 日（金）  

4 件  

（ 3 人 ） 
建築開発課  

  



「志木市民会館及び志木市民体育館再整備基本計画（素案）」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和３年７月６日（火）から令和３年８月５日（木）まで  

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、公共施設マネジメント推進室、柳瀬川駅前出張所、  

志木市役所出張所（仮設）、いろは遊学館、宗岡公民館、  

宗岡第二公民館、柳瀬川図書館、いろは遊学図書館、市民活動推進課、  

生涯学習課、市民会館、市民体育館  

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

64 人  ０人  85 件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

No.  公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

1 
全

般  

市 の 検 討 結 果 通 り で あ り 、 複

合 施 設 と し て 現 在 の 市 民 会 館

の 場 所 に 建 て 替 え に 賛 同 し ま

す。  

体 育 館 は 長 く 志 木 ニ ュ ー タ ウ

ン 内 に 有 り ま す が 、 今 回 は 立

地 と し て 全 市 民 が 使 い や す

く 、 偏 り 無 く 利 用 出 来 る 様 に

見直しが必要と考えます。  

 

施設の整備に当たりましては、

よ り 多 く の 市 民 の 皆 様 に と っ

て、利用しやすい施設としてま

いります。  

〇  

2 
全

般  

市 民 会 館 と 市 民 体 育 館 の 複 合

化 に 賛 成 。 用 途 地 域 を 変 更 す

べき  

用 途 地 域 を 「 商 業 地 と し て 利

用 」 に 変 更 し 、 東 京 都 八 王 子

市 の 「 八 王 子 市 民 会 館 (J:COM

ホール八王子 )」のように、他

の 階 に ス ー パ ー や コ ン ビ ニ 、

100 円 シ ョ ッ プ 、 病 院 、 レ ス

ト ラ ン を 作 り 、 市 民 や 市 外 の

人 が 集 ま る 魅 力 的 な 場 所 に し

用 途 地 域 の 変 更 に つ き ま し て

は、都市計画マスタープランや

立地適正化計画との整合性を図

りながら検討してまいります。  

また、ネーミングライツにつき

ましては、活用を検討してまい

ります。  

〇  



て欲しい。  

予 算 が 足 り な い 場 合 は ス ポ ン

サ ー か ら の ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ

も検討。  

 

3 
全

般  

市 が 複 合 化 を 進 め よ う と す る

最 大 の 理 由 は 公 共 施 設 等 適 正

管 理 推 進 事 業 債 の 交 付 税 措 置

50%が利用できることであると

思 わ れ る が 、 こ の 措 置 は 複 合

化 に よ り 延 床 面 積 が 縮 小 さ れ

る こ と が 条 件 で あ る 。 し た が

っ て 以 下 の 点 に つ い て 詳 し く

基 本 計 画 に 明 記 し た 上 で 市 民

の意見を求めるべきである。  

・ 複 合 化 し た 場 合 は 必 ず 延 床

面 積 が 縮 小 さ れ る 、 つ ま り 2

つ の 施 設 の 機 能 が そ の ま ま 合

算 さ れ る わ け で は な く 、 削 ら

れる機能があること  

・ 複 合 化 で は 延 床 面 積 の 縮 小

が 前 提 で あ る 以 上 、 例 え ば 温

水 プ ー ル な ど 新 た な 機 能 の 追

加は望み得ないこと  

・ す べ て の 施 設 に つ い て 現 在

と 複 合 化 後 の 比 較 の 一 覧 表

（ 面 積 ・ 機 能 の 変 化 等 の 詳

細）  

・ 特 に な く な る も の 縮 小 さ れ

る も の は 何 な の か を 明 確 に し

た資料  

・ 市 民 体 育 館 の 跡 地 の 利 用 方

針  

・ 市 民 会 館 側 に 複 合 化 し た 概

算費用は 65.1 億とあるがこの

う ち 交 付 税 措 置 の 対 象 に な る

の は い く ら な の か 。 最 終 的 な

市 側 の 負 担 額 は い く ら に な る

のかの概算  

 

本計画につきましては、基本的

には両施設の機能を維持するこ

ととしておりますが、両施設に

共 通 す る エ ン ト ラ ン ス や ロ ビ

ー、会議室等を集約化すること

により面積の削減を検討してま

いります。  

なお、各機能の面積等につきま

しては、今後、基本設計を実施

しながら決定してまいります。  

また、市民体育館の跡地の活用

につきましては、現時点におい

ては未定となっておりますが、

体育館下の調整池につきまして

は、館地区や幸町地区の水害対

策に重要な役割を果たすことか

ら、その機能はしっかりと維持

してまいります。  

な お 、 財 政 負 担 に つ き ま し て

は 、 基 本 計 画 に 追 加 い た し ま

す。  

 

◎  

4 
全

般  

基 本 計 画 に は 専 門 用 語 の 羅 列

が 多 く 市 民 が 読 ん で 検 討 す る

際 の 障 害 に な っ て い る 。 例 え

ば 、 地 方 債 関 連 の 「 充 当 率 」

「 措 置 率 」 、 事 業 手 法 関 連 の

「 Ｅ Ｃ Ｉ 」 「 Ｄ Ｂ 」 「 Ｐ Ｆ

Ｉ 」 「 Ｊ Ｖ 」 な ど は い ち い ち

意 味 を 調 べ な け れ ば 意 見 の 出

注釈にて、用語の説明を追加い

たします。  

  

◎  



し よ う が な い 。 本 当 に 市 民 か

ら の 意 見 を 求 め て い る の か ？

そ れ と も 単 に 意 見 を 募 集 し た

と い う 形 だ け 作 っ て お け ば い

い と 考 え て い る の か ？ も し 前

者 な の で あ れ ば 文 章 の 書 き 方

を大幅に改善するべきである  

 

5 
全

般  

Ｐ 4 現市民会館敷地に複合施

設 を 作 る 場 合 、 用 途 変 更 や 建

基法 48 条許可が必要になると

あ り ま す 。 最 終 的 に こ の 敷 地

が 持 っ て い る 建 て る こ と の で

き る 最 大 の 規 模 は ど の よ う な

も の で す か ？ 建 築 面 積 、 延 べ

床 面 積 、 最 高 高 さ 、 北 側 斜 線

に よ る 制 限 範 囲 な ど を 教 え て

ください。  

 

市 民 会 館 の 敷 地 面 積 は 約 7,000

㎡、用途地域は第一種中高層住

居専用地域と第二種住居地域に

またがり建蔽率は 60％、容積率

は 200 ％ と な っ て い る こ と か

ら 、 建 築 面 積 は 約 4,200㎡ 、 延

床面積は約 14,000㎡が最大の規

模となります。また、この地区

は 高 度 地 区 の 指 定 を 受 け て お

り、高さは 25ｍ以下とされてお

ります。なお、北側斜線による

制限はございません。  

 

○  

6 
全

般  

Ｐ 4  志 木 小 学 校 と の 間 の 道

路 、 北 側 の 商 工 会 館 と の 間 の

道 路 を 拡 幅 し て 、 周 辺 道 路 環

境 を 改 善 す る こ と は 計 画 に は

含 ま れ て い な い よ う で す 。 周

辺 の 道 路 は 、 市 道 と 思 わ れ ま

す が 、 市 が 行 う 事 業 で こ の 敷

地 の 一 部 を 道 路 用 地 に 転 用 し

て 、 道 路 を 拡 幅 し 、 周 辺 交 通

を 改 善 す る こ と は 、 新 施 設 建

設 に と っ て も ア ク セ ス の 改 善

に つ な が り 優 位 に 機 能 す る こ

と が 予 想 さ れ ま す 。 こ の よ う

な 発 想 を 基 本 計 画 に 組 み 入 れ

て は ど う で し ょ う か 。 い ろ ん

な 課 題 が あ る の で し ょ う が 、

そ れ は 本 当 に 乗 り 越 え ら れ な

い課題ですか。  

 

新施設への車両のアクセスにつ

きましては、一般車両の出入り

口をパルシティ通り側に設ける

とともに、送迎ための車寄せの

配置等、車両でのアクセスがし

やすい施設となるよう工夫して

まいります。  

なお、近隣地の活用等に関する

ご意見につきましても、今後の

施設整備の参考とさせていただ

きます。  

○  

7 
全

般  

Ｐ 4 現市民会館敷地の南西に

民 有 地 が あ り 、 敷 地 を 非 常 に

使 い 勝 手 の 悪 い 敷 地 に し て い

ま す 。 こ の 敷 地 を 購 入 す る 意

思 は な い の で し ょ う か 。 お そ

ら く 地 権 者 の 同 意 を 得 ら れ な

い と い う よ う な 長 年 の 交 渉 が



あ っ て あ き ら め た の で し ょ う

が 、 本 当 に 何 か 方 策 は あ り ま

せ ん か 。 現 敷 地 と 同 等 な 面 積

を 提 供 し て 交 換 す る な ど に よ

り 、 敷 地 が 整 形 さ れ る こ と に

よ り 今 後 、 施 設 を 設 計 す る 上

の 大 き な メ リ ッ ト が 出 る と 推

察 さ れ ま す 。 周 辺 環 境 を 今 後

60 年ぐらいを決定づける今回

の 計 画 に 悔 い の 残 ら な い よ う

にしてください。  

 

8 
全

般  

Ｐ 9 マネジメント戦略の基本

方 針 と し て 、 「 周 辺 自 治 体 や

民 間 と の 連 携 」 が 掲 げ ら れ て

ま す が 、 今 回 、 市 民 会 館 を 建

設 す る 素 案 に は そ の 具 体 化 が

全 く 見 当 た り ま せ ん 。 例 え ば

「 周 辺 市 に 〇 〇 や 〇 〇 ホ ー ル

施 設 が あ り 、 役 割 分 担 を 設 定

し た う え で 、 当 市 民 会 館 は 今

回 500 席 の ホ ー ル を 想 定 し

た 。 こ れ を 超 え る 場 合 は 、 〇

〇 ホ ー ル を 利 用 さ せ て も ら う

よ う に 該 当 施 設 と 相 互 に 利 用

し あ う 業 務 提 携 を 行 う 予 定 で

あ る 」 と い う よ う な 施 設 運 用

の 説 明 が あ っ て し か る べ き と

思 い ま す が 、 い か が で し ょ う

か。  

 

公共施設のマネジメントにつき

ましては、ご指摘のとおり、周

辺自治体や民間との連携につい

ての検討も必要であり、これま

でも、近隣市で構成する一部事

務 組 合 に よ る 清 掃 施 設 の 運 営

や、公立保育園の民営化等、さ

まざまな取組を実施しておりま

す。また、本計画においても、

市民会館及び市民体育館が有し

て い る 会 議 室 の 機 能 に つ い て

は、民間施設の活用を検討して

いるところです。  

なお、ホールの座席数につきま

しては、過去の利用状況を踏ま

え、 500席としたところです。  

 

○  

9 
全

般  

Ｐ 21  基 本 理 念 「 場 所 」 の 概

念 が 強 く 出 て い ま す が 、 「 時

間 」 の 概 念 が あ ま り よ く わ か

ら な い と 思 い ま し た 。 市 民 力

を 生 か し た 活 動 を 通 じ て つ く

る の は 、 「 施 設 」 な の か （ 施

設 完 成 ま で の 時 間 ） 、 「 施

設 」 を 使 っ て の 市 民 の 活 動

（ 施 設 完 成 後 ） を 謳 っ た も の

な の か 。 つ ま り 、 つ く る の は

新 施 設 で あ り 、 そ れ で 活 動 は

終 わ る の か 、 新 施 設 の 完 成 を

通 じ て 、 何 十 年 と 市 民 活 動 を

す る 場 を 提 供 す る と い う 意 味

な の か が 、 十 分 に 伝 わ っ て こ

ないと感じました。  

市民の皆様が利用しやすい、活

動しやすい施設を提供すること

を念頭に目指す施設像を設定し

たところです。今後は、基本理

念 や 目 指 す 施 設 像 の 実 現 に 向

け、施設整備を実施してまいり

ます。  

○  



 

10 
全

般  

素案 36 ページに「プロポーザ

ル方式により設計候補者 (設計

JV 方 式 )を 選 定 す る も の と し

ます。」とあり、 37 ページの

施 工 者 の 選 定 方 法 に つ い て も

プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 が 選 択 肢 に

な っ て い る が 、 プ ロ ポ ー ザ ル

方式において応募が 1 社（ま

た は １ グ ル ー プ ） し か な か っ

た 場 合 、 そ こ に 発 注 す る と 単

な る 随 意 契 約 と 変 わ ら な い こ

と に な る 。 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式

を 採 用 す る 場 合 、 複 数 の 応 募

が な か っ た 場 合 は 、 そ れ を 中

止 し 、 市 が 責 任 と イ ニ シ ア テ

ィ ブ を と っ て 事 業 を 進 め る こ

と を 明 記 す べ き で あ る 。 ま た

プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 以 外 で も 複

数 の 応 募 が な か っ た 場 合 は 同

様である  

 

プロポーザル方式を選択する場

合においても、地方自治法等の

関係法令を遵守することはもと

よ り 、 最 低 基 準 点 数 を 設 け る

等、適切な事業者選定を行って

まいります。  

また、いただいたご意見にもあ

りますとおり、いずれの方式を

採用する場合も、市が責任とイ

ニシアティブをとって事業を進

めてまいります。  ○  
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素案 38 ページ４ -(2)建設規模

に 「 現 在 の 両 施 設 合 計 約

11,400 m² か ら 約 10,000m² 以

内 」 と し て 縮 小 後 の 延 床 面 積

の 上 限 が 示 さ れ て い る が 、 下

限 に つ い て は 「 以 内 」 と い う

曖 昧 な 表 現 に と ど ま っ て お

り 、 計 画 の 是 非 を 検 討 す る 際

の 障 害 に な っ て い る 。 下 限 に

つ い て も 明 確 な 数 字 を 明 記 す

るべきである  

 

施設維持管理に係る将来的なコ

ストを低減するためには、施設

面積を削減することで維持管理

コストの削減につなげることが

重要と考えております。  

基本計画策定後に設計候補者を

選定するプロポーザルを予定し

ております。基本計画には複合

施設に必要な諸室を記載してお

り、設計希望者は、その内容を

読み取り、下限の記載がなくと

も必要最小限の面積で設計に対

する提案を行いますので、今後

の設計の自由度を確保するため

にもあえて記載をしておりませ

ん。  

 

○  
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最 初 に 複 合 化 （ 新 設 ） 有 り き

で 整 備 を 進 め よ う と し て い る

計画に思える。  

言 い 過 ぎ か も し れ な い が 、 杜

撰で乱暴な評価と思う。  

・ 市 民 会 館 を 建 て 替 え る こ と

に 異 議 は な い が 周 辺 自 治 体 と

連 携 し た 文 化 レ ベ ル 向 上 の 為

いただいた貴重なご意見につき

ましては、今後の施設整備の参

考とさせていただきます。  

なお、幸町地区、館地区の近隣

の指定避難所として、志木第二

小学校及び志木第四小学校があ

ります。  

○  



の 拠 点 作 り と 活 用 を 目 指 し て

欲 し い 。 資 金 は 周 辺 か ら の 負

担 も お 願 い し よ う 。 催 し 物 な

ど は 特 に 和 光 市 と 分 担 し 合 う

と良い。  

・ 市 民 体 育 館 は 現 有 の ま ま 、

未 来 永 劫 使 え る と は 考 え ら れ

な い が 、 ① 耐 震 補 強 ② 災 害 時

避 難 所 機 能 な ど 必 要 最 低 限 は

追 加 工 事 を し て 、 館 地 区 ／ 柏

町 地 区 、 住 民 増 加 の 著 し い 幸

町 地 区 住 民 に 対 す る 利 便 性 を

高 め る べ き と 思 う 。 先 日 の 存

続署名 2,000 人以上もあり、

特 に 若 い 女 性 や 今 後 市 の 成 長

に 貢 献 す る 幼 稚 園 児 以 上 の 若

者 が 多 く 利 用 し て お り 市 政 上

重 要 。 シ ル バ ー 世 代 の 健 康 体

力 維 持 を 次 代 を 担 う 若 い 世 代

の 体 力 向 上 を 住 居 地 近 隣 で 出

来るよう。  

尚 、 両 施 設 共 に 周 辺 自 治 体 に

も 開 放 す る こ と で 財 政 的 支 援

を 求 め 、 市 単 独 負 担 を 軽 減 し

た り 、 管 理 運 営 も 民 間 委 託 で

な く 財 団 法 人 ・ 自 治 会 ・ シ ル

バ ー な ど に お 願 い し 出 費 を お

さえたらどうか。  

尚 、 余 分 に 言 う が 館 地 区 の 避

難 所 と し て 第 三 小 学 校 が 指 定

さ れ て い る が 災 害 時 に ス ピ ー

デ ィ ー に 避 難 す る に は 場 所 と

し て 不 適 格 （ 極 め て ） 。 誘 導

路 が 渋 滞 で 運 用 出 来 な い と 思

える。  

又 、 最 低 で も 柳 瀬 川 土 手 か ら

直 接 第 三 小 学 校 校 庭 に 登 れ る

よ う 、 中 継 ポ ン プ 場 付 近 を 整

備すべし。  

更 に 言 う と 、 柳 瀬 川 土 手 は 、

回 収 し た 志 木 中 横 の よ う に 高

く 盛 っ て 、 志 木 大 橋 、 富 士 見

橋 、 高 橋 の 路 面 と 同 じ 高 さ に

し て 柳 瀬 川 増 水 時 で も 越 水 す

る 量 を 抑 え ら る よ う に す べ き

である。  
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本 計 画 に よ り 現 市 民 体 育 館 が

除 却 さ れ た 跡 地 に つ い て は 、

館 地 区 の 市 民 体 育 館 補 完 事 業

と し て 下 記 の 希 望 案 で あ る

が 、 こ れ ら の 課 題 は 部 門 が 多

岐 に わ た る た め 「 館 地 区 再 建

事 業 」 と し て 担 当 窓 口 を 一 本

化 し た 担 当 部 署 ・ 推 進 計 画 ・

日 程 等 を 早 急 に 検 討 頂 き た

い。  

 

市 民 体 育 館 跡 地 に つ い て の 検

討項目（希望案）  

＜ 詳 細 は 別 紙 （ SNT 市 民 体 育

館 撤 去 後 の 対 応 に つ い て ） 参

照＞  

１）調整池の補強・有効活用  

 ①  調整池の活用について  

  ⅰ ． ビ オ ト ー プ （ ホ タ ル

の里）の設置  

  ⅱ ． 小 学 校 の 理 科 教 科 に

ホタル飼育の取入  

  ⅲ．志木 2 小＆ 4 小おや

じクラブの協力要請  

 ②  調 整 池 の 増 補 強 （ 新 座

市、県営住宅の活用を検討）  

２）体育施設の補填  

  ① 志木二・四小と志木二中

の 3 校を小中一貫教育型の義

務教育学校として集約  

  ⅰ． 3 体育館の内 1 体育

館 を 市 民 用 と し て 活 用 （ 幸 町

と一体的検討）  

  ⅱ ． 3 プ ー ル 跡 地 の 活 用

（ 保 育 園 、 学 童 保 育 の 増 強

等）  

  ⅲ . 埼 玉 県 で は 希 少 な 小

中 一 貫 校 を ア ピ ー ル し て 若 い

人 を 呼 び 込 み ペ ア モ ー ル 商 店

街の活性化  

   （ 志 木 市 と 東 武 鉄 道 の

共同開発等の検討）  

 ②  市の増税を念頭に鹿島ビ

ル の プ ー ル 再 開 お よ び 小 中 校

の水泳教科の見直し  

 

市民体育館の跡地の活用につき

ましては、現時点においては未

定となっておりますが、体育館

下の調整池につきましては、館

地区や幸町地区の水害対策に重

要な役割を果たすことから、そ

の機能はしっかりと維持してま

いります。  

また、体育施設の補填に関しま

しては、貴重なご意見として、

今後の市政運営の参考とさせて

いただきます。  

〇  
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複合化反対です。  

 

今回の計画対象施設である市民

会館と市民体育館につきまして

は、耐震性能が不足するととも

に、老朽化が進行していること

から、早急に施設の整備を行わ

なければならない状況にありま

す。  

 

こうした状況の中、本計画の素

案 を ま と め る に 当 た っ て は 、

「 耐 震 化 （ 改 修 ） 」 「 建 替 え

（新設）」「複合化（新設）」

の３つの整備手法について各評

価項目におけるメリットやデメ

リットを整理し、各評価項目の

状況を総合的に勘案し、どの整

備手法を用いることが望ましい

か比較・評価を行い、下記のよ

うな評価となりました。  

この評価をもとに、市民会館及

び 市 民 体 育 館 の 整 備 方 法 と し

て、「市民会館用地における複

合化」がより多くの市民の皆様

にとって、利用しやすい立地で

あるとともに、災害時における

拠点施設としても活用すること

が可能となることに加え、コス

トを抑制する観点から最も望ま

しい手法であると判断しており

ます。  

 

このことから、本意見公募の趣

旨 と し ま し て は 、 複 合 化 に 向

け、よりよい施設とするための

ご意見をいただくものとなって

おりますので、ご理解賜りたい

と存じます。  

 

 

 

【耐震化（改修）】  

・現用地での「改修」となるこ

とから、現施設の機能をそのま

ま維持でき、整備費が比較的低

く抑えられることなどが優位な

点です。  

 

〇  
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複 合 化 反 対  耐 震 化 を し て 体

育館を残してください。  
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複 合 化 反 対  幸 町 に 住 ん で る

と市民会館方面は不便  
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複 合 化 反 対  耐 震 化 を し て 体

育館を残してください。  
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複 合 化 反 対  耐 震 化 を し て 体

育館を残してください。  
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耐震化でお願いします。  
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複合化は反対  
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こんな狭い所に 2 つの施設は

無 理 で す 。 そ れ ぞ れ の 所 に き

ちんとつくって下さい。  
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住 民 の 意 見 を 聞 き 、 尊 重 す る

こ と が 民 主 政 治 の 基 本 。 く れ

ぐ れ も 勝 手 に 決 め る こ と が な

い 様 要 望 し ま す 。 複 合 化 の 施

設には反対です。  
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複合化はやめてそれぞれの所

に建て替えをしてください。

私たちの大切な税金はもっ

と、有意義に使ってくださ

い。複合化は絶対反対です。  
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１．大変困ります。  

２ ． 本 町 ま で 出 か け る の は 遠

すぎる（徒歩ではムリ）  

３ ． バ ス ・ 電 車 の 費 用 が 持 出

し  

４．お願い  

  柳 瀬 川 駅 前 の 鹿 島 ビ ル 内

に 空 い て い る 元 Ｎ Ａ Ｓ の ジ ム

ス ペ ー ス を 借 り る こ と で 代 替

に な ら な い か 検 討 し て く だ さ

い。  
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再 整 備 計 画 で は 、 候 補 地 の 広

さ が 十 分 で は な く 、 市 民 会 館

と 市 民 体 育 館 を 複 合 化 し て 新

た な 施 設 を 建 設 す る に は 無 理

があると考えます。  

両 施 設 の 耐 震 補 強 工 事 を 行 っ

て 、 耐 久 性 を 向 上 さ せ た う え

で 継 続 し て 現 在 の 場 所 で 運 用

を 続 け る よ う 求 め る も の で

す。  

現 在 の 計 画 を い っ た ん 白 紙 に

戻 し 、 上 記 の 内 容 で 再 度 実 行

計 画 を 作 成 し 実 行 し て い た だ

くようお願い致します。  

 

・ただし、建物本体の構造や根

本的な改善には至らず、約２５

年後には建替えが必要となりま

すので、結果として割高になり

ます。また、利用上の不具合を

解消できないなどの懸念もあり

ます。  

・市民体育館については、建物

下部に人工地盤（調整池）を有

していることや、立地上の特殊

性などから、現地改修等を行う

上での課題が予想されます。  

 

【建替え（新設）】  

・様々な条件やニーズに即した

新 た な 施 設 と す る こ と が 可 能

で、より望ましい整備手法とい

えます。  

・ただし、整備費が割高となる

ことが懸念されるとともに、国

の 財 政 支 援 も 期 待 で き な い た

め、財政的に実施は困難です。  

・市民体育館については、コス

ト面はもとより、前述の人工地

盤 の 関 係 、 立 地 上 の 特 殊 性 な

ど、現地建替えを行う上での課

題が予想されます。  

 

【複合化（新設）】  

・様々な条件やニーズに即した

新たな施設とすることが可能で

あり、整備費も集約・複合化に

より、個別整備に比べ、低減を

図ることが可能となります。  

・今後の公共施設の在り方に関

す る 市 の 施 策 と の 整 合 も 図 ら

れ、公共施設の集約・複合化と

いう社会的な動向にも合致し、

国の財政支援を受けることもで

きます。  

・２つの施設を１箇所に集約す

るため、敷地の制約から諸室の

規 模 縮 小 な ど が 懸 念 さ れ ま す

が、市民ニーズや利用状況など

を把握しつつ、今後調整は可能

と判断しています。  
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直近 2 回傍聴しました。市民

が 利 用 し や す い 施 設 を 建 設 す

る の で あ れ ば あ の 会 議 に 出 席

し て い た 代 表 者 だ け で は な く

も っ と 幅 広 く 市 民 の 意 見 を 聞

き と り い れ る べ き だ と 思 っ

た。  

市 民 会 館 に 関 し て 出 席 し て い

た 市 役 所 側 の 人 達 誰 一 人 と し

て 会 館 を 利 用 し た こ と な い 素

人 で 控 室 等 の 話 で は 話 に な ら

な い 部 屋 数 や 広 さ 。 今 ま で 催

し で 利 用 し た 団 体 等 の 履 歴 デ

ー タ を 残 し て い る は ず な の で

そ の 団 体 代 表 等 に 意 見 を 求 め

た り す れ ば あ の よ う な 内 容 に

はならないと思う。  

体 育 館 施 設 に 関 し て も 同 様 に

市 役 所 の 人 は 利 用 し た こ と が

無いと思った。  

現 体 育 館 に あ る ウ エ イ ト ト レ

ー ニ ン グ 室 は 利 用 者 が 多 く 現

在 の コ ロ ナ 禍 に よ る 運 動 不 足

や TW 作業による筋力低下を抑

制 、 維 持 、 増 進 に は 大 事 な 施

設だと思う。  

そ し て 今 の 体 育 館 か ら 場 所 を

移 動 す る な ら ば 、 絶 対 的 に 市

内 循 環 バ ス を 運 行 す る べ き だ

と思う。  

【 マ イ ナ ス す る 分 何 か で プ ラ

ス す る 。 】 そ れ に 伴 い 今 の 利

用 者 プ ラ ス α の 利 用 者 が 発 生



し 「 市 民 が い つ で も 気 軽 に 利

用 し 何 度 で も 使 い た く な る 市

民 の た め の 複 合 施 設 」 に な り

市民と市がお互い Win/Win の

相乗効果になると思う。  

こ の 様 な 少 数 派 の 意 見 も 軽 視

す る こ と な く 取 り 入 れ て も ら

いたい。  

よ っ て 現 〈 素 案 〉 の 内 容 に つ

いて私は反対します。  

 

今後、施設の整備を進めるに当

たり、各諸室につきましては、

多目的ルームを会議室としても

利用できるようにするなど、多

用途な活用を想定し、様々な利

用に応じた管理・運営方法につ

いても詳細な検討を進め、市民

の皆様にとって利用しやすい施

設としてまいります。  

 

 

 

 

 

 

ま た 、 駐 車 台 数 に つ き ま し て

は、現在の市民会館の駐車台数

である 80台を確保することとし

ておりますが、可能な限り多く

の台数が確保できるよう努める

とともに、新たな交通手段の検

討につきましては、関係課と調

整を図りながら進めてまいりま

す。  

なお、いただいたその他のご意

見につきましても、今後の施設

整備の参考とさせていただきま

す。  
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市 民 会 館 の 敷 地 に 、 市 民 会 館

と 市 民 体 育 館 の 複 合 化 に よ る

再 整 備 を 図 る 計 画 に 反 対 い た

します。  

反対理由と提案  

①年間 23 万人もの利用者があ

る 市 民 体 育 館 が 館 地 区 か ら な

く な る こ と は 、 大 問 題 で あ

る。  

利 用 者 の 意 見 を 反 映 さ れ た も

のとなっていない。  

② 市 民 会 館 の 敷 地 7,006 ㎡

に 、 体 育 館 の 敷 地 面 積 8,471

㎡ を 合 体 さ せ る こ と に よ る 弊

害 は 実 に 大 き い 。 特 に 、 交 通

安 全 対 策 に 危 険 が 伴 う こ と 。

駐車場が現市民会館の 80 台限

定 と な れ ば 、 市 民 体 育 館 利 用

者分の 100 台が確保されず、

極 め て 施 設 利 用 に 不 便 を 生 じ

る と と も に 、 利 用 者 の 負 担 は

増 え る こ と は 確 で 、 市 民 体 育

館 の 利 用 者 の 大 幅 な 減 少 が 予

想 さ れ る 。 ま た 、 各 施 設 が 手

狭 で 、 利 用 し に く い 施 設 に な

り、危険が伴う。  

③ 市 民 会 館 は 、 単 独 建 て 替 え

を推奨する。  

災 害 時 の 避 難 所 と し て 機 能 を

設 置 し 、 パ ル シ テ ィ の 会 議 室

な ど は 多 機 能 施 設 と 兼 ね 備 え

リ ニ ュ ー ア ル を し て 、 存 続 す

べきである。（丸井 8 階への

会 議 室 移 動 に は 、 相 当 の 経 費

が掛かり二重投資となる。）  

④ 市 民 体 育 館 は 、 耐 震 化 補 強

工 事 を 行 い 現 地 に 残 し て い た



だ き た い 。 四 半 世 紀 後 の 、 人

口 統 計 も 変 化 が 予 想 さ れ 、 志

木第 2 小学校・志木第 4 小学

校 の 合 体 も 予 想 さ れ 、 そ の 時

を 見 据 え て 、 市 民 体 育 館 ・ そ

の 他 教 育 施 設 ・ 福 祉 施 設 の 在

り 方 を 改 め て 検 討 す べ き で は

ないかと考えます。  
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１ ． 市 民 会 館 と 体 育 館 を 合 体

することは反対です。  

  （ 二 つ の 体 育 館 を 建 設 す

る こ と が 市 民 の 健 康 寿 命 の た

めによい）  

２ ． 合 体 す る 面 積 が せ ま す ぎ

ます。  

３ ． 長 年 の 間 、 市 民 に 認 知 さ

れ 、 習 慣 と し て 位 置 付 け ら れ

て き た 。 位 置 を 変 更 す る と 混

乱します。  

４ ． 体 育 館 内 の 器 材 等 も 古 く

な っ て お り 、 民 間 の ス ポ ー ツ

設 備 に 負 け な い 新 し い も の に

してもらいたい。  

５ ． 市 民 の 健 康 寿 命 を 延 ば す

た め に も 、 も っ と 多 く の 種 目

を 採 用 し も っ と 大 き な 体 育 館

を再建築すべきである。  
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糖 尿 病 で あ る た め ダ イ エ ッ ト

の た め 平 日 、 土 日 を 問 わ ず 週

に 2～ 3 日はウォーキングマシ

ン を 使 わ せ て い た だ い て い

る。  

仕 事 帰 り で も 行 け る の が あ り

が た い 。 今 の 場 所 で 引 き 続 き

利用したい。  
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世 界 で コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る

感染者が急増してから 1 年半

ほ ど に な り ま す が 、 次 々 に 出

て く る 変 異 株 の 影 響 も あ り 、

収 束 の 兆 し は 無 く 、 長 期 化 す

る恐れがあります。  

世 界 的 に も 経 済 が 落 ち 込 ん で

先 行 き が 見 通 せ な い 状 況 に あ

り 、 当 然 色 々 な 税 収 や 予 算 に

も影響を与えると思います。  



現 在 、 志 木 市 は 市 役 所 を 建 設

中 で 、 更 に い ろ は 親 水 公 園 を

民 間 事 業 者 の 資 金 や ノ ウ ハ ウ

を 活 用 し て 再 整 備 が 行 わ れ ま

す の で 管 理 費 が 大 幅 に 増 え ま

す。  

そ こ に 市 民 会 館 と 体 育 館 の 複

合 化 工 事 が 重 な れ ば 予 算 は 膨

大 と な り 、 工 期 も 長 期 化 し

て 、 市 民 生 活 に も 影 響 を 与 え

兼 ね ま せ ん 。 そ れ も よ り 便 利

に 活 用 さ れ る の で は 無 く 、 よ

り 不 便 で 利 用 で き な く さ せ る

意 図 が ミ エ ミ エ な 案 だ と 思 い

ま す 。 何 故 こ の よ う な 案 が 出

て き た の か 判 断 に 苦 し み ま

す。  

何 処 で も や ら れ て い る 耐 震 化

工 事 と 内 装 の リ フ ォ ー ム な ど

で 安 く 立 派 に 再 現 で き る と 思

い ま す 。 こ の 耐 震 化 工 事 で あ

れ ば 全 館 長 期 に 休 館 す る 必 要

無 く 、 一 部 利 用 な ど で 有 効 に

活用できると思います。  

駐 車 場 や 駐 輪 場 な ど 我 々 高 齢

者 に は 絶 対 に 必 要 な も の で す

が 、 現 在 の 市 民 会 館 の ス ペ ー

ス だ け と の こ と 、 会 議 室 な ど

は 無 く な り ち ょ っ と し た 打 ち

合 わ せ も 出 来 な く な り 、 民 間

の 施 設 を 借 り る よ う で す が 高

価 な 維 持 費 が 掛 か り 、 非 現 実

的と思わざるを得ません。  
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現 体 育 館 の 耐 震 補 強 に よ る 設

備存続を求める。  

既 住 利 用 者 多 数 か ら 利 用 設 備

を 取 り 上 げ 、 本 町 市 民 会 館 場

所 に 統 合 す る と の 計 画 だ が 、

そ の 統 合 設 備 の 使 い 勝 手 の 悪

さ は 、 何 た る こ と だ と 申 し 上

げ た い 。 一 体 何 の た め の 現 体

育 館 取 り 壊 し → 本 町 市 民 会 館

改 築 → 設 備 統 合 な の か ？ そ も

そ も が 現 体 育 館 の 耐 震 基 準 の

問 題 だ っ た 筈 。 そ れ を 市 民 の

利 用 レ ベ ル の 低 下 す ら 招 く こ

の や り 方 は 断 じ て 許 容 出 来 な



い。  
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志 木 フ ォ ー ク ダ ン ス 連 盟 の 会

員 で す 。 剣 道 場 で は 35 年 以

上、エクササイズ室も 2014 年

に 出 来 て か ら ず っ と 利 用 し て

います。（私個人は 27 年位で

すが）  

第 1 の希望は、体育館を耐震

化 し て そ の ま ま 残 し て ほ し い

で す 。 そ れ が 無 理 な ら ば 跡 地

に 、 今 の エ ク サ サ イ ズ 室 、 体

育 館 の 会 議 室 く ら い の 部 屋 を

いくつか作って欲しいです。  

長 年 踊 り 続 け た 私 達 も 高 齢 者

と な っ て し ま い ま し た 。 だ か

ら こ そ 近 く に そ ん な 施 設 が 必

要 な の で す 。 新 体 育 館 ま で は

遠 く 、 高 齢 者 に と っ て は 、 自

転 車 で 行 く の も 危 険 で す 。 元

気 な 高 齢 者 が い る 街 は 魅 力 的

と 思 い ま せ ん か 。 ど う ぞ よ ろ

しくお願いします。  
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市民体育館のある 3000 世帯の

ニ ュ ー タ ウ ン の 住 宅 地 が ど れ

だ け の 利 用 者 に 有 効 に 利 用 さ

れ て い る 事 で し ょ う 。 高 齢 者

が 多 い ニ ュ ー タ ウ ン で マ シ ン

を 利 用 し て 体 力 を 保 持 し て い

る 人 々 が い る と い う 事 。 そ し

て コ ス ト の 面 か ら も 耐 震 化 す

る 事 に よ り 負 担 が 少 な く て す

む と い う 点 か ら 考 え て も 、 複

合化には反対します。  
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コ ス ト 優 先 の 複 合 施 設 に は 反

対です。  

地 理 的 に 、 現 在 の 体 育 館 は 住

ま い に 近 い と こ ろ に あ り ま す

が 、 利 用 し た こ と は あ り ま せ

ん。  

し か し 、 何 か の 折 に 出 向 い た

と き に は 、 多 く の 人 が ジ ム や

卓 球 場 を 利 用 し て い る の を よ

く 見 て い ま し た 。 柳 瀬 川 駅 前



の Ｎ Ａ Ｓ が な く な っ て し ま

い 、 何 ら か の 運 動 が で き れ ば

とてもありがたい施設です。  

先 日 、 健 康 政 策 課 か ら 国 民 健

康 保 険 加 入 者 の 皆 さ ま へ と い

う 案 内 を い た だ き ま し た 。 年

齢 と と も に 血 糖 値 や Ｌ Ｄ Ｌ コ

レ ス テ ロ ー ル が 高 く な っ て お

り 、 近 く の 体 育 館 で こ の よ う

な 運 動 教 室 が あ れ ば 参 加 し た

い と 思 っ て い ま す が 、 や は

り 、 ひ と 駅 先 と い う 場 所 に 毎

回 出 向 く の は ハ ー ド ル が 高 い

ものです。  

 以 前 、 所 属 し て い た オ ー ケ

ス ト ラ の 練 習 で 市 民 会 館 の 隣

に あ る 公 民 館 を 利 用 し て い ま

し た 。 大 変 だ っ た の は と に か

く 駐 車 場 が 狭 い と い う こ と で

す 。 体 育 館 ま で 一 緒 に な れ ば

ど う な る の で し ょ う か 。 ホ ー

ル で 何 か の 催 事 が あ れ ば 、 車

が あ ふ れ し ま う こ と で し ょ

う 。 駐 車 で き ず 、 市 役 所 ま で

車 を 止 め に 行 っ た 記 憶 が あ り

ま す が 遠 す ぎ ま す 。 施 設 前 の

道 路 も 狭 い の で 渋 滞 も 考 え ら

れ ま す 。 小 学 校 も あ る の で 、

交通事故も心配です。  

 志 木 市 は 他 市 に 比 べ 、 公 共

施 設 が 貧 弱 で す 。 運 動 公 園 や

テ ニ ス コ ー ト も 遠 い し 、 地 盤

か ら 雨 が た く さ ん 降 る と 直 ち

に 使 え な く な り ま す 。 狭 い 場

所 で 複 合 に し て 、 す べ て が ち

ん ま り し た 施 設 に は し な い で

下さい。  
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市 民 会 館 及 び 市 民 体 育 館 基 本

整 備 計 画 に つ い て 、 ま ず 、 基

本 的 に 建 替 計 画 に は 反 対 で

す。何故なら  

第 1  建 設 費 が 掛 か り 過 ぎ る

（耐震改修で十分である。）  

第 2  複 合 施 設 に す る 目 的 が

市 民 に 良 く 理 解 さ れ て い な い

事  

第 3  複 合 施 設 周 辺 の 環 境 の



悪化（学校・交通問題等）  

第 4  市 民 生 活 に と っ て 、 急

ぐべき計画ではない事  

端 的 に 言 え ば 以 上 で あ る が 、

人 口 減 少 社 会 の 到 来 と 共 に 施

設 の 使 用 状 況 も 変 わ っ て 来 る

で あ ろ う し 税 収 等 の 減 少 も 考

え ら れ る 。 気 候 変 動 等 予 期 せ

ぬ 自 然 災 害 の 発 生 も 予 想 さ れ

ま す 。 そ の 災 害 時 の 常 設 の 避

難 施 設 の 整 備 や 青 少 年 の 育 成

や 、 生 活 面 の 環 境 整 備 課 題 は

多 く あ る と 思 い ま す 。 若 い 人

達 が 将 来 「 志 木 に 住 ん で 良 か

っ た 。 」 と 思 え る 様 な 街 創 り

に 知 恵 を 絞 る べ き だ と 思 い ま

す 。 い ず れ に し て も 志 木 に と

っ て こ の 様 な 重 要 な 案 件 は 、

も っ と 市 民 に 時 間 を か け て オ

ー プ ン な 議 論 を 呼 び か け る べ

きと思います。  
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反 対 で す 。 大 事 な 税 金 で 施 設

は 造 ら れ る な ら 、 住 民 に と っ

て 誰 も が 使 い や す い 施 設 内 容

で あ っ て 欲 し い 。 ま た そ う あ

る べ き も の で は な ら な い の で

は な い で し ょ う か 。 素 案 を 拝

見 す る と 、 駐 車 場 が 狭 く 、 施

設 内 も 会 議 室 が 無 く な り 、 使

い が っ て が と て も 悪 い 気 が し

ま す 。 今 の 体 育 館 の 耐 震 工 事

で 充 分 で す 。 お 金 も 別 の と こ

ろ に 建 て か え よ り ず っ と 安

く 、 住 民 に 負 担 は 少 な い の で

は な い で す か 。 と に か く 、 今

の 体 育 館 は な く さ な い よ う に

要 望 し て い る 方 が 多 い と 聞 き

ま す 。 住 民 の 意 見 を 聞 い て く

だ さ い 。 も う 取 り 返 し が つ か

な い よ う な 取 り 引 き を し て い

る の で す が 。 ト ッ プ ダ ウ ン の

市 政 は う ん ざ り し ま す 。 市 長

は ど こ に 目 を 向 け て い る の で

す か 。 市 長 選 で 反 対 投 票 が 多

か っ た の を 無 視 し な い で く だ

さい。  
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平 時 、 有 事 、 館 地 区 に 有 効 利

用 可 能 な 、 大 型 建 物 施 設 は 必

要 で す 。 今 後 、 経 験 値 を 更 に

上 回 る 大 災 害 、 パ ン デ ミ ッ ク

が必ず頻発します。  

市 内 の 一 か 所 に 主 要 施 設 を 集

約 す る と 平 時 に メ リ ッ ト も 有

事 に は デ メ リ ッ ト で す 。 今 は

リ ス ク 対 応 が 必 須 の 時 代 で

す。  

以 上 、 勘 案 。 体 育 館 は 残 さ な

い と い け ま せ ん 。 耐 震 化 を す

れ ば 良 い の で す 。 館 地 区 の 市

民 を 見 殺 し に し て は い け ま せ

ん。  
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・ 志 木 ニ ュ ー タ ウ ン に 住 ん で

37 年になります。感想として

段 々 不 便 に な っ て 来 た と 感 じ

て い ま す 。 第 一 に 市 民 会 館 の

駐 車 場 が 料 金 制 に な り 、 常 に

駐 車 時 間 を 気 に し な く て は な

ら な く な り ま し た 。 そ の 上 、

常 に 満 車 状 態 と い う 不 思 議 も

あ り 、 最 近 は 行 か な く な り ま

した。  

・ 志 木 市 は 面 積 が 狭 い と 言 わ

れ て い ま す が 、 館 地 区 か ら 宗

岡 地 区 へ の 移 動 は 相 当 大 変 で

す 。 （ 車 に も 自 転 車 に も 乗 れ

ない高齢者は多いです。）  

・ 災 害 時 の 拠 点 が 、 一 ヶ 所 に

な っ て は 、 ど う に も な り ま せ

ん。  

・大地震がこの 30 年のうちに

必 ず 起 き る と 言 わ れ て い ま

す 。 ま ず 、 そ の こ と を 念 頭 に

こ の 再 整 備 の チ ャ ン ス を 活 か

して欲しいです。  

・ 施 設 の 老 朽 化 は 最 初 か ら 解

っ て い た こ と で す し 、 そ の こ

と に 対 す る 準 備 を 怠 っ て い た

つ け を 市 民 に 押 し つ け る の は

止めて頂きたいです。  

・ コ ス ト 安 だ け を 前 面 に 打 ち

出 し て は 元 も 子 も あ り ま せ

ん 。 人 命 に か か わ る 問 題 と し

て 、 小 手 先 の 計 画 で な く 抜 本



的 に 市 民 の 命 を 守 る 計 画 案 を

立 て 直 し て 下 さ い 。 （ 建 物 の

立 派 さ よ り も 敷 地 の 広 さ が 必

要です。）  
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標記について第 2 案（両館建

て 替 案 ） に 賛 成 し 、 「 複 合 化

建 て 替 計 画 」 に は 反 対 し ま

す。理由は  

（ 1）志木 NT の住民です。図

書 館 や 体 育 館 は 妻 と 共 に ほ ぼ

毎 日 利 用 し て お り 貴 重 な 施 設

と な っ て ま す 。 移 設 に な る と

大 変 困 り ま す 。 し か も 昨 年 暮

に 初 め て 情 報 が あ り 、 市 側 説

明会に入ったばかりです。  

（ 2）素案を読むと金銭的メリ

ッ ト で 複 合 化 案 が 推 進 さ れ て

い ま す 。 現 代 世 代 か ら だ け で

な く 将 来 世 代 か ら も Ｆ Ｄ （ フ

ィ ー チ ャ ー デ ザ イ ン ） の 視 点

から検討も必要と考えます。  

（ 3）複合化案には「まちなか

賑 わ い づ く り へ の 寄 与 」 の 意

義 が あ る と さ れ て い る が 、 私

に は 「 賑 わ い 効 果 」 は 全 く な

い と 判 断 し て い る 。 市 民 が 魅

力 を 感 じ ら れ る よ う な 店 舗 、

飲 食 店 、 イ ベ ン ト 、 美 術 館 等

は現在ありません。  

（ 4）複合化された新館の年間

経 費 は ？ ま た 、 市 民 の 負 担 割

合 は ど う な る の か ？ 駐 車 料

（ 現 体 育 館 は 無 料 ） 、 会 議 室

連 絡 （ マ ル イ ７ 階 ？ ） な ど

は ？ 情 報 は 正 確 に 早 く 市 民 に

届けて下さい。  
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複合化で狭い所に 2 つの施設

は無理です。丸井の 8 階に事

務 所 と い う の は 運 営 上 無 理 で

す 。 体 育 館 は 宗 岡 の 人 に も 必

要 な の で 、 市 民 会 館 内 に 運 動

で き る 場 所 が 必 要 で す 。 耐 震

化 し て 体 育 館 を 残 し て ほ し い

です。  
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１．建物耐用年数 65 年を 80

年として計画する。  

市 も 再 整 備 の 背 景 に 長 寿 命 な

ど を 計 画 的 に 行 い 財 政 負 担 を

低 減 ・ 平 準 化 す る こ と が 必 要

としています。  

建 物 の 耐 用 年 数 の 考 え 方 は

（ 社 ） 日 本 建 築 学 会 で 示 さ れ

て い る 目 標 耐 用 年 数 （ 平 均

値） 65 年を採用していると思

わ れ ま す が 、 （ 社 ） 日 本 建 築

学会での目標耐用年数は 50～

80 年として、目標使用年数は

80 年としています。又、長寿

命化を計るべく建築後 45～ 50

年 を 迎 え た 時 点 で 健 全 度 診 断

を 実 施 し コ ン ク リ ー ト 中 性 化

の 進 行 度 を 確 認 し て い く こ と

が 示 さ れ て い ま す 。 都 内 な ど

他 の 自 治 体 で は 長 寿 命 化 を 計

り耐用年数を 80 年として計画

し て 財 政 負 担 低 減 を 図 っ て い

ます。  

志木市は耐用年数を 65 年とし

て 計 画 し て い ま す が 長 寿 命 化

を 計 る こ と で 財 政 負 担 の 低 減

を 図 る こ と に 有 効 だ と 考 え ま

す。  

耐用年数を 65 年として計画し

た か ら 建 替 え を 進 め る の で は

な く 、 建 物 の 健 全 度 診 断 を 適

時 実 施 し な が ら 時 期 を 判 断 す

ることが適切と考えます。  

 

２ ． 財 政 見 通 し か ら 整 備 計 画

にまわせる金額の明示  

新 市 庁 舎 の 建 設 、 コ ロ ナ 対 応

な ど 高 額 な 支 出 が あ る 中 、

又 、 気 候 変 動 に よ る 大 雨 や 洪

水 な ど 発 生 す る 可 能 性 が 高 い

中 、 さ ら に 高 額 な 整 備 計 画 を

続 け て 実 施 す る 余 裕 が あ る の

か大変心配します。  

財 政 の 見 通 し を 明 示 し て 、 こ

の こ と に よ り 税 金 が あ が る の

か 、 借 金 が ど れ だ け 増 え る の

か 、 ど の よ う に 返 す の か に よ

り 整 備 方 法 、 実 施 ス ケ ジ ュ ー

複合施設の建設に当たりまして

は、今後の財政状況を見極めな

がら進めてまいります。  

 

また、本市が平成１２年に実施

した志木市民体育館の耐震診断

につきましては、一般財団法人

日本建築防災協会の診断基準に

基づき実施しておりますので、

東京都建築士事務所協会の基準

に基づいて実施はしておりませ

ん。  

いずれにいたしましても、平成

１２年に実施した耐震診断の結

果が、診断基準値を上回ること

はないと考えております。  

 

次に、運動施設の確保につきま

しては、柳瀬川駅前の民間ビル

の活用の可能性について今後、

探ってまいります。  

コロナ禍により失われた市民の

皆さまの元気を取り戻すために

も、気軽に利用できる体力づく

りや生きがいづくりの場は必要

であると考えておりますので、

ビル所有者や運営に携わる民間

事業者の参入の意向も確認して

まいります。  

 

次に、市民会館と市民体育館の

複合化計画につきましては、基

本的には、両施設の機能は維持

することとしておりますが、両

施設に共通するエントランスや

ロビー、会議室等を集約化する

ことにより面積の削減を予定し

ております。  

 

なお、いただいたその他のご意

見につきましても、今後の施設

整備の参考とさせていただきま

す。  



ル を 判 断 す る 必 要 が あ り ま

す。  

新 市 庁 舎 を 建 て た ら 財 政 緊 急

事 態 宣 言 を 発 令 し て い る 市 が

ありますね。  

 

３ ． 最 新 の 知 見 に 基 づ い た 耐

震評価が必要。  

施 設 の 老 朽 化 が 進 行 す る と と

も に 耐 震 性 能 も 不 足 し て い る

こ と か ら 早 急 に 施 設 の 整 備 に

つ い て 検 討 を 行 わ な け れ ば な

ら な い と し て い ま す が 、 具 体

的 に 老 朽 化 し て い る 事 項 （ 補

修 や 修 理 で す ま な い も の ） を

明 示 し て 判 断 材 料 に す る こ と

が必要です。  

耐 震 性 能 も 不 足 し て い る と の

こ と で す が 、 閲 覧 し ま し た 耐

震 診 断 書 は 平 成 12 年 （ 2000

年）及び 13 年（ 2001 年）に

実 施 さ れ た 書 類 で あ り 、 そ の

後に起きた震度 7 を観測する

地 震 の 熊 本 地 震 や 東 日 本 大 震

災 で 得 ら れ た 知 見 を 反 映 し た

耐 震 評 価 の 書 類 は 確 認 で き ま

せんでした。  

大 地 震 前 に 実 施 し た 耐 震 診 断

と 実 破 損 状 況 が 調 査 さ れ Ｎ Ｇ

と さ れ た 建 物 の 破 損 状 況 は ほ

と ん ど が 中 破 ま で あ っ た と 報

告 さ れ て い ま す 。 日 本 建 築 防

災協会にても「 2017 年改訂版

既 存 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 建 築

物 の 耐 震 診 断 基 準 ・ 耐 震 改 修

設 計 指 針 ・ 同 解 説 」 が 見 直 し

発行されています。  

 資料参照  

  2017 年改訂版  実務のた

めの耐震診断マニアル  

  （ 一 般 財 団 法 人 ） 東 京 都

建 築 士 事 務 所 協 会  建 築 物 耐

震慣習評価特別委員会  

最 新 の 知 見 に 基 づ い た 耐 震 評

価が必要と考えます。  

そ の 上 で 最 新 耐 震 評 価 に よ る

建 物 被 害 、 人 的 被 害 予 想 を 明

確 に し て 整 備 計 画 に 反 映 す る



ことが必要と考えます。  

 

４．運動施設を拡充する。  

市 の 整 備 計 画 で は 現 市 民 体 育

館 は 取 り 壊 す こ と と し て い ま

す 。 新 し く 複 合 施 設 と し て 建

て て も 敷 地 面 積 か ら 考 え て も

施 設 規 模 が 縮 小 さ れ る こ と に

なると思われます。  

地 震 に よ る 建 物 の 被 害 は 東 京

工 業 大 学 科 学 技 術 創 成 研 究 院

か ら 学 校 体 育 館 の 安 全 性 と 、

建 築 研 究 所 か ら 地 震 動 に よ る

学 校 体 育 館 の 被 害 形 態 と 特 徴

が 報 告 さ れ て い ま す が 、 旧 耐

震 の 体 育 館 が 大 破 し た 事 例 は

あ る が 、 建 物 が 倒 壊 し た 事 例

は な い と し て い ま す 。 又 、 埼

玉 県 か ら 埼 玉 県 地 震 被 害 想 定

調査（ 2014 年）にて志木市の

非 木 造 建 物 被 害 予 想 で 揺 れ に

よる全壊数は 5 棟で、死者数

は 7 名としています。  

  

 

 

  

 資料参照  

 ・ 東 京 工 業 大 学 科 学 技 術 創

成 研 究 院  学 校 体 育 館 の 安 全

性  

 ・ 埼 玉 県  埼 玉 県 地 震 被 害

想定調査  

一 方 、 厚 生 労 働 省 か ら 、 わ が

国 で は 運 動 不 足 が 原 因 で 毎 年

5 万 人 が 死 亡 と 報 告 さ れ て い

ます。  

 資料参照  

 ・ 厚 生 労 働 省 健 康 局 健 康 課  

身 体 活 動 ・ 運 動 を 通 じ た 健 康

増 進 の た め の 厚 生 労 働 省 の 取

組み  

現 在 、 市 民 体 育 館 を 利 用 さ れ

て い る 人 数 は 一 日 あ た り 200

から 300 人と聞いており、現

状 の 市 民 体 育 館 が な く な る と

運 動 不 足 に な る 人 が 増 え て 死

亡 者 が 増 え る こ と が 想 定 さ れ



ます。  

こ の こ と よ り 運 動 施 設 を 増 や

し て 利 用 し や す く し て 運 動 不

足 に よ る 死 亡 者 数 を 低 減 さ せ

る 環 境 を 政 策 す る こ と が 優 先

すると考えます。  

 

５ ． 敷 地 面 積 に 適 し た 施 設 規

模に計画する。  

市 民 会 館 敷 地 に 市 民 体 育 館 施

設 を 複 合 化 し て 建 て る 計 画 は

敷 地 面 積 に 余 裕 が み ら れ る 場

合 で あ り 、 現 状 の 敷 地 面 積 で

は 現 状 よ り 大 幅 に 施 設 規 模 を

縮 小 し な け れ ば な ら な い こ と

が予想されます。  

現 状 の 施 設 規 模 よ り 縮 小 す る

ことは望みません。  

又 、 施 設 の 複 合 化 を す る 場 合

は 敷 地 ス ペ ー ス が 充 分 に 確 保

さ れ て な い と 地 震 時 な ど で 緊

急 時 の 避 難 な ど も 混 乱 す る こ

とになります。  

近 年 の 自 然 現 象 に み ら れ る 大

雨 、 洪 水 、 た つ ま き 、 突 風 に

よ る 被 害 対 策 と し て も 、 公 共

施 設 を 分 散 配 置 す る 方 が 適 切

と考えます。  

 

６．予備施設の確保  

大 雨 に よ る 洪 水 対 策 と し て 柳

瀬 川 の 整 備 も 進 ん で い る と 思

い ま す が 、 現 市 民 体 育 館 設 備

は 予 備 と し て 現 在 の 貯 水 機 能

を 維 持 す る こ と 、 又 、 災 害 時

の 予 備 対 策 施 設 と し て 維 持 す

る こ と が 安 心 を 増 す と 考 え ま

す。  

東 日 本 大 震 災 で は 発 電 所 が 多

数 停 止 し て 停 電 し ま し た が 、

休 止 中 の 発 電 所 や 廃 止 予 定 の

発 電 所 を 急 遽 復 旧 し て 凌 い だ

こ と も あ る よ う に 、 現 体 育 館

を 廃 止 す る の で な く 活 用 し て

いくことが有効と考えます。  

 

７ ． 現 市 民 体 育 館 は 継 続 使 用

する  



上 記 に 記 載 し た 理 由 に よ り 現

市 民 体 育 館 は 継 続 使 用 し て 有

効 に 活 用 し 、 財 政 負 担 の 低 減

を 図 り 、 運 動 施 設 を 拡 充 し て

運 動 不 足 に よ る 死 亡 者 数 の 低

減 を 図 る こ と が 適 切 な 手 法 だ

と考えます。  
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市 職 員 の 皆 様 、 お 目 通 し を い

た だ き あ り が と う ご ざ い ま

す 。 市 民 の 意 見 を き ち ん と 検

討 い た だ き 、 各 方 面 か ら の 要

望 も 取 り 入 れ 、 市 政 と 市 民 と

の 間 で 意 見 を 調 整 し 、 最 適 解

を 探 り 実 行 す る こ と を お 約 束

いただければと思います。  

ま ず 先 日 の 志 木 市 議 会 一 般 質

問 の 答 弁 中 に 香 川 市 長 よ り

「 複 合 化 ・ 建 て 替 え 工 事 以 外

の 可 能 性 、 選 択 の 余 地 は 全 く

無 い 」 と い う 趣 旨 の 発 言 が あ

り ま し た 。 市 民 の 意 見 公 募 中

の 発 言 と い う こ と を 踏 ま え る

と 市 長 に あ る ま じ き 言 動 と 思

わ れ ま す 。 香 川 市 長 の 本 意 を

公 式 に ご 回 答 い た だ く こ と を

求めます。  

「 建 て 替 え ・ 複 合 化 に 反 対 し

ま す 。 」 以 下 に 、 反 対 す る 根

拠 、 ま た 、 市 へ の 提 案 を 述 べ

ま す 。 ご 検 討 宜 し く お 願 い 申

し上げます。  

● 市 民 体 育 館 は 各 種 ス ポ ー ツ

の 全 国 大 会 に も 使 わ れ る 名 誉

あ る 建 物 で す 。 建 て 替 え ・ 複

合 化 工 事 の 強 行 に よ り 、 現 在

よ り も 駅 か ら 遠 い 位 置 に 移

転 、 駐 車 場 の 有 料 化 、 台 数 減

少 に よ り 、 実 質 的 に 利 用 者 が

使 い に く く な る こ と は 、 志 木

市 の 名 を 全 国 的 に 貶 め る 行 為

に な り か ね ま せ ん 。 ※ 逆 に 、

耐 震 化 工 事 を 施 し 、 施 設 内 の

リ ニ ュ ー ア ル や 、 新 し い 器 具

の 導 入 な ど を 図 れ ば 、 志 木 市

の 名 を 全 国 に ア ピ ー ル す る の

に 大 変 有 効 な 施 設 、 機 会 に な

ると考えます。  

市民会館と市民体育館の再整備

に当たりましては、耐震化、建

替え、複合化の３つの整備手法

について比較・評価を行い、よ

り多くの市民の皆様にとって、

利用しやすい立地であるととも

に、災害時における拠点施設と

しても活用することが可能とな

ることに加え、コストを抑制す

る観点からも、複合化が最も望

ましい手法であると判断し、両

施設の複合化に向けた基本計画

の素案を決定したところであり

ます。  

このことから、本意見公募の趣

旨 と し ま し て は 、 複 合 化 に 向

け、よりよい施設とするための

ご意見をいただくものとなって

おりますので、ご理解賜りたい

と存じます。  

 

また、市民体育館につきまして

は、現在、指定管理者制度を導

入しており、利用に係る料金に

つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第

244条 の 2第 8項 の 規 定 に よ り 、

指定管理者の収入としておりま

す。  

加えて、施設整備に当たりまし

ては、利用団体の皆様等により

構成された「志木市民会館及び

志木市民体育館再整備基本計画

策定検討委員会」において設定

した市民利用を主眼とした基本

理念に基づき、より多くの市民

の皆様に利用していただくこと

を目指してまいります。  

 

次 に 、 令 和 2年 に 国 指 定 重 要 有

形民俗文化財に指定された志木

〇  



● 体 育 館 利 用 者 か ら 現 在 の 場

所 で 存 続 し て ほ し い と の 声 が

多 数 挙 が っ て い ま す 。 （ 体 育

館 の 建 て 替 え 問 題 を 考 え る 会

よ り 提 出 済 み の 署 名 、 ア ン ケ

ー ト を 参 照 く だ さ い ） ※ 利 用

者 の 声 を 無 視 し て 建 て 替 え ・

複 合 化 工 事 を 強 行 す る こ と は

志 木 市 の 不 名 誉 、 ま た 、 香 川

市 政 の 評 判 を 落 と す こ と に つ

な が り ま す 。 逆 に こ こ で 「 利

用 者 の 声 に よ り 、 現 在 の 場 所

に存続することにしました」  

 

の 田 子 山 富 士 塚 に つ き ま し て

は、本市の貴重な資源であるこ

とから、施設の再整備に当たり

ましては、田子山富士塚からの

富士山の眺望について、最大限

配 慮 し な が ら 進 め て ま い り ま

す。  

加えて、新たな交通手段の検討

につきましては、関係課と調整

を 図 り な が ら 進 め て ま い り ま

す。  

 

なお、いただいたその他のご意

見につきましても、今後の施設

整備の参考とさせていただきま

す。  
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般  

本 件 の 基 本 計 画 が 総 て 決 定 し

て し ま っ て い る こ の 段 階 で 何

を 言 っ て も 計 画 自 体 の 見 直 し

は 行 わ れ な い の で し ょ う か

ら 、 詮 な い こ と と 思 い な が

ら 、 申 し 上 げ る べ き こ と は そ

の ま ま に す べ き で な い と 思 い

ました。  

１ ． 計 画 を 決 定 し た 段 階 で 住

民 の 意 見 を 聴 く と い う や り 方

は 手 順 が 違 い ま す 。 「 由 ら し

む べ し 知 ら し む べ か ら ず 」 と

い う 姿 勢 は 民 主 社 会 の 行 政 が

最も怖れるべきものです。  

２ ． 市 民 と 行 政 の 間 の 信 頼 関

係 が 壊 さ れ れ ば 市 政 に 協 力 し

よ う と い う 気 持 ち は 萎 え る ば

か り で す 。 今 回 の 進 め 方 に つ

い て 、 諸 氏 の 猛 省 を 求 め ま

す。  

 

本計画の素案を決定するに当た

りましては、市民の代表である

市議会への説明会や特別委員会

の開催、市民説明会の開催のほ

か、利用団体の皆様等により構

成された「志木市民会館及び志

木市民体育館再整備基本計画策

定 検 討 委 員 会 」 に よ る 検 討 な

ど、さまざまな機会を設けさせ

ていただいたところです。  

意見公募手続制度につきまして

も、市の政策形成過程における

市民の皆様の参加機会を確保す

るための取組の１つとなってい

ます。  
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市民会館は 1,200 人以上収容

のホールを希望  

市 民 の イ ベ ン ト だ け で は な

く 、 著 名 人 の コ ン サ ー ト や 舞

台 に も 利 用 し や す い よ う 、 埼

玉 県 戸 田 市 の 「 戸 田 市 文 化 会

館」のように、 1 階席、 2 階席

合わせて 1,200 人以上が収容

できるホールが望ましい。  

今 以 上 に 座 席 数 を 縮 小 し て は

集 客 が 望 め ず コ ン サ ー ト や 舞

台の公演が難しくなる  

 

ホールにつきましては、市民の

皆様の発表の場としての活用を

主な利用目的としたことから、

座席数につきましては、近隣自

治体に収容人数の多い施設があ

ることや、過去の利用状況を踏

ま え 、 500席 と し た と こ ろ で あ

ります。  

〇  
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Ｐ 26  観 客 席 「 ホ ー ル の 非 利

用 時 に は 、 サ ブ ア リ ー ナ と し

て 展 示 や 運 動 な ど に 利 用 で き

る よ う に 可 動 式 席 に つ い て 設

計 時 に 検 討 す る 」 と あ り ま

す 。 市 民 委 員 会 の 発 想 と し て

多 用 途 に 使 い た い と の 要 望 が

強 く あ っ た こ と か ら 書 き 込 ま

れ た も の と 推 測 し ま す が 、 可

動 式 席 の 仕 組 み が 本 当 に 有 効

な の か は 、 先 行 し て い る 他 の

市 町 村 の 同 様 な 会 館 の 利 用

者 ・ 施 設 管 理 者 な ど か ら 生 の

情 報 を 得 て 、 慎 重 に 判 断 す べ

き と 思 わ れ ま す 。 可 動 式 席 を

導 入 す る こ と に よ り 、 ホ ー ル

と し て も サ ブ ア リ ー ナ と し て

も 使 い 勝 手 の 悪 い も の に な ら

な い よ う 配 慮 す る 必 要 が あ り

ます。  

そ の 他 の 記 述 で は 、 ホ ー ル の

機 能 と し て 重 要 な 残 響 時 間 の

設 定 （ 音 響 設 計 を 行 う こ

と ） 、 舞 台 と 客 席 の 高 さ の 関

係 な ど 、 客 席 数 以 外 の ホ ー ル

性 能 を 重 要 な 設 計 条 件 と し て

素 案 段 階 で も 示 す べ き と 思 い

ます  

 

可動式席につきましては、近隣

自治体等で実際に可動式席が設

置されているホールの視察等を

通じ、現場の方からの意見もい

ただいておりますので、基本設

計においても、これらの情報を

生かしてまいります。  

ま た 、 ホ ー ル の 設 計 に お い て

は、ご指摘のとおり、舞台の高

さや音響についても重要な課題

と認識しておりますので、基本

設計において検討してまいりま

す。  

〇  
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Ｐ 28  ア リ ー ナ と 観 客 席  ア

リ ー ナ の 観 客 席 だ け で 、 市 民

ホール 500 席より多い 600 席

が で き る こ と を 意 外 に 感 じ ま

し た 。 現 状 の 市 民 体 育 館 も

600 席 も あ る そ う で す が 席 が

市民体育館の観客席につきまし

ては、市民大会等において、保

護者・応援者の席としての使用

はもとより、選手の控え場所と

し て も 使 用 さ れ て い る こ と か

ら、必要な設備であると考えて

〇  



埋 ま る ス ポ ー ツ イ ベ ン ト が こ

れ ま で ど の 程 度 行 わ れ て き た

の で し ょ う か 。 市 民 会 館 ホ ー

ル の 客 席 を 可 動 式 に し て サ ブ

ア リ ー ナ を つ く る よ り 、 体 育

館 の ア リ ー ナ に 可 動 式 席 と 可

動 式 舞 台 を 導 入 し て サ ブ ホ ー

ル に で き る よ う 検 討 （ 音 響 設

計 を 含 む ） し た ほ う が 、 使 い

勝 手 を 保 ち つ つ 用 途 が 広 が る

のではないでしょうか。  

 

おります。  

なお、いただいたその他の貴重

なご意見につきましても、今後

の施設整備の参考とさせていた

だきます。  
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避難場所としての役目  

災 害 時 の 批 難 場 所 と し て 利 用

で き る よ う 、 ま た 、 非 常 食 な

ど を 保 管 で き る ス ペ ー ス を 作

っ て 欲 し い 。 屋 上 に ヘ リ ポ ー

トの確保。  

 

災害時に重要な役割を担える施

設を目指し、備蓄倉庫などの災

害に対応できる設備の配置を検

討してまいります。  
〇  
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災 害 活 動 拠 点 機 能 に つ い て 、

災 害 時 に は 災 害 活 動 拠 点 機 能

が 他 の す べ て の 機 能 に 対 し て

無 期 限 に 優 先 す る も の で あ る

こ と を 明 記 す べ き で あ る 。 例

え ば 避 難 所 と し て の 使 用 が 長

引 き 、 他 の 機 能 が 使 え な く な

っ た 場 合 、 民 間 企 業 が 管 理 運

営 等 に 加 わ っ て い る と 、 利 益

追 求 の た め に 通 常 機 能 へ の 復

帰 を 急 い だ り 、 何 ら か の 営 業

補 償 を 求 め る 可 能 性 が あ る

が 、 そ う い う 要 求 に は 一 切 応

じ ず 、 被 災 者 の 保 護 を 最 優 先

す る 施 設 と す る こ と を 明 記 し

ておくべきである  

 

現在、市民会館及び市民体育館

は、耐震性能が不足しているこ

とから、地震時の避難所として

は指定しておりません。また、

市民会館は、水害時の避難所と

して指定しておりますが、両施

設の運営管理は、民間事業者に

よ る 指 定 管 理 で 運 営 さ れ て お

り、災害の際には優先して施設

を避難所として使用すること等

を含めた覚書等を締結している

ところです。  

このため、新たな複合施設とな

った場合も同様の対応が可能と

なるよう、関係する部署と必要

な調整を図ってまいります。  

  

〇  
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弓道場利用者です。 28 ページ

に 「 現 在 の 規 模 （ 3 人 立 て 、

矢道 28ｍ）の確保を基本とし

ま す 。 」 と あ り ま す が 、 現 在

の規模は 5 人立です。現在と

同じ 5 人立になるのでしょう

か 、 そ れ と も 規 模 が 小 さ く な

り 3 人立になるということな

のでしょうか。  

 

基本計画の記載を「現在の規模

（ 5人 立 ち 、 矢 道 28ｍ ） の 確 保

を基本とします。」に修正いた

します。  

また、今後、施設整備を進める

に 当 た り ま し て は 、 現 在 の 規

模・機能を確保することを基本

とし、市民の皆様が利用しやす

い施設とするため、他市の状況

も参考にするとともに、適宜、

◎  
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弓 道 場 に つ い て ご 意 見 を 申 し

上げます。  

①  現在 5 人立て（又は 4 人立

て ） で お 稽 古 を し て お り ま

す。  

再 整 備 基 本 計 画 案 と し ま し て

は 3 人 立 て と な っ て お り ま

す。  

射会や審査は 4 人立て又は 5

人 立 て の 為 、 今 ま で 通 り の 練

習 を す る こ と が 出 来 ま せ ん 。

せめて 4 人立てとなるよう広

さ を 調 整 で き ま せ ん で し ょ う

か？  

現 在 で も 他 の 体 育 館 （ 所 沢 体

育 館 ・ 朝 霞 道 場 等 ） 近 隣 と 比

べ て も 面 積 が 狭 い と 思 い ま

す。  

新 し い 体 育 館 で は こ れ か ら

100 年 と 使 用 す る こ と に な る

と思います。  

最 低 で も 現 状 維 持 の 広 さ を 確

保 頂 け ま す 様 お 願 い 申 し 上 げ

ます。  

 

調整を図りながら進めてまいり

ます。  
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弓 道 場 に つ い て で す が 、 計 画

書では現状維持 3 人立になっ

て い ま す が 現 状 維 持 で す と 5

人立になります。  

通常、試合や射会では 5 人ま

たは 10 人など 5 人を 1 組とし

た倍数で実施されており 3 人

の み の 少 人 数 で の 実 施 は さ れ

ていません。  

毎 年 実 施 さ れ て い る 初 心 者 教

室 で の 指 導 も 最 低 限 の ル ー ル

を 学 ぶ た め に 現 在 の 規 模 、 5

人 が 同 時 に 弓 を 引 け る 広 さ が

必要になります。  

以 上 か ら 弓 道 場 の 広 さ を 再 度

検 討 し て い た だ き た い と 考 え

ます。  
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弓 道 場 に つ い て で す が 、 現 状

は ５ 人 立 ち で す 。 計 画 案 に ３

人 立 、 現 状 維 持 と 書 い て あ り

ま す が 、 現 状 で は ５ 人 立 ち で

す の で 、 現 状 で は ５ 人 立 ち を



維持となります。  

３ 人 立 ち で は 、 会 員 人 数 が 多

い の で の 練 習 に も 支 障 が で ま

すし、射会も出来ません。  

審査の練習も出来ません。  

初 心 者 教 室 も 出 来 な い と 思 い

ます。  

弓 道 は 日 本 の 武 道 で 素 晴 ら し

い武道です。  

今 後 、 ま た ５ ０ 年 も 使 い ま す

の で 、 ５ 人 立 ち の 維 持 だ け は

何卒よろしくお願いします。  

現 状 維 持 と の お 約 束 と の 事 で

す の で 、 他 の 武 道 と の 差 別 な

く、よろしくお願いします。  

何卒よろしくお願いします。  
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弓道場についてです。  

・ 現 在 の 規 模 （ 3 人 立 て 、 矢

道 28ｍ）の確保を基本としま

す 。 な お 、 日 々 の 練 習 な ど の

個 人 利 用 に 加 え 、 教 室 や 大 会

の 利 用 に も 対 応 に つ い て も 検

討します。  

素 案 で は 上 記 の 通 り に な っ て

お り ま す が 、 現 在 の 規 模 は 5

人立ちです。  

3 人 立 ち で は 教 室 、 大 会 へ の

利用は難しいと思われます。  

・ 入 場 口 と 退 場 口 を 分 け る こ

と や 入 場 口 か ら 射 位 ま で の 距

離に配慮した設計とします。  

素 案 の 通 り 入 場 口 と 退 場 口 を

分 け る こ と は 、 ぜ ひ 、 お 願 い

致します。  

入 場 口 か ら 射 位 ま で は 6ｍ は

必 要 で す 。 射 位 か ら 的 ま で は

28ｍなります。  

矢 道 は 安 全 確 保 の 為 、 ア ク リ

ル 板 等 の 設 置 を お 願 い い た し

ます。  

道 具 を 保 管 す る 為 の ス ペ ー

ス 、 巻 藁 設 置 の ス ペ ー ス も 合

わせて必要となります。  

現 在 の 弓 道 場 に も あ り ま す

が 、 安 土 に 水 を ま く た め 安 土

側と道場側の 2 箇所に水道設

備 も 必 要 で す 。 師 範 室 、 更 衣



室も必要になります。  

シ ャ ッ タ ー は 現 在 の 引 き 下 ろ

す タ イ プ で は な く 、 折 り 畳 み

式 に 横 に ス ラ イ ド さ せ る タ イ

プが良いと思います。  

以 上 、 い く つ か 意 見 を 述 べ さ

せ て い た だ き ま し た が 、 近 隣

の 弓 道 場 も 参 考 に し て い た だ

き 、 ぜ ひ 、 使 い 勝 手 の 良 い 設

備 に な り ま す よ う 、 よ ろ し く

お願い致します。  
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現 在 の 弓 道 場 を 利 用 し て 改 善

点を提案させて頂きます。  

弓 道 場 及 び 控 室 が 狭 い 為 の 問

題点として感じた事  

１．射位から的まで 28ｍ無い

事  

２ ． 射 位 で 射 手 と の 間 隔 が 本

来 1.8ｍで 5 人立ちですが、 4

人立ちが現状です  

３ ． 射 場 か ら 的 ま で 矢 を 取 り

に 行 く 矢 道 に ネ ッ ト や フ ェ ン

ス等が無く危険状態です  

４ ． 射 場 の 入 退 場 口 が 別 々 に

し て 頂 き 入 退 場 口 か ら 本 座 、

射 位 ま で 長 さ を 基 本 の 距 離 を

確保する  

５ ． 練 習 で 使 用 す る 巻 藁 を 射

場 内 に 有 り ま す が 、 控 室 な ど

の 安 全 な 場 所 に 設 置 し て 下 さ

い  

６ ． 近 隣 の ふ じ み 野 市 、 朝 霞

市 の 弓 道 場 を 参 考 に し て 設 計

して頂きたい  

７ ． そ の 他 詳 し く は 志 木 弓 道

連 盟 の 会 長 ほ か 段 位 の 高 い 先

生にご意見を聞いて頂きたい  

８ ． 現 在 の 弓 道 場 は 3Ｆ に 有

り ま す が 、 高 齢 者 の 会 員 も 多

く 利 用 す る の で エ レ ベ ー タ ー

設置  

９．新しい体育館にならば 50

年 間 は 使 用 す る の で 使 い 勝 手

が 良 い 施 設 を 作 っ て 頂 き た い

の で ご 検 討 し て 下 さ い 。 宜 し

くお願い致します。  
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弓道場を利用しています。  

富 士 見 市 、 ふ じ み 野 市 、 朝 霞

市 な ど 近 隣 の 道 場 を 参 考 に し

ていただきたいです。  

5 人 立 ち 、 矢 道 は ア ク リ ル 板

で仕切る、入場口退場口 2 ヶ

所、射位から的まで 28 メート

ル、入場口から射位まで 6 メ

ー ト ル 、 弓 立 て 矢 立 て 、 控 え

る と こ ろ 、 巻 藁 置 き 場 、 手 洗

い 場 、 ロ ッ カ ー 室 兼 着 替 え る

部 屋 、 シ ャ ッ タ ー は 折 り た た

み 式 、 要 望 は た く さ ん あ り ま

す が 弓 道 は 生 涯 ス ポ ー ツ で

す。 85 歳超えてなお現役の方

が た く さ ん い ま す 。 安 全 に で

き る よ う に 考 え て ほ し い で

す。  

新 し い 道 場 が 出 来 上 が る の を

楽しみにしています。  
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弓 道 場 の 仕 様 に つ い て 、 志 木

市の HP に示された内容に沿っ

て私見を述べます。  

（ １ ） 「 現 在 の 規 模 （ 3 人 立

て、矢道 28ｍ）」について  

 こ れ は 認 識 違 い で す 。 5 人

立 ち （ 立 て  で は な く ） が 正

しい  

 矢道 28ｍではなく、的から

射位までの距離 28ｍが正しい  

（ ２ ） 「 教 室 や 大 会 の 利 用 に

も 対 応 に つ い て も 検 討 し ま

す」について  

 教 室 や 大 会 に 利 用 す る に

は、 3 人立ちでは無理です。 5

人 立 ち （ 立 ち の 間 隔 ＝ 1.8～ 2

ｍ）が必須。  

（ ３ ） 「 入 場 口 と 退 場 口 を 分

ける」のは正しい。  

（ ４ ） 「 入 場 口 か ら 射 位 ま で

の 距 離 に 配 慮 し た 設 計 と し ま

す」について  

垜 （ あ ず ち 、 安 土 ） に 相 対 し

た 入 場 口 か ら 垜 に 向 か っ て 3

歩（約 2m）進み、直角に右に

（ 脇 正 面 ） に 向 か っ て 大 前 の

位 置 （ 5 人 立 ち の 距 離 を 歩



く ） ま で 歩 き 、 左 に 向 き を 変

え 3 歩（ 2ｍ）進み本座に至り

ま す 。 さ ら に 本 座 か ら 的 に 向

かって 3 歩（ 2ｍ）進み射位に

止 ま り ま す 。 し た が っ て 入 り

口 か ら 射 位 ま で に 垜 に 向 か っ

て 進 む 距 離 は 約 6ｍ と な り ま

す。  

こ の 距 離 は 配 慮 で は な く 必 要

事項です。  

 

（ ５ ） 「 付 帯 設 備 の 配 置 に つ

い て は 、 設 計 時 に 検 討 し ま

す」について  

 付 帯 設 備 は 設 計 時 で は な

く 、 垜 、 矢 道 、 射 場 、 矢 取

道 、 看 的 所 、 控 室 と と も に 一

緒に検討してください。  

 

そ の た め に は ま ず 志 木 弓 道 場

を 視 察 に 来 て 何 が ど の よ う に

な っ て い る か （ 現 状 不 便 な 点

も い く つ か あ り ま す ） 確 認 し

てください。  

 ま た 志 木 だ け で は な く 、 他

市 の 弓 道 場 も 参 考 に す る こ と

も 必 要 で す 。 具 体 的 に は 、 朝

霞 市 弓 連 の 内 間 木 公 園 弓 道

場 、 ふ じ み 野 市 弓 連 の ふ じ み

野市弓道場、この 2 件は、独

立 し て 建 て ら れ て い ま す 。 体

育 施 設 に 併 設 す る も の と し て

富 士 見 市 弓 道 場 が 参 考 に な る

と思います。  

 設 計 に お い て は 、 ま ず 面 積

あ り き で は な く 付 帯 設 備 （ 脇

正 面 ： 畳 敷 き 、 講 師 室 、 倉

庫 、 巻 き 藁 練 習 の 場 所 等 ） も

含 め て 必 要 な 面 積 を 求 め る 必

要 が あ り ま す 。 こ れ に は 、 志

木 市 の 弓 道 場 建 設 担 当 者 と 当

弓 連 の 会 長 、 副 会 長 お よ び 会

員 （ 必 要 で あ れ ば 全 会 員 ） で

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン し て 詳 細 を

決 定 す る の が 良 い と 思 い ま

す。新築後は、少なくとも 50

年 は 使 用 す る こ と に な る で し

ょ う か ら 、 使 用 す る 者 が 、 不



便 す る こ と な く 気 持 ち よ く 使

え る よ う に し て も ら い た い も

のです。  

 地 上 の 面 積 が 足 り な い の で

あ れ ば 、 地 下 に 天 井 高 4ｍ 程

度 の 十 分 面 積 が 取 れ る 空 間 を

利 用 し た ら ど う で し ょ う か 。

ま た 別 の 意 味 で 、 近 所 は 、 住

宅 街 で し ょ う か ら 朝 昼 晩 と 弦

音 や 的 に 当 た る 音 が う る さ い

と ク レ ー ム が つ く か も し れ ま

せ ん 。 地 下 は 適 当 で あ る と 思

わ れ ま す 。 地 上 で も 遮 音 が 必

要になるかもしれません。  

 

 設 計 に 取 り 掛 か っ て も 最 終

結 果 だ け を 示 す の で は な く 、

逐 次 仕 様 に つ い て デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン で き る よ う に し て く だ

さ い 。 ま ず は 、 本 件 の 志 木 市

担 当 者 が 弓 道 場 に ど の よ う な

イ メ ー ジ を 持 っ て お ら れ る の

か 、 そ れ を ど の よ う に 設 計 に

反 映 さ せ よ う と し て い る の

か 、 当 会 員 に 示 し て い た だ き

た い と 思 い ま す 。 設 計 者 は 弓

道 や 弓 道 場 に 詳 し く な く て も

構 い ま せ ん が 、 弓 道 を 良 く 知

り 、 し っ か り し た ア ド バ イ ス

が 出 来 る 人 を つ け て く だ さ

い。  

せ っ か く 新 築 し た の に 使 い 勝

手 が 悪 く 、 十 分 に 活 用 で き な

い よ う な 道 場 に な ら な い よ う

にご検討願います。  
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剣 道 場 に つ い て 、 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 が 収 束 し た 後 に

お い て 、 ま た 新 た な ウ イ ル ス

感 染 が 発 生 し た 場 合 に お い て

も 、 一 番 重 要 な 事 は 、 空 気 感

染 を 防 ぐ こ と な の で 、 換 気 装

置 と よ り 多 く の 窓 を 設 置 し

て 、 風 通 し の 良 い 環 境 を 作 る

事 だ と 思 い ま す 。 次 に 、 弓 道

場 で す が 、 和 光 市 の 弓 道 場 は

射 位 前 方 上 部 に 国 旗 が あ り 、

そ の 下 に 自 己 の ホ ー ム （ 射



形 ） が 常 に 確 認 出 来 る よ う

に 、 等 身 大 の 鏡 が 設 置 さ れ て

い ま し た 、 参 考 に な れ ば 幸 い

です。  
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弓道場について  

１ ． 現 状 確 認 → ど こ の 場 所 を

確 認 し た の で し ょ う か ？ 間 違

っ て い る の で 連 盟 会 員 の 立 会

い の 下 、 き ち ん と 現 場 を 確 認

する必要あり。  

２ ． 様 々 な 点 で 距 離 が 決 ま っ

ている。  

的と的  

射位と本座  

射位と的  

３．会員約 60 名近くおり、基

本理念に沿うならば 5 人立ち

の ス ペ ー ス が 必 要 。 そ う で な

け れ ば 大 会 も 講 習 会 も 不 可 と

なる。  

４ ． 的 に 当 た っ た 音 が 響 く

為 、 住 人 か ら 苦 情 が 出 て か ら

で は 遅 い の で 考 慮 す る 必 要 あ

り 。 そ の た め に は 防 音 ま た は

音 漏 れ を な く す た め 、 半 地 下

ま た は 地 下 に す る こ と も 考 え

なくてはならない。  

 

59 

弓

道

場

等  

志 木 市 民 会 館 及 び 志 木 市 民 体

育 館 整 備 基 本 計 画 （ 素 案 ） に

つ い て 、 背 景 、 整 備 手 法 、 基

本 方 針 は 、 志 木 市 の 現 況 を 鑑

み 理 解 で き ま す 。 複 合 化 で の

整 備 が 色 々 な 面 で 最 善 の 策 だ

と思います。  

そ れ を 踏 ま え 、 何 点 か 意 見 さ

せていただきます。  

日 頃 か ら 志 木 市 体 育 館 （ 弓 道

場 ） を 利 用 さ せ て い た だ い て

いる身として、第 4 章複合施

設 の 機 能 と 整 備 方 針 、 2 基 本

機能の整備方針、（ 2）体育機

能 の 、 弓 道 場 の 記 載 の と こ ろ

で 、 「 現 在 の 規 模 （ 3 人 立

ち 、 矢 道 28ｍ ） 」 と あ り ま

す 。 現 在 の 道 場 は 、 ギ リ ギ リ

5 人 が 立 て る 仕 様 と な っ て お



り ま す 。 表 記 に 「 現 在 の 規

模」とありますから 5 人立ち

を 基 本 と し て い た だ き 、 こ こ

で の 記 載 は 「 現 在 の 規 模 （ 5

人立ち、矢道 28ｍ）の確保を

基 本 と し ま す 。 」 と 訂 正 を お

願いします。  

（ 「 3 人 立 て 」 と 記 載 あ り ま

す が 、 弓 道 用 語 と し て は 「 3

人立ち」と言います。）  

5 人 立 ち に す る 意 義 は 、 教

室 、 大 会 で の 運 行 面 の ほ か 、

昇 段 ・ 昇 格 を 目 標 と し て 修 練

す る 中 で 、 そ の 審 査 会 で は 5

人 立 ち が 基 本 で 、 そ の 動 作

は 、 相 互 の 間 、 全 体 の 間 を 考

え 5 人揃って合わせ修練する

場 が 必 要 と な る か ら で す 。 弓

道場は 5 人立ちで、現状又は

現 状 以 上 の 規 模 を 切 に お 願 い

いたします。  

 

2 点目は、第 5 章事業手法及

び 事 業 計 画 、 3 設 計 者 ・ 施 工

者 の 選 定 方 法 、 （ 1） ・ （ 2）

に つ い て 、 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式

で の 選 定 は 、 賛 成 で す 。 評 価

の 中 に 「 市 民 の 意 見 に 対 し 、

柔 軟 に 反 映 で き る … 」 と あ る

よ う に 、 設 計 の 段 階 で は 広 く

市 民 の 意 見 を 聞 い て ほ し い と

思 い ま す 。 現 在 の 弓 道 場 は 非

常 に 使 い に く い 設 計 と な っ て

い ま す 。 他 の 施 設 も 含 め 、 よ

り 使 い や す く 、 よ り 良 い 施 設

と す る た め 、 意 見 を 聞 く 機 会

を多く作ってください。  

以上 2 点です。全体の計画に

は 特 段 意 見 は あ り ま せ ん が 、

体 育 機 能 に つ い て は ほ ぼ 現 在

の 規 模 を 確 保 と 記 載 し て あ り

ま し た が 、 ど う し て も 弓 道 場

を 使 っ て い る 身 と し て は 、 妥

協 で き な い 面 も あ り ま し て 意

見 さ せ て い た だ き ま し た 。 完

成後 40～ 50 年使うものですか

ら 「 い い 施 設 だ ね 」 言 わ れ る

よ う 後 世 に 引 き 継 ぎ た い と 考



えています。  
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１．  道場のつくりについて  

射 位 に お け る 立 位 置 の 間 隔

は、近的の標準である 1.8m を

取り、 5 人立ちであること。  

射位から安土まで 28 メートル

であること。  

射 場 の 外 に 巻 藁 練 習 場 が あ る

こと。（安全面から必須）  

巻 藁 練 習 場 の 天 井 に 鏡 を 設 置

すること。  

入 場 口 ・ 退 場 口 は 別 々 に す る

こと。  

２．  道場内の施設  

射 場 の 外 に 、 更 衣 室 と 控 室 が

あること。  

弓 道 教 室 の 道 具 、 弓 道 連 盟 の

道 具 入 れ の 場 所 を 設 置 す る こ

と。  

射 場 に 設 置 す る シ ャ ッ タ ー は

現 在 の よ う な 上 か ら 下 に お ろ

す シ ャ ッ タ ー で は な く 、 雨 戸

の よ う な 引 き 戸 方 式 に し て ほ

しい。  

３．  弓道場へのアクセス  

道場が 2 階以上に設置される

場 合 、 エ レ ベ ー タ ー を 設 置 し

てほしい。  

４．  その他：一度、建設され

たら 50 年以上使用する施設で

す 。 弓 道 に 詳 し い 人 （ 例 え

ば 、 志 木 市 弓 道 連 盟 会 長 ） の

意 見 を 聞 い て 、 詳 細 を し っ か

り と 確 認 し て 設 計 し て い た だ

きたいです。  
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最 低 限 現 在 の 規 模 を 死 守 し 、

た く さ ん の 方 に 愛 さ れ 、 末 永

く 大 切 に 利 用 さ れ る 弓 道 場 の

完成を願って、以下 3 点の意

見を提出いたします。  

＜ 「 5 人 立 」 へ の 誤 り 箇 所 訂

正のお願い＞  

志 木 市 民 会 館 及 び 志 木 市 民 体

育 館 再 整 備 基 本 計 画 （ 素 案 ）

の 28 ページ下から 8 行目。  



（ 2）体育機能  ◇弓道場の項

目の 1 行目「 3 人立て」の記

載について。  

現 在 の 規 模 は 、 “ 3 人 立 て ”

と 記 載 さ れ て ま す が 、 実 際

は 、 5 人 立 で あ る た め 誤 っ た

記 載 と な っ て お り ま す 。 最 低

限 必 要 な 規 模 で も あ る 「 5 人

立 」 へ の 速 や か な 訂 正 を お 願

い致します。  

 

【 5 人立である理由】  

（ 1）教室や大会利用  

素案 28 ページ下から 7 行目に

記 載 の 「 教 室 や 大 会 利 用 の た

め 」 を 実 現 す る た め に は 、 5

人 立 は 必 須 条 件 と な り ま す 。

志 木 市 民 弓 道 大 会 を 毎 年 開 催

し て い ま す が 、 そ の 開 催 に あ

た っ て も 、 参 加 人 数 （ 毎 年 約

35 名 前 後 ） 等 考 慮 す る と 、 5

人 立 は 必 須 条 件 と な り ま す 。

例 え る な ら ば 、 半 面 の コ ー ト

で バ ス ケ ッ ト や バ レ ー ボ ー

ル 、 テ ニ ス の 試 合 が 成 り 立 た

ないのと同様に 5 人立でない

と 弓 道 の 大 会 や 弓 道 段 級 審 査

の際に必須となる 5 人立での

体配が成り立ちません。  

 

（ 2）講習会・連盟射会開催  

日 々 の 鍛 錬 の み な ら ず 、 大 会

や 弓 道 段 級 審 査 に 向 け 、 外 部

の講師を招き、例年、年 2 回

の講習会や年 6 回の連盟射会

を 実 施 し て い ま す 。 講 習 会

は、約 20 名前後 /回の参加者

があり、延べ 40 名を超える参

加 者 実 績 が あ り 、 連 盟 射 会

は、約 35 名前後 /回の参加者

があり、延べ 210 名を超える

参 加 者 実 績 が あ り ま す 。 こ の

状 況 や 時 間 内 で 行 う こ と を 考

慮 す る と 、 5 人 立 は 必 須 条 件

となります。  

 

（ 3）弓道段級審査  

健 康 維 持 の た め 、 あ る い は 、



交 流 試 合 や 勝 敗 を 決 め る 試 合

を 目 標 に 楽 し む こ と は も ち ろ

ん 、 実 際 に 、 毎 回 審 査 に 向 け

て の 鍛 錬 を 行 う 会 員 （ 例 年 約

40 名 前 後 ） が 昇 段 級 を 目 指

し 、 審 査 を 受 け 、 日 々 精 進 し

ております。  

弓 道 段 級 審 査 の 際 、 5 人 立 で

の 体 配 は も ち ろ ん 、 入 場 ・ 退

場 の 所 作 も 重 要 な 要 素 で あ り

ま す 。 し か し 、 現 規 模 （ 5 人

立 ） の 弓 道 場 で も 入 退 場 口 部

分 等 の 広 さ に 関 し て は 、 特 に

苦 肉 の 策 が 必 要 な 規 模 で あ る

た め 、 現 規 模 （ 5 人 立 ） は 最

低 必 須 条 件 と な り ま す 。 素 案

内 の 誤 っ た 記 載 に よ り 、 3 人

立 と な る こ と は あ っ て は な り

ません。  

 

（ 4）現コロナ禍や類似した状

況に備えて  

現 5 人立において、コロナ対

策 を 考 慮 し 、 連 盟 練 習 枠 と し

て 、 使 用 前 の 準 備 ・ 練 習 ・ 片

付 け ・ 安 土 整 備 ・ 掃 除 ま で を

ひと枠 3 時間、最大 12 名まで

の 利 用 と し て お り ま す 。 結

果 、 全 会 員 に 平 等 に 割 当 て る

の も 困 難 な 状 況 に あ る た め 、

現 5 人立は必須条件となりま

す。  

 

【 志 木 市 の 公 共 施 設 と し て の

弓道場であるべき理由】  

（ 1）民間弓道場がない  

民 間 ス ポ ー ツ ク ラ ブ が 有 す る

弓 道 場 は 稀 有 。 近 隣 に は な

い。  

さらには、人口 10 万人あたり

の弓道場数は、全国平均 0.95

箇所に対して、埼玉県は 0.85

箇 所 と 平 均 を 下 回 っ て い る 状

況にあります。  

デ ー タ 出 典 ： 体 育 ・ ス ポ ー ツ

施 設 現 況 調 査 2015 

https://todo-

ran.com/t/kiji/23894 



 

（ 2）長く続けられる・楽しめ

る 弓 道 、 貴 重 な 異 世 代 交 流 の

場  

何 歳 に な っ て も 、 で き る ス ポ

ー ツ で あ り 、 ま す ま す 高 齢 化

が 進 む こ と が 予 測 さ れ る 中 、

貴 重 な ス ポ ー ツ で あ り ま す 。

現 に 会 員 の 63％ が 60 歳 以

上 。 80 歳 以 上 も 12 名 在 籍

し 、 日 々 練 習 に 励 み 、 か つ 、

後 進 指 導 に あ た っ て お り 、 老

若 男 女 が 共 に 楽 し め る ス ポ ー

ツ で も あ り 、 貴 重 な 異 世 代 交

流の場となっています。  

 

（ 3）弓具保管と弓道場までの

事故防止  

弓 具 の 管 理 上 、 自 宅 保 管 が 難

し く 、 か つ 、 練 習 の 度 に 自 宅

か ら 弓 具 を 持 っ て の 移 動 が 難

し い 面 も あ り ま す 。 運 転 で き

な い 会 員 も 多 く 、 徒 歩 や 自 転

車 で 、 袴 を 着 て 、 長 さ 221ｃ

ｍ（標準 7 尺 3 寸）を超える

弓 や 矢 筒 （ 矢 を 入 れ た 筒 ） を

持 っ て の 移 動 に は 危 険 を 伴 い

ま す 。 そ う い っ た 点 に お い て

も 、 弓 具 を 保 管 で き る ス ペ ー

ス を 有 し 、 か つ 、 志 木 市 内 の

弓 道 場 で あ る こ と が 重 要 な 意

味を持ちます。  
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＜ 志 木 市 弓 道 連 盟 会 長 に よ る

計 画 内 容 確 認 の 連 絡 と 内 容 承

認の工程追加のお願い＞  

本 計 画 推 進 時 に お い て 、 今 回

の よ う な 誤 り や 見 落 と し を 防

ぐ た め に も 、 志 木 市 民 会 館 及

び 志 木 市 民 体 育 館 再 整 備 基 本

計 画 が 素 案 か ら 正 式 計 画 に 至

る ま で 都 度 、 志 木 市 弓 道 連 盟

会 長 に よ る 計 画 内 容 確 認 の 連

絡 と 内 容 承 認 の 工 程 追 加 を お

願い致します。  

【 志 木 市 弓 道 連 盟 会 長 に よ る

計 画 内 容 確 認 の 連 絡 と 内 容 承

認の工程追加の理由】  



（ 1）正しく現状把握し、弓道

場 に 必 要 な 要 件 等 を ま と め る

ため  

実 際 に 弓 道 場 を 使 用 す る 者 で

な い と 、 安 全 対 策 ・ 音 対 策 や

大 会 実 施 の た め の 最 低 限 の 広

さ 、 そ の 他 必 要 な 付 帯 設 備 や

そ の 配 置 に つ い て わ か り に く

い 部 分 が 多 く 、 今 回 の よ う な

誤 り に 気 づ く こ と も で き ず に

計 画 が 進 行 し て し ま う リ ス ク

回 避 の た め 。 体 育 館 完 成 後 は

修正ができないため。  

（ 2）限られた条件の中でより

有 益 な 弓 道 場 計 画 を ま と め る

ため  

慎 重 に す り 合 わ せ を し 、 よ り

利 用 者 が 納 得 い く 弓 道 場 の 完

成 を 目 指 し 、 完 成 後 、 た く さ

ん の 方 に 愛 さ れ 、 末 永 く 大 切

に 利 用 さ れ る 弓 道 場 に す る た

め。  
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＜ 現 在 の 規 模 の 確 認 方 法 ・ 確

認 担 当 者 及 び 責 任 者 に 関 す る

情報開示＞  

志 木 市 民 会 館 及 び 志 木 市 民 体

育 館 再 整 備 基 本 計 画 （ 素 案 ）

の 28 ページの下から 9 行目以

降 の ◇ 弓 道 場 に 関 す る 内 容 記

載にあたって、以下 3 点の情

報開示をお願い致します。  

（ 1） ◇ 弓 道 場 に 関 す る 項 目

（ 特 に 、 現 在 の 規 模 ） の 確 認

方法  

ど の よ う に 確 認 し 、 記 載 す る

に至ったのか。  

5 人 立 で あ る こ と を 志 木 市 の

弓 道 場 に 関 し て 正 確 に 理 解 し

て い る 者 と 同 席 の 上 現 場 を 実

際 に 見 て 確 認 し た の か 、 誰 か

に ヒ ア リ ン グ し た の み な の

か 、 誰 に ヒ ア リ ン グ し た の

か 、 何 ら か の 資 料 に よ る 確 認

の み な の か 、 そ れ は 何 の 資 料

なのか等。  

（ 2）現在の規模の確認をした

担当者名  



（ 3）現在の規模の確認に関す

る責任者名  

【 現 在 の 規 模 の 確 認 方 法 ・ 確

認 担 当 者 及 び 責 任 者 に 関 す る

情報開示の理由】  

明 示 ・ 開 示 す る こ と に よ り 、

志 木 市 民 会 館 及 び 志 木 市 民 体

育 館 再 整 備 計 画 （ 素 案 ） を よ

り 慎 重 に 今 後 ま と め 、 都 度 確

認 修 正 し や す く す る 上 で も 必

要 な 措 置 と な り ま す 。 今 後 、

志 木 市 民 会 館 及 び 志 木 市 民 体

育 館 再 整 備 基 本 計 画 （ 素 案 ）

修 正 し て い く 際 に も 都 度 、 担

当 者 名 の 開 示 、 あ る い は 、 記

載を求めます。  

いろいろ調整感謝致します。  

引 き 続 き 、 よ り よ い 志 木 市 民

会 館 及 び 志 木 市 民 体 育 館 再 整

備 計 画 と な り ま す よ う 、 ど う

ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。

完 成 を 心 よ り 、 楽 し み に し て

おります。  
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Ｐ 20  「 コ ン パ ク ト な 市 の 強

み を 生 か す 」 と し て 、 「 誰 も

が 徒 歩 や 自 転 車 で 簡 単 に 訪 れ

る こ と が で き る 」 と あ り ま

す 。 し か し 、 い か に コ ン パ ク

ト な 市 と い え ど も 、 館 地 区 方

面 で は 直 線 距 離 約 1.5ｋ ｍ 、

宗 岡 第 二 小 学 校 方 面 で は 2ｋ

ｍ を 超 え 、 実 際 の 歩 行 距 離 で

はその 1.5 倍ぐらいになるこ

と か ら 「 簡 単 に 訪 れ る 」 こ と

に は な り ま せ ん 。 ま た 、 敷 地

は 市 内 で は 最 も 標 高 の 高 い 区

域 で あ り 、 周 辺 か ら の ア ク セ

ス 道 は 高 齢 者 に は 過 酷 な 上 り

坂 に な り ま す 。 新 市 役 所 庁 舎

や 新 複 合 施 設 が 形 成 す る 「 ま

ち な か 」 と 市 境 に 近 い エ リ ア

の 間 に 、 「 ダ イ チ ャ リ 」 な ど

を 活 用 し た 放 射 状 の 自 転 車 専

用 道 路 や 自 動 車 侵 入 制 限 道 路

な ど を 設 定 す る な ど 、 市 民 が

容 易 に 「 ま ち な か 」 に 行 け る

工 夫 を 合 わ せ て 完 成 さ せ な い

新たな交通手段の検討につきま

しては、関係課と調整を図りな

がら進めてまいります。  

〇  



と 「 基 本 理 念 」 は 、 絵 に 描 い

た 餅 に な る と 思 わ れ ま す 。 市

役 所 内 の 関 係 部 署 と 連 携 し た

検討をお願いします。  
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駐車場・駐輪場を屋内に建設  

屋 外 の 駐 車 場 を 廃 止 。 屋 内 に

駐 車 場 ・ 駐 輪 場 を 建 設 し 、 現

在 の 市 民 会 館 の 用 地 を 最 大 限

に利用して欲しい。  

 

駐車台数につきましては、現在

の市民会館の駐車台数である 80

台を確保することとしておりま

すが、可能な限り多くの台数が

確保できるよう努めてまいりま

す。  

 

〇  
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Ｐ 19  複 合 化 の 意 義 3： 現 市

民 会 館 建 物 周 囲 の 駐 車 場 を 利

用 し て 、 こ れ ま で 市 民 祭 で

は 、 多 く の 市 民 出 展 者 が 模 擬

店 な ど を 出 店 し 市 民 交 流 の 場

と な っ て い ま す 。 今 回 の 建 築

計 画 で は 駐 車 台 数 は 現 状 と 同

じ 80 台となっていますが、建

物 周 辺 の 駐 車 場 用 地 は そ の よ

う な 活 動 の 場 所 と し て 現 状 と

同 程 度 面 積 が 確 保 さ れ る と い

う こ と と 理 解 し て よ ろ し い で

し ょ う か 。 あ る い は 、 開 催 場

所 を 移 し て 市 役 所 新 庁 舎 の グ

ラ ン ド テ ラ ス を 活 用 さ れ る よ

う な 計 画 に な っ て い る の で し

ょ う か 。 未 検 討 で あ れ ば 追 加

検 討 し 素 案 に 記 載 す べ き と 思

います。  

 

複合施設においても、イベント

が実施できるよう現在と同程度

のスペースの確保に努めるとと

もに、いただいたご意見を参考

に、新庁舎のグランドテラスや

新しく整備するいろは親水公園

の活用も含め、今後のイベント

の最適な開催方法について、関

係課と連携を図りながら検討し

てまいります。  
〇  
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Ｐ 31  駐 車 場  一 般 車 両 の 出

入 り 口 を パ ル シ テ ィ 通 り 側 に

設 け る と な っ て い ま す が 、 イ

ベ ン ト 開 催 時 に 短 時 間 に 来 場

車 が 集 中 し パ ル シ テ ィ 通 り に

渋 滞 を 引 き 起 こ さ な い か 懸 念

し ま す 。 先 に も 述 べ た よ う に

敷 地 を 取 り 巻 く 道 路 環 境 の 整

備 も 含 め 、 慎 重 に 検 討 す る 必

要があろうと思います。  

ま た 、 台 数 が 現 状 と 同 程 度 の

80 台となっていますが、市民

会 館 と 市 民 体 育 館 の 利 用 者 は

別 で あ り 、 現 状 の 市 民 会 館 駐

車 台 数 だ け に す る こ と に 疑 問

が 残 り ま す 。 建 設 費 は 上 昇 す

新施設への車両のアクセスにつ

きましては、一般車両の出入り

口をパルシティ通り側に設ける

とともに、送迎ための車寄せの

配置等、車両でのアクセスがし

やすい施設となるよう工夫して

まいります。  

ま た 、 駐 車 台 数 に つ き ま し て

は、現在の市民会館の駐車台数

である 80台を確保することとし

ておりますが、可能な限り多く

の台数が確保できるよう努めて

まいります。  

なお、いただいたその他のご意

見につきましても、今後の施設

整備の参考とさせていただきま

〇  



る で し ょ う が 、 「 一 部 地 下 」

で は な く 「 全 面 的 に 地 下 階 」

を 設 け 、 適 切 な 駐 車 台 数 を 確

保 す べ き で は な い で し ょ う

か 。 容 積 制 限 上 、 地 下 駐 車 場

面 積 の 増 加 は 問 題 な い と 思 い

ま す 。 市 役 所 駐 車 場 か ら は 距

離 が あ り 、 近 隣 民 間 駐 車 場 の

台 数 は 非 常 に 限 ら れ て い ま す

の で 、 記 述 さ れ て い る 「 駐 車

場 機 能 を 補 完 す る 」 機 能 を 発

揮 で き る と は 思 え ま せ ん 。 志

木 市 は 市 域 の 多 く が 「 氾 濫 想

定 区 域 」 に な っ て お り 、 自 家

用 車 を 利 用 す る 避 難 民 が 多 く

い る と 想 定 さ れ ま す 。 広 い 駐

車 場 は こ れ ら の 水 害 時 受 け 入

れ 施 設 と の 位 置 づ け を す る こ

と が で き る と 考 え ま す 。 そ の

よ う な 観 点 の 県 の 助 成 制 度 な

ど が も し あ れ ば 活 用 で き ま せ

んか。  

 

す。  
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複 合 化 案 は 金 額 、 使 い 勝 手

（ 駐 車 場 の 台 数 や 、 会 議 室 を

丸井 8F に借り、年間 1 億円）

に問題があります。  

耐 震 化 を し て 体 育 館 を の こ し

て く だ さ い 。 柳 瀬 川 、 志 木 ニ

ュ ー タ ウ ン に は 何 も な い で

す。  

使 用 し て い る 市 民 の 声 を 聞 い

て く だ さ い 。 複 合 化 反 対 で

す。  

 

駐車台数につきましては、現在

の市民会館の駐車台数である 80

台を確保することとしておりま

すが、可能な限り多くの台数が

確保できるよう努めてまいりま

す。  

また、新施設への車両のアクセ

スにつきましては、一般車両の

出入り口をパルシティ通り側に

設けるとともに、送迎ための車

寄せの配置等、車両でのアクセ

スがしやすい施設となるよう工

夫してまいります。  

また、現在仮庁舎として使用し

ている  

フォーシーズンズ志木８階の賃

料につきましては、全面を借り

た 場 合 は 、 年 間 約 6,000 万 円

（光熱水費や清掃に係る費用な

どを除く）であり、この経費を

加算した場合も、複合化が最も

コストを抑制できる手法となり

ます。  

なお、耐震化を実施した場合に

おいても、工事期間中は施設を

〇  
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複合化に反対です。  

１．市民会館の所に 2 つの施

設 を つ く る こ と は 無 理 で す 。

駐 車 場 も 駐 輪 場 も 全 く 足 り ま

せ ん 。 こ れ で は 従 来 通 り の 活

動は出来ません。  

２．会議室も丸井 8F に移す計

画 で す が 、 こ れ は 今 ま で 会 議

室 を 利 用 し て い た た 人 も ホ ー

ル の 利 用 者 が 控 え 室 と し て 会

議 室 を 使 用 し て い た 方 々 に と

っ て も と て も 不 便 に な り ま

す 。 市 民 会 館 を 耐 震 化 し て 使



用する方が使いやすいです。  

３ ． 市 民 体 育 館 は さ ま ざ ま な

大 会 が 開 か れ て い ま す 。 そ れ

は 100 台 の 駐 車 場 が あ る こ

と 。 駅 か ら 近 い こ と が が 大 変

重 要 で す 。 そ し て 、 高 齢 者 を

始 め 、 多 く の 人 が 健 康 維 持 の

た め に 毎 日 の よ う に 利 用 し て

い ま す 。 耐 震 化 し て こ こ に 残

すべきです。  

４ ． 志 木 市 は 複 合 化 が 一 番 コ

ス ト が 安 い と 説 明 し て き ま し

たが、丸井 8F を会議室として

かりることは年間 1 億円が追

加 さ れ る こ と に な り 、 大 変 高

い 施 設 に な り ま す 。 複 合 化 は

や め て 、 そ れ ぞ れ の 所 に 耐 震

化をすべきです。  

 

休館しなければならないことか

ら、代替施設を検討する必要が

あり、追加の費用が発生する可

能性があります。  

今後、施設の整備を進めるに当

たり、各諸室につきましては、

多用途に活用できるよう設計段

階において配慮するとともに、

様々な利用に応じた管理・運営

方法についても詳細な検討を進

め、市民の皆様にとって利用し

やすい施設としてまいります。  

なお、市民体育館及び市民体育

館下部の人工地盤につきまして

は、市の負担で建設工事を実施

しており、開発事業者が費用を

負担したという事実はございま

せん。  

いただいたその他のご意見につ

きましても、今後の施設整備の

参考とさせていただきます。  
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１ ． 体 育 館 や 志 木 大 橋 は ニ ュ

ー タ ウ ン の 社 会 基 盤 形 成 の 一

環 と し て 構 築 さ れ た も の で あ

り 、 こ れ ら の 費 用 は 住 民 に よ

る 物 件 の 購 入 価 格 と し て 反 映

さ れ て い ま す 。 こ の 一 部 住 民

負 担 に よ る 体 育 館 を 排 除 す る

こ と は ニ ュ ー タ ウ ン 機 能 の 一

部 を 喪 失 せ し め る こ と に な り

大問題です。  

２ ． ニ ュ ー タ ウ ン 地 区 が 老 齢

化 の 割 に は 介 護 保 険 へ の 利 用

が 少 な い の も 、 体 育 館 利 用 に

よ る 健 康 増 進 、 ひ い て は 医 療

費 の 削 減 効 果 に つ な が っ て い

るのかもしれません。  

３ ． 施 設 の 統 廃 合 は 単 に 直 接

的 費 用 の み で 判 断 し て は い け

ま せ ん 。 し か も 今 回 の 複 合 施

設 案 で は 、 当 初 案 よ り 年 間 1

億 円 と い う 多 額 の 事 務 所 経 費

が 発 生 す る と の こ と で 、 当 初

の 比 較 案 と は 大 き く 違 っ た も

の と な っ て い ま す 。 複 合 化 案

は 直 ち に 撤 回 し 、 体 育 館 は 耐

震化を検討して下さい。  
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市 民 会 館 と 市 民 体 育 館 再 整 備

基 本 計 画 （ 素 案 ） は 見 直 し て

いただきたい。  

市 の 説 明 会 に 出 席 し ま し た

が 、 複 合 化 す る 方 が 、 費 用 が

掛 か ら ず 効 率 的 で 国 か ら の 補

助 金 も 下 り る と の こ と 。 し か

し 、 現 在 体 育 館 を 使 用 し て い

る 方 々 か ら こ の ま ま 耐 震 化 を

し て 、 こ の 場 所 に 、 と の 声 も

多くあると聞きました。  

志 木 市 は 狭 い 市 と は い い な が

ら 、 私 達 ぐ ら い の 年 齢 に な る

と 近 く に あ る か ら 利 用 す る 、

利 用 す る か ら 健 康 に 暮 ら せ る

と い う こ と を 実 感 し な が ら 生

きています。  

若 い 人 な ら な ん な く ニ ュ ー タ

ウ ン か ら 市 民 会 館 へ 通 う の は

問 題 な い で し ょ う け れ ど 高 齢

化 の 一 番 す す ん で い る 地 域 の

体 育 館 が 移 動 し て し ま っ た

ら 、 Ｑ Ｏ Ｌ も 左 右 し て し ま う

の で は な い か と 心 配 し ま す 。

市 民 の 望 む 声 を 汲 み 入 れ て 目

の 前 の 資 金 の み に と ら わ れ る

の で は な く 市 民 生 活 の 充 実 に

目 を む け た 施 策 を し て ほ し い

です。  

市 民 会 館 の 駐 車 場 が 二 施 設 合

併 し て も 増 え な い こ と 、 会 議

室がなくなり丸井 8F に移らざ

る を 得 な い こ と 、 そ の 施 設 利

用 料 が 年 間 億 単 位 で 支 払 わ ね

ば な ら な い こ と 等 問 題 も あ る

こ と が わ か り ま し た 。 長 期 的

に み た 市 民 の く ら し ・ 健 康 問

題 も 関 係 し ま す 。 一 考 を お 願

いします。  
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狭 い 場 所 に 市 民 会 館 も 体 育 館

も 両 方 建 て る の は 無 理 が あ り

ま す 。 現 在 の ま ま 耐 震 化 し た

方 が い い と 考 え ま す 。 会 議 室

が 分 か れ て マ ル イ の 上 に い っ

て し ま う の は か な り 不 便 に な

る と 考 え ま す 。 駐 車 場 が 増 え

な い と な る と 、 い ろ は 図 書 館



の 駐 輪 場 に し わ よ せ が く る こ

と に な り 、 周 辺 の 駐 輪 事 情 に

混乱をまねきます。  
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駐車場について  

１ ． 体 育 館 は 頻 繁 に 利 用 す る

ため現状の 80 台では不足。特

に 日 曜 日 は 大 会 、 パ ル シ テ ィ

の 催 し な ど が あ る 。 立 体 に し

て 台 数 を 増 や す 必 要 あ り 。 近

隣 の 体 育 館 は ど こ も 無 料 に し

て い る の で 志 木 市 も 無 料 を 希

望します。  

２ ． 現 在 ニ ュ ー タ ウ ン に 住

み、体育館に週 5 日、通って

い る 高 齢 者 は 車 や 自 転 車 に も

乗 れ ず 徒 歩 で も 行 き に く く な

る た め 、 ニ ュ ー タ ウ ン ‐ 体 育

館 の シ ャ ト ル バ ス や ふ れ あ い

号の増便を希望します。  
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市 民 体 育 館 を 利 用 し て ま す 。

主 に 競 技 場 で バ ド ミ ン ト ン を

個人で利用しています。  

以 前 は 団 体 に も 所 属 し て 利 用

していました。  

現 在 の 体 育 館 の 場 所 は 、 新 座

団 地 の 近 く と い う こ と も あ り

新座市の仲間もおります。  

私 は 柏 町 で 自 家 用 車 で 行 き ま

す 。 自 転 車 で 行 く こ と も 可 能

で す が 、 夜 間 利 用 で 雨 の 時 は

自 転 車 で は 行 く こ と が 難 し い

です。  

も し 、 市 民 会 館 の 場 所 に 移 転

し て も 自 家 用 車 で 行 く 事 に な

る か と 思 い ま す が 、 駐 車 場 が

多 く は な い で し ょ う 。 止 め ら

れ る の か も し 、 止 め ら れ な い

場 合 は 行 く の を 止 め て し ま う

でしょう。  

現 在 は 無 料 で す が 、 場 所 柄 有

料 に な り 、 時 間 制 で す と 駐 車

場 代 が 高 く な り ま す 。 利 用 し

づらくなります。  

ま た 、 ニ ュ ー タ ウ ン の 方 は 通

い 難 く な り ま す 。 市 内 を 横 断



す る よ う な 公 共 交 通 機 関 も あ

りません。  

も ち ろ ん 、 鉄 道 と バ ス を 乗 り

継 い で 来 る こ と は 可 能 で す

が。幸町の人もそうです。  

市 内 循 環 バ ス は 、 一 般 の 方 が

乗 る こ と が 憚 れ ま す 。 元 々 そ

れ 程 多 く の 人 が 乗 れ る わ け で

はありませんし  

自 分 で 自 転 車 や 自 家 用 車 の 運

転 が で き る 人 は 乗 る こ と は あ

りません。  

体 育 館 な ど に は ダ イ チ ャ リ も

あ り 利 用 可 能 か と も 思 わ れ ま

す が 、 近 所 に ス テ ー シ ョ ン が

ありません。  

体 育 館 は 大 会 が 行 わ れ る 事 が

多 く 、 他 府 県 か ら も 来 ら れ ま

す の で 駐 車 場 の 確 保 が 必 須 で

す。  

も し 、 市 民 会 館 で も 催 し 物 が

あ れ ば な お さ ら 駐 車 場 が 不 足

します。  

駐 車 場 の 確 保 を 是 非 お 願 い し

ます。  
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「 市 民 会 館 と 体 育 館 の 複 合 化

案 に 対 す る 意 見 の 公 募 」 に よ

り意見を以下に記します。  

（ 志 木 ニ ュ ー タ ウ ン か わ ら 版  

2021 年 7 月 15 日  NO.355 

日 本 共 産 党 志 木 ニ ュ ー タ ウ ン

支 部 発 行 ） に よ れ ば 、 コ ス ト

問 題 に つ い て 、 会 議 室 費 用 が

年間 1 億円かかると突然出て

きたと書かれております。  

そ し て 、 市 民 会 館 も 体 育 館 と

同 様 に 耐 震 化 し て 使 う 方 が 利

用 し や す い う え 、 複 合 化 案 は

金 額 か ら 見 て も 使 い 勝 手 か ら

見 て も 問 題 が あ る と 書 か れ て

います。  

こ れ は 本 当 な の で す か 。 我 々

市 民 が 判 断 で き る わ か り や す

い 、 複 合 化 費 用 の す べ て 洗 い

ざ ら し に 出 し 、 現 状 の 場 所 で

の 市 民 体 育 館 及 び 市 民 会 館 の

耐 震 工 事 費 と 複 合 化 し た 場 合



の 耐 震 化 工 事 費 の 比 較 を 再

度、提出していただきたい。  

その他、  

〇 駐 車 場 、 駐 輪 場 な ど の 利 便

性の比較  

〇 サ ミ ッ ト の Ｎ Ａ Ｓ 跡 の 利

用。この場合の費用。  

〇 複 合 化 す る 場 合 、 現 体 育 館

付 近 か ら シ ャ ト ル バ ス を 運 用

す る の か 否 か 。 こ の 場 合 費 用

はどの位かかるのか。  

な ど で す 。 他 に も あ れ ば お 伝

えください。  

情 報 が い ま い ち わ か り に く く

ど ち ら が 良 い の か 判 断 が つ き

に く い う え 突 然 上 記 の よ う な

追 加 費 用 が で て き た り し て 、

よ く わ か り ま せ ん 。 整 理 さ れ

た ま と ま っ た 情 報 が 入 っ て こ

な い の が 不 満 で す 。 市 民 の 立

場 に 立 ち わ か り や す く 比 較 し

た 情 報 を 提 出 頂 け る よ う 、 よ

ろ し く お 願 い 致 し ま す 。 な

お 、 私 は 共 産 党 と は 何 の か か

わりもありません。  
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市 民 会 館 と 市 民 体 育 館 を 複 合

化 す る 方 針 が 出 さ れ て い る と

議 員 さ ん か ら 聞 き ま し た 。 こ

れは絶対反対です。  

何点か問題があるからです。  

第 1 は駐車場問題です。市民

会 館 の 駐 車 場 は 現 状 で も 入 れ

な い 時 が 度 々 あ り ま す 。 そ れ

を 確 保 で き る か と い う 事 で

す。  

第 2 は要求の多様化に答えら

れる会場の確保ができるか？  

第 3 は志木のような高齢化が

進 ん で い る 市 で は 、 近 所 で 活

動 で き る 場 所 を 数 多 く つ く っ

てほしいです。  

志 木 ニ ュ ー タ ウ ン の 方 と 宗 岡

と で は 離 れ て い て 、 そ れ ぞ れ

の 地 域 で 活 動 で き る 場 所 を 今

の よ う に 数 多 く つ く る べ き で

す 。 も っ と 市 民 の 声 を 謙 虚 に

聞 き お 年 寄 り に 優 し い 市 政 に



してください。  
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複 合 施 設 整 備 の 基 本 方 針 で

は 、 利 用 し や す い 施 設 の 整 備

と 謳 っ て い ま す が そ の た め に

は 、 市 内 各 地 域 か ら の 交 通 手

段（路線バス・ 1 時間に 1 本

は 必 要 ） の 確 保 が 必 要 で す 。

館 地 域 か ら は 路 線 バ ス が あ り

ま せ ん 。 徒 歩 や 自 転 車 で の 利

用 を 勧 め て い ま す が 、 館 地 域

か ら 徒 歩 で は 、 20 分 か ら 25

分 位 の 距 離 で 歩 い て い く の も

大 変 で す 。 自 転 車 で の 利 用 と

な る と 駐 輪 場 が 心 配 に な り ま

す 。 現 在 の 、 市 民 会 館 の 駐 輪

場は 40～ 50 台のスペースでい

つも満杯で不足しています。  

い ろ は 遊 学 館 ・ 市 民 会 館 ・ 体

育館の 3 つの施設の利用者が

使 う 駐 輪 場 は 、 か な り の 台 数

の 確 保 が 必 要 で す 。 素 案 で

は 、 適 宜 計 画 し ま す と な っ て

い ま す が 、 問 題 は 、 現 状 、 将

来 の 必 要 台 数 を ど う 認 識 し て

い ま す か ？ 明 確 に お 答 え く だ

さい。  

駐 車 場 に つ い て は 、 「 駐 車 場

が現状と同程度（ 80 台）の確

保 」 と な っ て い ま す 。 こ れ で

は 、 圧 倒 的 に 駐 車 場 が 不 足 で

す 。 い ろ は 遊 学 館 ・ 市 民 会

館・体育館の 3 つ大型施設の

利 用 者 が 利 用 す る 駐 車 場 は 、

市 民 会 館 （ 80 台 ） 、 体 育 館

（ 100 台）の合計で 180 台を

確 保 す る 必 要 が あ り ま す 。 駐

輪 場 や 駐 車 場 が 圧 倒 的 に 不 足

し た 施 設 で は 、 使 い 勝 手 が 悪

く 問 題 で す 。 冒 頭 で 利 用 し や

す い と 言 い な が ら 、 ス ポ ー ツ

大 会 や イ ベ ン ト が 重 な る 複 合

施 設 で は 駐 輪 場 や 駐 車 場 が 不

足 し 将 来 に 禍 根 を 残 し ま す 。

駐 車 場 不 足 と も 関 連 し て 周 辺

の 道 路 が 慢 性 的 に 渋 滞 し て 志

木 小 学 校 が あ る 道 路 で 交 通 事

故の発生が心配です。  



現 素 案 で は 、 駐 車 場 不 足 と い

う 大 き な 問 題 を 抱 え て お り 賛

成できません。  
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柏 町 に あ る 武 道 館 は な ぜ 廃 止

な の で す か 。 今 の 市 民 会 館 の

広 さ を 考 え れ ば 、 ど う し て も

駐 車 場 な ど が 狭 く 、 体 育 館 を

移 動 さ せ る と な る と 、 使 い づ

ら く な り ま す 。 会 議 室 も マ ル

イ の 上 と な る と こ れ も 同 じ 。

税 金 を 使 う ん だ か ら 、 市 民 の

使 い や す さ を 一 番 に 考 え て も

ら い た い で す 。 市 民 会 館 と 体

育 館 の 複 合 化 案 に は 反 対 で

す 。 今 あ る も の を 大 事 に 使 っ

ていきましょう。  

柏町に位置する武道館につきま

しては、耐震性能が不足してい

るとともに老朽化も進んでいる

ため、建替え・複合化等の再整

備が必要となっております。  

このことを踏まえ、本計画では

複合施設に武道場機能を備える

ため、近隣に位置する武道館は

廃止し、その機能は、他の公共

施設と集約や複合化を基本とし

た整備手法を検討するとしたと

ころです。  

また、今後、施設の整備を進め

るに当たり、各諸室につきまし

ては、多用途に活用できるよう

設計段階において配慮するとと

も に 、 様 々 な 利 用 に 応 じ た 管

理・運営方法についても詳細な

検討を進め、市民の皆様にとっ

て利用しやすい施設としてまい

ります。  

〇  
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今 年 、 田 子 山 富 士 塚 が 、 国 指

定 に な り 、 今 、 懸 念 さ れ る の

は次のことです。  

現 在 、 田 子 山 富 士 か ら 雄 峰 富

士 山 が ほ ん の 一 部 し か 望 め ま

せ ん 。 新 し い 建 物 に よ り 、 も

っ と 見 え な く な れ ば 、 富 士 塚

の規程の 1 つを失う事となり

ま す 。 願 わ く ば 、 全 富 士 の 姿

を 隠 す こ と な く 建 つ と い う 事

を約束して戴きたし！！  

尚 、 現 在 の 体 育 館 の 位 置 は 、

関 越 自 動 車 道 及 び 浦 所 バ イ パ

ス か ら 最 も 近 く 、 関 東 地 方 の

体 育 系 大 会 会 場 と し て 利 用 さ

れ て 来 て い て 、 駐 車 場 の こ と

は 近 く の 四 小 校 庭 等 に で き 、

生 徒 達 の 移 動 も 少 な く な っ て

い る と 思 わ れ る 。 今 後 、 大 型

バス etc も駐車することが可

能 で 且 つ 道 路 上 の 問 題 な ど 、

交 通 網 の 方 も 考 え て い る の か

令 和 2年 に 国 指 定 重 要 有 形 民 俗

文化財に指定された志木の田子

山富士塚につきましては、本市

の貴重な資源であることから、

施 設 の 再 整 備 に 当 た り ま し て

は、田子山富士塚からの富士山

の眺望について、最大限配慮し

ながら進めてまいります。  

なお、いただいたその他の貴重

なご意見につきましても、今後

の施設整備の参考とさせていた

だきます。  
〇  



気 に な る 。 2 つ の 施 設 を 合 わ

せ 持 つ よ う に 建 築 さ れ る 時 、

高 さ 、 広 さ を 含 め て 、 い ろ ん

な 事 を お 考 え に な る よ う 節 に

要望致します。  

 

80 

運

動

施

設

の

設

置  

市 民 体 育 館 を 残 し て 欲 し か っ

た の で 、 香 川 市 長 に は 投 票 し

ま せ ん で し た 。 以 前 は ス ポ ー

ツ ク ラ ブ に 通 っ て い た の で す

が 、 ひ ざ を 壊 し て し ま い 、 リ

ハ ビ リ 生 活 で 太 っ て し ま い ま

した。  

当 然 、 体 内 環 境 も 悪 く な り 、

中 性 脂 肪 や 血 糖 値 ・ 血 圧 な ど

の 数 値 は 悪 化 。 筋 肉 も 減 り ま

した。  

そ こ で 体 育 館 の 夜 の ダ ン ス

「 Ｄ ｉ ｏ 」 に 通 い 始 め 、 体 重

増 加 も 止 ま り 健 康 状 態 も 上 向

いてきています。  

志 木 ニ ュ ー タ ウ ン の 住 人 に と

っ て は 、 市 役 所 も 市 民 会 館 も

遠 く 電 車 と バ ス を 乗 り 継 い

で 、 交 通 費 が か か る の で 行 く

の が と て も お っ く う で す 。 直

通 バ ス も 本 数 が 少 な く 、 時 間

が合いません。  

柳 瀬 川 駅 か ら 歩 け る と こ ろ

に 、 市 運 営 の 運 動 施 設 は 必 須

で す 。 志 木 ニ ュ ー タ ウ ン の 住

人 も 高 齢 化 が 進 ん で い ま す 。

元 Ｎ Ａ Ｓ を 活 用 と の プ リ ン ト

を 見 ま し た が 、 一 刻 も 早 く 実

現 し て く だ さ い 。 市 民 に 運 動

で 健 康 増 進 の 目 標 が あ る な

ら 、 志 木 市 内 の 端 か ら 端 ま で

歩 い て 行 け る 運 動 施 設 と 魅 力

あ る プ ロ グ ラ ム を た く さ ん 用

意 し て く だ さ い 。 あ と 、 ふ れ

あ い バ ス の 空 席 は も っ た い な

い で す 。 シ ャ ト ル バ ス に 替 え

て は ？ と こ ろ で 、 現 市 民 体 育

館 の 建 物 は ？ 壊 す な ら 跡 地

は ？ ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 誘 致

を！  

 

民 間 施 設 の 活 用 に つ き ま し て

は、公共施設マネジメントを推

進するうえで、有効な手段の１

方策と捉えており、柳瀬川駅前

の民間ビルにつきましても活用

の可能性について今後、探って

まいります。  

コロナ禍により失われた市民の

皆さまの元気を取り戻すために

も、気軽に利用できる体力づく

りや生きがいづくりの場は必要

であると考えておりますので、

ビル所有者や運営に携わる民間

事業者の参入の意向も確認して

まいります。  

なお、いただいたその他のご意

見につきましても、今後の施設

整備の参考とさせていただきま

す。  

〇  



81 

運

動

施

設

の

設

置  

・ 税 金 を 納 め て い る の に 、 公

共 施 設 が 利 用 で き な く な る の

は不公平。  

 体 育 館 に は こ だ わ ら な い

が 、 近 く の 住 民 に 合 っ た 何 ら

か の 公 的 施 設 を つ く っ て ほ し

い。  

・ 40 数年前、志木ニュータウ

ン を 建 て た 鹿 島 建 設 が 体 育 館

を 作 っ て く れ た と い う 噂 を 聞

いています。  

・約 1 万人の住民がこれまで

た く さ ん 納 税 し て き た の に 、

何 も 還 元 が な い 状 況 。 そ れ に

加 え て 公 共 施 設 も 取 り 上 げ ら

れ る 。 高 齢 化 し 移 動 が 難 し く

な る 者 が 多 い の に 、 遠 い と こ

ろ に 公 共 施 設 を 集 中 し て 作 ら

れるのは、納得できない。  

・ 志 木 ニ ュ ー タ ウ ン の 住 民 も

高 齢 化 し 、 世 代 交 代 の 時 期 が

来 て い る の で 、 若 い 世 代 が 住

み た い と 思 え る よ う な 、 施 設

を 作 ら な い と 、 ゴ ー ス ト タ ウ

ン 化 し て し ま い 、 志 木 市 民 も

減ってしまう懸念がある。  

・ 市 民 会 館 の 駐 車 場 も 不 足 し

て い る の に 、 体 育 館 ま で 同 じ

場 所 に 作 っ て し ま う と 、 駐 車

場問題はどうするのか疑問。  

 駅 か ら も 遠 く 交 通 の 便 が 悪

い の に 、 駐 車 場 不 足 は 致 命

的 。 志 木 ニ ュ ー タ ウ ン の 住 民

が 利 用 す る に は 車 じ ゃ な い と

い け ま せ ん 。 と い う か 、 若 い

世 代 は ま だ い い が 高 齢 化 で 免

許 返 納 者 が 多 い の に 、 ど う や

って利用するのか？  

・ 立 地 は 重 要 。 利 用 し や す い

場 所 に よ い 施 設 を 作 る な ど 、

住 民 が 増 え る よ う な 、 喜 ぶ よ

う な 効 果 的 な こ と を 考 え て ほ

しい。  
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2018 年に志木市に転入してき

ました。  

当 時 は 駅 前 に Ｎ Ａ Ｓ が あ っ た

こ と 、 徒 歩 圏 内 に 市 民 体 育 館

(トレーニング施設）があった

こ と が 歳 を と っ て も 健 康 維 持

し て い け る 環 境 だ と 思 い 決 め

手となりました。  

な の で 今 回 の 体 育 館 移 転 に は

騙された感 (勝手に思っている

だ け で す が ） が あ り 残 念 で

す。  

移 転 し た ら 、 通 う こ と は な い

で す 。 続 け る に は 気 軽 さ が 大

事です。  

もっと通いやすい (志木駅前な

ど）の民間ジムや､都内職場近

くなどにすると思います。  

志木 NT は高齢者率が高く、い

ず れ 自 分 も 高 齢 者 に な っ た と

き 健 康 で い ら れ る た め 通 い や

す い 運 動 施 設 が あ る こ と は 重

要です。  

特 に こ れ か ら 転 入 を 検 討 す る

小 中 学 生 を 持 つ 若 い 保 護 者 世

代にとって､スポーツ施設への

交 通 負 担 は 大 き な 課 題 だ と 思

われます。  

市長選の際､駅前にいらした香

川 市 長 に 直 接 お 伺 い さ せ て い

た だ き ま し た 中 で 、 駅 前 ビ ル

を市の施設として検討中 (予算

に も よ る ） と 前 向 き な お 話 し

をお聞きしました。  

 

 

 

 

 

体 育 館 移 転 は 残 念 で す が 、 移

転 し な け れ ば い け な い こ と も

理解しています。  

早急に (予算内で）移転を迫ら

せ る 地 域 へ の 代 替 え 案 を 出 す

こ と で 、 多 く の 理 解 を 得 ら れ

るのではないかと思います。  

な か な か 全 員 の 希 望 ど お り に

は い か な い し 、 ご 苦 労 も 多 い



こ と と 思 い ま す が 志 木 市 の さ

ま ざ ま な 取 り 組 み に は 感 謝 し

ています。  
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老 朽 化 が 進 行 し 再 整 備 を 行 わ

な け れ ば な ら な い の は 理 解 で

き ま す 。 柳 瀬 川 周 辺 は ジ ム 施

設 が な く 、 週 三 で 体 育 館 を 利

用 さ せ て 頂 い て い る 現 状 を 考

え る と 元 Ｎ Ａ Ｓ の 施 設 を 借 り

上 げ る な ど の 案 は い か が で し

ょ う か 。 御 検 討 の 程 宜 し く お

願い致します。  
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Ｐ 11  志 木 市 都 市 計 画 マ ス タ

ー プ ラ ン で は 、 「 生 活 拠 点 界

隈 」 と い う 概 念 が 紹 介 さ れ て

い ま す 。 今 回 の 素 案 が 決 定 さ

れ る と 、 館 地 区 に あ る 現 市 民

体育館が令和 8 年度以降に解

体 さ れ る こ と か ら 、 館 地 区 の

生 活 拠 点 界 隈 か ら 最 も 大 き な

公 共 公 益 施 設 が 消 滅 す る と い

う こ と に な る と 思 い ま す が 、

こ の 認 識 を 市 も 持 た れ て い る

と 思 い ま す 。 そ れ へ の 対 応 は

ど の よ う に お 考 え で し ょ う

か 。 す で に 市 民 説 明 会 な ど で

今 後 検 討 す る と の 回 答 を さ れ

て い る の は 承 知 し て お り ま す

が 、 「 今 後 」 で は な く 、 具 体

的 に 示 す べ き 段 階 に き て い る

と 思 い ま す が い か が で し ょ う

か。  
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基本計画（素案）以外のこと  

素 案 で は 、 館 地 区 に あ る 現 在

の 市 民 体 育 館 が な く な る こ と

に つ い て の そ の 後 の 手 当 の 記

述 が あ り ま せ ん 。 素 案 と は 別

課 題 で あ る と の ご 認 識 で あ ろ

う と 思 い ま す 。 こ れ ま で の 町

内 会 長 説 明 会 、 市 民 説 明 会 な

ど で 本 件 の 質 問 に 市 は 、 市 民

検 討 委 員 会 の メ ン バ ー に 館 ・

幸 町 の 方 も 加 わ っ て い る の で

意 見 を 聞 き な が ら 進 め る と あ

いただいた貴重なご意見につき

ましては、今後の施設整備の参

考とさせていただきます。  

△  



っ た が 、 少 な く と も 今 回 の 素

案 に は 反 映 さ れ て お り ま せ

ん 。 市 民 体 育 館 が 撤 去 さ れ る

ま で に ま だ し ば ら く 時 間 が あ

る の で 、 引 き 続 き 検 討 し て い

た だ き た い と お も い ま す 。 市

役 所 の 中 に こ の 検 討 を 行 う 新

た な チ ー ム を 立 ち 上 げ 、 複 合

化 施 設 推 進 の 片 手 間 で は な

く 、 特 化 し た マ ン パ ワ ー を 投

入 す る こ と を 真 剣 に お 願 い し

たいと考えます。  

 

  



 

「志木市における公立保育園の在り方に関する方針の素案」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和３年９月 27 日（月）から令和３年 10 月 26 日（火）まで  

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、保育課、柳瀬川駅前出張所、  

志木市役所出張所（仮設）、いろは遊学館、  

宗岡公民館（秋ケ瀬スポーツセンター内）、宗岡第二公民館、  

柳瀬川図書館、いろは遊学図書館、総合福祉センター、  

市民会館、市民体育館、健康増進センター  

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

８人  １人  22 件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

No.  公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

1 
全

般  

趣 旨 と は そ れ ま す が 説 明

会 を 対 面 の み で は な く

て 、 同 時 に ｗ ｅ ｂ 開 催

（ 録 画 あ り ） も 対 応 し て

頂きたかったです。  

密 を 避 け る 点 、 子 供 が い

る 家 庭 に と っ て は 遅 い 時

間 で あ る こ と を 考 え る と

説 明 会 、 意 見 交 換 会 を 対

面 開 催 の み と い う 点 は 今

後 是 非 改 善 し て い た だ き

たいです。  

本 来 で あ れ ば 、 ど な た で も ご 参 加

い た だ け る 説 明 会 を 開 催 し 、 質 疑

応 答 な ど も 含 め た 内 容 で の 進 行 を

考 え て お り ま し た が 、 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か

ら 、 １ 世 帯 あ た り １ 名 と 参 加 者 を

限 定 し 、 事 前 に ご 質 問 を い た だ き

回 答 す る 形 を 取 ら せ て い た だ き ま

した。  

い た だ い た ご 意 見 に つ き ま し て

は 、 コ ロ ナ 禍 に お け る 新 た な 手 法

と し て 、 今 後 、 検 討 し て ま い り ま

す。  

△  

2 
全

般  

質 問 書 に 対 す る 回 答 で 公

立 保 育 園 の 保 育 士 の 退 職

が 増 え て い る 、 と 拝 見 し

ました。  

私 立 保 育 園 も 含 め た 保 育

公 立 保 育 園 は 、 今 後 ま す ま す そ の

機 能 と 役 割 を 充 実 さ せ る べ き 重 要

な施設であると考えております。  

 北 美 保 育 園 が 新 園 舎 で 新 た に 再

開 園 し た 際 に は 、 公 立 保 育 園 が

〇  



の 質 向 上 の た め に 職 務 内

容 が 変 わ る こ と は 理 解 出

来 ま す が 、 現 在 の 職 務 内

容 と の ギ ャ ッ プ に 戸 惑 わ

れ る 方 が い る の か と 推 測

されます。  

全 て の 人 が 納 得 出 来 る 方

針 転 換 は 難 し い で し ょ う

が 、 今 ま で 保 育 の 現 場 で

ご 尽 力 頂 い た 保 育 士 の

方 々 の 気 持 ち も 汲 み 取 っ

て 大 切 に し て 頂 き た い で

す。  

「 モ デ ル 園 的 機 能 」 と 「 保 育 の 総

合 調 整 機 能 」 の ２ つ の 機 能 と 役 割

を 果 た せ る よ う に 体 制 整 備 を 進

め 、 公 立 保 育 園 が 市 内 す べ て の 保

育 施 設 の 保 育 の 質 を 支 え る よ う 努

めてまいります。  

 ま た 、 本 市 で は 、 民 間 保 育 施 設

に 勤 務 す る 保 育 士 へ の 手 当 の 支 給

事 業 を は じ め 、 保 育 士 の 家 賃 を 補

助 す る 事 業 な ど も 実 施 し 、 民 間 保

育 施 設 の 運 営 主 体 に よ る 保 育 士 確

保策を支援しております。  

 今 後 も 、 保 育 士 の 離 職 防 止 と 確

保 に 努 め る と と も に 、 各 保 育 施 設

の 職 員 が 働 き や す い 環 境 づ く り に

努 め て い く 必 要 が あ る と 考 え て お

ります。  

 

3 
全

般  

子 供 が の び の び と 遊 べ る

空 間 作 り が も っ と 欲 し

い。  

令 和 ９ 年 度 に 北 美 保 育 園 が 再 開 園

す る 際 に は 、 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

も併設する予定です。  

子 育 て 支 援 セ ン タ ー は 、 乳 幼 児 及

び そ の 保 護 者 が 気 軽 に 立 ち 寄 り 、

相 互 の 交 流 を 行 う 場 所 で 、 自 由 に

遊 べ る 場 で あ る 「 あ そ び の 広 場 」

の 開 放 や 、 子 育 て に 関 す る 相 談 や

情 報 提 供 な ど を 行 っ て い る ほ か 、

子 育 て に 関 連 し た 様 々 な 事 業 を 行

っています。  

ま た 、 北 美 保 育 園 は 、 公 立 保 育 園

の 中 で も 最 も 大 き な 園 庭 を も つ 施

設 で あ る た め 、 子 育 て 支 援 セ ン タ

ー に 遊 び に 来 た 方 々 に 園 庭 を 開 放

す る 事 業 も 行 う 予 定 に し て お り ま

す。  

 

〇  

4 
全

般  

規 制 緩 和 で 保 育 園 の 入 園

児 を 増 や し 、 待 機 児 を な

く せ ば 良 い と い う 問 題 で

はないと思います。  

保 育 は 人 間 性 も か か わ り

ます。  

ど の よ う な 思 い で 子 ど も

た ち と 向 き あ い 親 た ち の

生 活 背 景 を 見 つ め 、 目 の

前 の 子 ど も 達 に 接 し て い

く大変な仕事です。  

こ れ ま で 、 本 市 で は 待 機 児 童 の 解

消 を 目 指 し 、 民 間 の 保 育 施 設 の 整

備 を 積 極 的 に 進 め て ま い り ま し

た。  

現 在 、 様 々 な 運 営 主 体 に よ り 市 内

の 保 育 事 業 が 展 開 さ れ て い ま す

が 、 保 育 を 必 要 と す る 児 童 が ど の

保 育 施 設 に 入 所 し て も 、 適 切 な 保

育 と 保 護 者 へ の 支 援 が 確 実 に 行 わ

れ る よ う 、 市 と し て 保 育 の 質 の 維

持 ・ 向 上 に 向 け た 役 割 を 果 た す こ

〇  



金 銭 だ け の 問 題 で は あ り

ません。  

将 来 を 見 す え た 子 ど も た

ち の た め に 志 木 市 が 取 り

組 ん で 下 さ る こ と を 望 み

ます。  

と が で き る 仕 組 み を 整 え る こ と が

こ れ ま で 以 上 に 重 要 に な っ て い ま

す。  

そ の た め 、 今 後 、 公 立 保 育 園 は 、

「 モ デ ル 園 的 機 能 」 と 「 保 育 の 総

合 調 整 機 能 」 の ２ つ の 機 能 と 役 割

を 担 う 必 要 が あ る と 考 え て お り ま

す。  

「 モ デ ル 園 的 機 能 」 は 、 民 間 保 育

施 設 の モ デ ル と な る 保 育 を 行 う 機

能 で 、 主 な 内 容 と し て は 、 国 の 保

育 所 保 育 指 針 や 感 染 症 対 策 ガ イ ド

ラ イ ン 等 を 踏 ま え た 適 切 な 保 育 の

実 施 や 障 が い 児 保 育 、 病 児 保 育 、

医 療 的 ケ ア 児 な ど 民 間 保 育 施 設 で

は 比 較 的 実 施 が 難 し い 保 育 の 積 極

的 な 実 施 、 養 育 に 課 題 を 抱 え る 家

庭 や 虐 待 の お そ れ の あ る 家 庭 等 の

積 極 的 な 受 入 や 支 援 及 び 民 間 保 育

施 設 に お け る 対 応 の 側 面 的 サ ポ ―

ト の 実 施 、 在 宅 子 育 て 世 帯 へ の 支

援 の 先 駆 的 な 事 業 や 市 独 自 の 保 育

事業の実施などが挙げられます。  

ま た 、 「 保 育 の 総 合 調 整 機 能 」 に

つ い て は 、 市 内 の す べ て の 保 育 施

設 で 適 切 な 保 育 が 実 施 で き る よ

う 、 民 間 保 育 施 設 に 対 す る 巡 回 支

援 を 行 っ た り 、 保 育 施 設 の 保 育 の

質 の 向 上 の た め の 会 議 や 研 修 の 企

画 、 障 が い 児 保 育 に 関 す る 保 育 施

設 間 の 知 見 共 有 の た め の 会 議 、 研

修 の 企 画 や 実 施 な ど の ほ か 、 例 え

ば 、 待 機 児 童 が 多 い 年 齢 枠 に つ い

て 、 公 立 保 育 園 で 一 時 的 に 定 員 枠

の 拡 大 を 図 る な ど 、 市 内 の 保 育 施

設 全 体 の 保 育 の 質 の 維 持 ・ 向 上 と

待 機 児 童 解 消 に 向 け た 保 育 の 調 整

機 能 を 果 た す こ と な ど が 挙 げ ら れ

ます。  

以 上 の こ と を 踏 ま え 、 安 心 し て 子

育 て が で き る ま ち づ く り を 目 指 し

てまいります。  

 

5 
全

般  

結 論 と し て 、 現 在 の ３ つ

の 公 立 保 育 園 は 堅 持 す る

こと。  

(1)公立保育園と民間保育

園の違いについて  

こ れ ま で 、 本 市 で は 、 待 機 児 童 の

解 消 を 目 指 し 、 民 間 の 保 育 施 設 の

整 備 を 積 極 的 に 進 め て き た 結 果 、

平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ 日 現 在 、 １ ０ ４

人 で あ っ た 待 機 児 童 数 は 、 令 和 ３

〇  



現 在 の 国 基 準 の 保 育 士 の

配 置 は 実 態 に 合 わ ず 、 公

立 で は 加 配 を し て 、 子 供

達 の 安 全 と 保 育 士 の 負 担

を軽減しています。  

し か し 、 民 間 で は 独 自 の

予 算 で 対 応 す る こ と は む

ず か し く 、 厳 し い 環 境 の

中 で の 保 育 に な る と 思 い

ます。  

こ の 解 決 の た め に は 、 国

の 基 準 の 見 直 し と 国 の 支

援 が な け れ ば 民 間 の 経 営

は大変です。  

公 立 を 減 ら し 、 民 間 に 依

存 す る こ と は 間 違 い で

す。  

(2)民間では園庭の確保も

不十分です。  

毎 日 、 小 さ な 子 供 達 の 手

を つ な ぎ 、 公 園 に つ れ て

いく姿を見ます。  

保 育 士 の 負 担 は 非 常 に 重

い と 思 い ま す 。 園 庭 が あ

る 公 立 保 育 園 は き ち ん と

堅持すべきです。  

(3)障害児保育、病児保育

が 増 々 増 え て い く と 思 い

ます。  

 必 要 な 人 材 を き ち ん と

配 置 し て 、 実 施 で き る の

は 公 立 保 育 園 だ と 思 い ま

す。  

 志 木 市 は 財 政 負 担 が 大

き い の で 公 立 を 縮 小 す る

方 針 で す が 、 公 立 で 存 続

す る 意 義 は 、 安 心 、 安 全

の 保 育 を 保 障 す る こ と で

す。  

 子 供 達 の た め に も 、 保

育 士 の た め に も 、 現 在 の

３ つ の 保 育 園 は 公 立 と し

て堅持すべきです。  

年 ４ 月 １ 日 現 在 で は 、 １ ２ 人 と 大

幅に減少しています。  

ま た 、 本 市 の 就 学 前 人 口 に つ い て

は 、 平 成 ３ ０ 年 を ピ ー ク に 減 少 し

て お り 、 今 後 も 概 ね 減 少 し て い く

ことが推計されています。  

そ の た め 、 今 後 は 、 保 育 需 要 と 供

給 の バ ラ ン ス を し っ か り と 見 極 め

な が ら 、 多 様 化 す る 保 育 ニ ー ズ に

対 応 で き る 、 保 育 施 設 の 適 正 配 置

に努める必要があります。  

加 え て 、 令 和 元 年 １ ０ 月 か ら 開 始

さ れ た 国 の 「 幼 児 教 育 ・ 保 育 の 無

償 化 事 業 」 に お い て は 、 民 間 保 育

施設の運営に要する経費は、国１ /

２ ・ 県 １ /４ ・ 市 １ /４ と い う 負 担

割 合 と な り 、 公 立 保 育 園 に つ い て

は 全 額 市 負 担 と な っ て い る こ と か

ら 、 今 後 の 公 立 保 育 園 の 運 営 を 考

え る に あ た っ て は 、 市 財 政 へ の 影

響 も 十 分 に 考 慮 し な け れ ば な ら な

い状況にあります。  

そ の ほ か 、 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 現

在 、 市 内 に は 保 育 施 設 が ３ ６ 施 設

あ り 、 様 々 な 運 営 主 体 に よ り 保 育

サ ー ビ ス が 提 供 さ れ て い る 現 状 か

ら 、 市 内 す べ て の 保 育 施 設 の 保 育

の 質 の 維 持 ・ 向 上 と 発 達 に 課 題 を

抱 え た 児 童 や 医 療 的 ケ ア を 必 要 と

す る 児 童 の 受 入 れ な ど 、 多 様 化 し

て い る 保 育 ニ ー ズ に 迅 速 か つ 適 切

に 対 応 で き る 体 制 整 備 も 喫 緊 の 課

題 で あ り 、 こ れ ら の 課 題 解 決 の た

め に は 、 ま ず 、 公 立 保 育 園 が 、 民

間 保 育 施 設 に 先 駆 け 、 多 様 化 し て

い る 保 育 ニ ー ズ へ の 対 応 策 を 実 施

す る と い う 「 モ デ ル 園 的 機 能 」

と 、 公 立 保 育 園 の 保 育 士 が 民 間 保

育 施 設 の 巡 回 支 援 な ど を 行 う こ と

で 、 民 間 保 育 施 設 を き め 細 か に サ

ポ ー ト し 、 市 全 体 の 保 育 の 質 の 維

持 ・ 向 上 を 図 る 「 保 育 の 総 合 調 整

機 能 」 の ２ つ の 機 能 ・ 役 割 を 果 た

す必要があります。  

以 上 の こ と か ら 、 公 立 保 育 園 を 集

約 化 し 、 適 正 な 園 数 に す る こ と で

人 材 確 保 と 持 続 可 能 な 財 政 基 盤 を

構 築 し 、 「 モ デ ル 園 的 機 能 」 と



「 保 育 の 総 合 調 整 機 能 」 の ２ つ の

機 能 と 役 割 を 併 せ 持 つ 公 立 保 育 園

を 実 現 し 、 新 た な 子 育 て 支 援 策 と

保 育 体 制 の 強 化 ・ 充 実 を 目 指 し て

まいります。  
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保 育 園 で の 「 ひ ま わ り 保

育 対 策 事 業 」 、 「 医 療 的

ケ ア 児 及 び そ の 家 族 に 対

す る 支 援 」 を し て い く 事

は 、 入 園 さ せ れ ば 事 足 り

る訳ではありません。  

保 育 園 は 、 ０ 歳 ～ ６ 歳 の

就 学 前 の 児 童 が 個 々 の 特

性 を 、 各 家 庭 の 環 境 の も

と に 育 ち な が ら 、 集 団 生

活 の 中 で 、 個 性 を 発 揮

し 、 他 児 と 交 流 し な が ら

の び の び 育 て て い く こ と

で 人 と し て の 基 本 が 培 わ

れていくところです。  

保 育 施 設 は 、 全 て の 子 ど も が 、

日 々 の 生 活 や 遊 び を 通 し て 、 と も

に育ちあう施設です。  

そ の た め 、 一 人 ひ と り の 児 童 が 安

心 し て 生 活 で き る 保 育 環 境 と な る

よ う 、 発 達 上 の 課 題 な ど 、 様 々 な

状 況 に 応 じ て 適 切 に 配 慮 す る 必 要

があります。  

こ の よ う な 環 境 に お い て 、 児 童 が

と も に 過 ご す 経 験 が 、 将 来 的 に 障

が い の 有 無 等 に よ っ て 分 け 隔 て ら

れ る こ と な く 、 相 互 に 人 格 と 個 性

を 尊 重 し 合 い な が ら 共 生 す る 社 会

の基盤となると考えております。  

今 後 に お き ま し て も 、 国 の 保 育 所

保 育 指 針 や 感 染 症 対 策 ガ イ ド ラ イ

ン 等 を 踏 ま え た 適 切 な 保 育 の 実 施

や 障 が い 児 保 育 、 病 児 保 育 、 医 療

的 ケ ア 児 な ど 民 間 保 育 施 設 で は 比

較 的 実 施 が 難 し い 保 育 の 積 極 的 な

実 施 、 養 育 に 課 題 を 抱 え る 家 庭 や

虐 待 の お そ れ の あ る 家 庭 等 の 積 極

的 な 受 入 や 支 援 及 び 民 間 保 育 施 設

に お け る 対 応 の 側 面 的 サ ポ ― ト に

努めてまいります。  

 

〇  
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公 立 保 育 園 に 勤 務 し て い

る 方 で 、 市 の 正 規 職 員 の

方 は 何 名 い ら っ し ゃ る の

でしょうか。  

仕 事 内 容 と し て は 、 正 規

も 非 正 規 も ほ ぼ 同 じ だ と

思 い ま す 。 民 間 の 保 育 士

に つ い て は 書 か れ て い ま

し た が 、 公 立 の 非 正 規 の

保 育 士 の 方 も 少 し は 優 遇

さ れ て い る の で し ょ う

か。  

令 和 ３ 年 １ ０ 月 現 在 、 公 立 保 育 園

３ 園 に ４ １ 名 の 正 規 職 員 が 配 属 さ

れております。  

公 立 保 育 園 に 勤 務 す る 非 常 勤 職 員

（ 会 計 年 度 任 用 職 員 ） に お き ま し

て も 、 令 和 ２ 年 度 よ り 新 た に 「 会

計 年 度 任 用 職 員 制 度 」 を 創 設 し 、

そ の 採 用 方 法 や 任 期 等 を 明 確 化 す

る と と も に 、 経 験 年 数 に 応 じ た 報

酬 額 の 設 定 や 期 末 手 当 等 の 諸 手 当

の 支 給 、 厚 生 年 金 保 険 や 健 康 保 険

の適用など行っております。  

〇  
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公 立 の 保 育 園 が 率 先 し て

リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮

し 、 保 育 だ け で な く 、 子

育 て 全 般 を 包 括 的 に み て

い こ う と い う 方 針 は 大 い

に賛成です。  

そ の 際 に 、 公 立 保 育 園 の

統 廃 合 に よ り 、 新 た な 受

け 皿 と な る 施 設 と し て 、

民 間 保 育 園 が 担 う と い う

こ と が お お い に あ る と 思

います。  

そ こ で 、 そ の 民 間 施 設

が 、 本 来 公 立 保 育 園 が や

る べ き こ と を 担 う 点 に お

い て い く つ か 危 惧 が あ り

ます。  

 

【 や る べ き 事 業 内 容 の 明

示】  

公 立 の 保 育 園 が モ デ ル 園

的 機 能 を 有 す る 保 育 所 で

あ る な ら ば 、 「 子 ど も の

主 体 的 な 保 育 」 の 在 り 方

は も ち ろ ん の こ と 、 「 ２

０ 年 後 の 子 供 た ち の 世 界

を 視 座 に お い て 、 い ま な

す べ き こ と 」 を 目 指 さ れ

ていくことと思います。  

そ の 理 想 の 姿 を 、 し っ か

り と 委 託 先 の 民 間 保 育 園

へ 示 し 、 保 育 内 容 ま で も

し っ か り と 把 握 さ れ て か

ら委託してほしいです。  

Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ が 提 言 す る Ｅ ｄ

ｕ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ２ ０ ３ ０

な ど の 教 育 目 標 や 、 Ｓ Ｄ

Ｇ Ｓ な ど の 高 い 視 座 か ら

く る 保 育 方 針 、 イ ン ク ル

ー シ ブ な 保 育 環 境 （ 特

に 、 発 達 特 性 の あ る 児 童

へ の 配 慮 と 、 肢 体 不 自 由

を 抱 え る 児 童 へ の 配 慮 ）

へ の 具 体 的 取 り 組 （ 人 数

設 定 な ど の Ｋ Ｐ Ｉ を 具 体

的 に 示 す ） 、 子 ど も 主 体

へ の 保 育 へ の 具 体 的 な 取

り 組 み （ 例  コ ー ナ ー

現 在 、 様 々 な 運 営 主 体 に よ り 市 内

の 保 育 事 業 が 展 開 さ れ て い ま す

が 、 保 育 を 必 要 と す る 児 童 が ど の

保 育 施 設 に 入 所 し て も 、 適 切 な 保

育 と 保 護 者 へ の 支 援 が 確 実 に 行 わ

れ る よ う 、 市 と し て 保 育 の 質 の 維

持 ・ 向 上 に 向 け た 役 割 を 果 た す こ

と が で き る 仕 組 み を 整 え る こ と が

こ れ ま で 以 上 に 重 要 に な っ て い ま

す。  

「 モ デ ル 園 的 機 能 」 は 、 民 間 保 育

施 設 の モ デ ル と な る 保 育 を 行 う 機

能となります。  

主 な 内 容 と し て は 、 国 の 保 育 所 保

育 指 針 や 感 染 症 対 策 ガ イ ド ラ イ ン

等 を 踏 ま え た 適 切 な 保 育 の 実 施 や

障 が い 児 保 育 、 病 児 保 育 、 医 療 的

ケ ア 児 な ど 民 間 保 育 施 設 で は 比 較

的 実 施 が 難 し い 保 育 の 積 極 的 な 実

施 、 養 育 に 課 題 を 抱 え る 家 庭 や 虐

待 の お そ れ の あ る 家 庭 等 の 積 極 的

な 受 入 や 支 援 及 び 民 間 保 育 施 設 に

お け る 対 応 の 側 面 的 サ ポ ― ト の 実

施 、 在 宅 子 育 て 世 帯 へ の 支 援 の 先

駆 的 な 事 業 や 市 独 自 の 保 育 事 業 の

実施などが挙げられます。  

公 立 保 育 園 が こ の 機 能 と 役 割 を 果

た す た め に は 、 こ れ ま で 以 上 に 保

育 経 験 が 豊 富 で 市 の 子 育 て 施 策 を

熟 知 し た 市 職 員 で あ る 保 育 士 が 必

要 不 可 欠 で あ る と 考 え て お り 、 今

後 、 さ ら な る 育 成 を 図 る た め 、 計

画 的 な 研 修 を 行 う と と も に 、 民 間

保 育 施 設 が 持 つ 個 々 の 強 み や ノ ウ

ハ ウ な ど も 共 有 し つ つ 、 こ れ ま で

以 上 に 公 立 保 育 園 と 民 間 保 育 施 設

と の 緊 密 な 連 携 体 制 を 図 り 、 新 た

な 子 育 て 支 援 策 と 保 育 体 制 の 強

化 ・ 充 実 を 目 指 し て ま い り た い と

考えております。  

〇  



（ ゾ ー ン ） 保 育 、 子 ど も

の 時 間 軸 に 合 わ せ た 子 ど

も 主 体 の 保 育 、 ド キ ュ メ

ン テ ー シ ョ ン な ど 今 大 切

と い わ れ て い る 保 育 の 取

り 組 み な ど ） 、 地 域 と つ

な が る 具 体 的 な 取 り 組

み 、 保 育 士 が 「 教 育 者 」

で あ る こ と も 自 覚 し 、

「 人 」 と し て 成 長 で き る

か ど う か を ベ ー ス に し た

法 人 の 職 員 へ の 教 育 姿 勢

など。  

こ の よ う な 高 い 視 座 を 持

っ た 法 人 に ぜ ひ 委 託 を お

願いしたい。  
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【委託料、補助金など】  

本 来 、 公 立 で 賄 わ な け れ

ば な ら な い 機 能 を 民 間 で

行 う で あ る の で あ れ ば 、

十 分 な 補 助 資 金 を 保 証 し

ていただきたい。  

障 害 児 保 育 、 と く に 医 療

的 ケ ア の 子 ど も も 通 う こ

と が で き る 環 境 整 備 、 病

児 保 育 な ど は 、 資 金 を 年

度 毎 の 後 払 い で は な く 、

概 算 予 算 と し て 、 毎 月 の

支 払 い な ど 、 費 用 負 担 の

面 で 民 間 が 不 利 に な る 条

件 で の 委 託 は 、 保 育 の 質

を 保 証 で き な く な る 恐 れ

があります。  

民 間 の 自 助 努 力 に 任 せ る

の で は な く 、 自 治 体 と し

て バ ッ ク ア ッ プ す る か ら

安 心 し て ト ラ イ く だ さ い

と い う 環 境 が 必 要 な の で

はないかと思います。  

 

今 後 も 、 国 や 県 か ら の 情 報 等 も 注

視 し つ つ 、 民 間 保 育 施 設 の ニ ー ズ

に 応 じ た 効 果 的 な 補 助 金 の 確 保 と

交付に努めてまいります。  

〇  
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志 木 市 の 就 学 前 人 口 が 平

成 ３ ０ 年 度 を ピ ー ク に 減

少 し 、 今 後 も 減 少 と い う

推計でした。  

若 い 世 代 は 、 我 が 子 が 環

境 の よ い 所 で 育 ち 、 （ 保

育 園 の 充 実 し た 市 、 自 然

環 境 も 良 い 、 公 園 な ど も

整 っ て い る 。 ） 働 く 場 合

は 、 保 育 園 も 整 っ て い る

等 、 い ろ い ろ 調 べ て 移 り

住みます。  

志 木 市 が “ 子 ど も を 産

み 、 育 て や す い 町 づ く

り ” す る こ と が 、 若 い 世

代 を こ の 町 に 住 み 続 け ら

れ る 条 件 と な り 、 町 の に

ぎ わ い も 作 り 出 す こ と に

なります。  

公 立 保 育 園 が 志 木 市 全 体

の 子 育 て に 責 任 を 持 っ

て 、 行 政 の 一 端 を 担 う の

は と て も 大 事 な こ と で

す。  

素 案 に 「 モ デ ル 園 機

能 」 、 「 保 育 の 総 合 調 整

機 能 」 を 併 せ も つ 保 育 園

は 並 大 抵 で は で き ま せ

ん。  

人 を 育 て る 保 育 園 で 働 く

保 育 士 の 人 間 性 と 保 育 す

る 力 量 が こ れ 程 求 め ら れ

る時代はないでしょう。  

 

こ れ ま で に お い て 、 本 市 で は 待 機

児 童 の 解 消 を 目 指 し 、 民 間 の 保 育

施 設 の 整 備 を 積 極 的 に 進 め て ま い

りました。  

現 在 、 様 々 な 運 営 主 体 に よ り 市 内

の 保 育 事 業 が 展 開 さ れ て い ま す

が 、 保 育 を 必 要 と す る 児 童 が ど の

保 育 施 設 に 入 所 し て も 、 適 切 な 保

育 と 保 護 者 へ の 支 援 が 確 実 に 行 わ

れ る よ う 、 市 と し て 保 育 の 質 の 維

持 ・ 向 上 に 向 け た 役 割 を 果 た す こ

と が で き る 仕 組 み を 整 え る こ と が

こ れ ま で 以 上 に 重 要 に な っ て い ま

す。  

そ の た め に は 、 市 職 員 保 育 士 の さ

ら な る 育 成 が 必 要 で あ る た め 、 保

育 士 の 質 の 向 上 を 図 る た め の 計 画

的 な 研 修 を 行 う と と も に 、 市 職 員

保 育 士 を 公 立 保 育 園 の ほ か 、 市 の

子 育 て 施 策 に 関 係 す る 所 属 に 配 属

す る こ と で 、 公 立 保 育 園 と 各 関 係

所 属 と の 緊 密 な 連 携 体 制 の 強 化 を

図ってまいります。  

〇  
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少 子 化 傾 向 も あ る な か 、

各 家 庭 の 子 育 て を め ぐ る

さ ま ざ ま な 問 題 と 向 き あ

い 、 両 親 達 と の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン （ 素 案 か ら

の ） 他 の 民 間 保 育 園 等 と

の 研 修 や 交 流 、 子 育 て 支

援 策 、 保 育 体 制 強 化 の 充

実 を め ざ す と あ り ま す か

ら 、 保 育 士 の 心 構 え と 行

動や実績が必要です。  

素 案 の 文 面 が 立 派 で も 、

そ れ を 保 障 で き る 保 育 士

職 員 が 求 め ら れ て い る 様

今 後 は 、 公 立 保 育 園 が 「 モ デ ル 園

的 機 能 」 と 「 保 育 の 総 合 調 整 機

能 」 の ２ つ の 機 能 と 役 割 を 果 た

し 、 市 内 の す べ て の 保 育 施 設 の 保

育 の 質 を 支 え 、 本 市 の 児 童 全 体 の

育 ち を 見 守 る 体 制 を 整 備 し て い き

ます。  

そ の た め に は 、 市 職 員 保 育 士 の さ

ら な る 育 成 が 必 要 不 可 欠 で あ る た

め 、 保 育 士 の 質 の 向 上 を 図 る た め

の 計 画 的 な 研 修 等 を 行 っ て ま い り

ます。  

〇  



役

割  

に思います。  
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公 立 保 育 園 を 減 ら す と 、

私 立 の 割 合 が 増 え ま す

が 、 公 立 を モ デ ル 園 と す

る な ら 、 私 立 保 育 園 へ の

指 導 も 行 っ て い た だ き た

いです。  

強 制 力 が あ る 事 が 望 ま し

いです。  

子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 の 規 定 に 基

づ き 、 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 （ 保 育

所 ・ 認 定 こ ど も 園 ・ 幼 稚 園 ） 及 び

特 定 地 域 型 保 育 事 業 （ 小 規 模 保 育

事 業 、 家 庭 的 保 育 事 業 、 事 業 所 内

保 育 事 業 、 居 宅 訪 問 型 保 育 事 業 ）

に 対 し 、 特 定 教 育 ・ 保 育 等 の 質 の

確 保 及 び 施 設 型 給 付 費 等 の 支 給 の

適 正 化 を 図 る た め 、 確 認 指 導 ・ 監

査 を 原 則 、 毎 年 度 実 施 し て お り 、

必 要 に 応 じ 随 時 監 査 も 実 施 し て お

ります。  

今 後 に お き ま し て も 、 法 に 基 づ き

適正に実施してまいります。  

さ ら に 、 今 後 は 、 公 立 保 育 園 の 保

育 士 が 民 間 保 育 施 設 の 巡 回 支 援 等

も 行 い な が ら 、 き め 細 か に サ ポ ー

ト す る こ と で 、 市 全 体 の 保 育 の 質

の維持、向上を図ります。  

 

〇  
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民 間 保 育 園 の モ デ ル 園 や

総 合 調 整 と 一 口 に 言 っ て

も 、 現 実 は 現 場 の 保 育 園

の 職 員 の 方 々 の 負 担 が 増

す ば か り で は な い で し ょ

うか。  

ご 意 見 に あ り ま す と お り 「 モ デ ル

園 的 機 能 」 と 「 保 育 の 総 合 調 整 機

能 」 と し て の 機 能 と 役 割 を 果 た す

た め に は 、 こ れ ま で 以 上 に 保 育 経

験 が 豊 富 で 市 の 子 育 て 施 策 を 熟 知

し た 市 職 員 で あ る 保 育 士 が 必 要 不

可 欠 で あ り 、 市 の 大 切 な 財 産 で も

あると考えております。  

ま た 、 「 モ デ ル 園 的 機 能 」 と 「 保

育 の 総 合 調 整 機 能 」 の ２ つ の 機 能

と 役 割 を 果 た す た め の 人 材 は 、 そ

れ ぞ れ 別 に 配 属 さ れ る べ き と 考 え

て お り 、 公 立 保 育 園 と 各 関 係 所 属

と の 緊 密 な 連 携 体 制 を 図 り な が

ら 、 新 た な 子 育 て 支 援 策 と 保 育 体

制 の 強 化 、 充 実 を 目 指 し て ま い り

ます。  

 

〇  
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「 志 木 市 に お け る 公 立 保

育 園 の 在 り 方 に 関 す る 方

針 （ 素 案 ） 」 に つ い て

は、概ね賛成です。  

２ ０ １ ９ 年 ８ 月 に 北 美 保

育 園 の 今 後 の 在 り 方 に つ

い て の 説 明 会 が な さ れ た

際 に は 多 く の 保 護 者 か ら

現 在 、 様 々 な 運 営 主 体 に よ り 保 育

事 業 が 提 供 さ れ て い る な か で 、 園

児 が ど の 保 育 施 設 に 入 園 し て も 、

適 切 な 保 育 が 確 実 に 行 わ れ る よ

う 、 本 市 と し て 、 保 育 の 質 の 維

持 ・ 向 上 に 向 け た 役 割 を 果 た す こ

と が で き る 仕 組 み を 整 え て ま い り

ます。  

〇  
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「 公 立 保 育 園 と し て の 存

続 を 」 と い う 声 が あ が っ

て お り 、 個 人 的 に も 公 立

と し て の 存 続 を 望 ん で お

り ま し た の で 、 「 モ デ ル

園 機 能 」 「 保 育 の 総 合 調

整 機 能 」 を 持 っ た 施 設 と

し て 整 備 さ れ 、 多 く の 子

育 て 家 庭 の 支 え と な る こ

とを期待しております。  

ま た 、 子 育 て 支 援 セ ン タ

ー 機 能 を 持 つ 施 設 と し て

整 備 さ れ る こ と に つ い て

も 、 大 変 期 待 し て お り ま

す。  

中 宗 岡 ・ 下 宗 岡 地 区 か ら

は 「 ぽ け っ と 」 「 に こ ま

あ る （ ぽ っ ぽ ） 」 ど ち ら

も 遠 く て 行 き づ ら か っ た

た め 、 近 隣 の 親 子 に と っ

て は 大 変 助 か る と 思 い ま

す。  

 

ま た 、 子 育 て 支 援 セ ン タ ー は 、 現

在 、 市 内 に は 、 本 町 地 区 に ２ か

所 、 幸 町 地 区 に １ か 所 、 館 地 区 に

１ か 所 、 上 宗 岡 地 区 に １ か 所 の 合

計 ５ か 所 あ り ま す が 、 中 宗 岡 ・ 下

宗 岡 地 区 に は 開 設 さ れ て い な い た

め 、 北 美 保 育 園 に 併 設 す る こ と

で 、 保 育 園 や 子 育 て 施 策 関 係 部 署

と 連 携 し な が ら 、 主 に こ の 地 区 の

方 々 の 子 育 て を 支 援 す る 施 設 と す

る予定です。  

さ ら に 、 北 美 保 育 園 は 、 公 立 保 育

園 の 中 で も 最 も 大 き な 園 庭 を も つ

施 設 で あ る た め 、 子 育 て 支 援 セ ン

タ ー に 遊 び に 来 た 方 々 に 園 庭 を 開

放 す る 事 業 も 行 う 予 定 に し て お り

ます。  

な お 、 子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 在 り

方 に つ い て は 、 今 後 、 令 和 ７ 年 度

か ら ５ 年 間 を 計 画 期 間 と す る 第 ３

期 志 木 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業

計 画 を 策 定 す る な か で 、 さ ら に 検

討を進めてまいります。  
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新 た な 機 能 の 実 現 と し

て 、 具 体 的 に あ っ た ら 良

い な と 思 う の は 「 保 育 ・

育 児 コ ン シ ェ ル ジ ュ 」 の

配置です。  

「 保 活 」 に お い て は よ く

聞 く 役 割 で す が 、 私 が 要

望 し た い の は 「 育 児 に お

い て 困 っ た と き に ど こ に

相 談 し た ら よ い か 」 を 教

えてくれる役割です。  

以 前 、 第 三 子 が 保 育 園 の

担 任 の 先 生 か ら 「 舌 小 帯

短 縮 症 」 の 疑 い を 指 摘 さ

れました。  

先 生 か ら は 「 市 の ３ 歳 児

健 診 で 相 談 し て み る と い

い か も し れ ま せ ん 」 と 言

わ れ ま し た が 、 そ の 話 が

あ っ た 時 点 で ２ 歳 の 誕 生

日を過ぎたばかり。  

志 木 市 の ３ 歳 児 健 診 は ３

歳 ４ ヶ 月 の 月 に 実 施 さ れ

る た め 、 あ と １ 年 ４ ヶ 月

 現 在 、 本 市 に お い て は 、 保 育 課

に 利 用 者 支 援 員 （ 保 育 コ ン シ ェ ル

ジュ）１名を配置しております。  

 ま た 、 身 体 的 な 相 談 窓 口 と し て

は 、 健 康 増 進 セ ン タ ー の 保 健 師 が

常時相談に応じております。  

 こ の ほ か 、 一 部 の 子 育 て 支 援 セ

ン タ ー に お い て は 、 定 期 的 に 小 児

科 医 師 に よ る 子 育 て 相 談 を 予 約 制

で行っております。  

 今 後 は 、 身 体 的 な 相 談 窓 口 を 含

め 、 子 育 て に 関 す る 情 報 提 供 に つ

い て 、 よ り 分 か り や す い 周 知 に 努

めてまいります。  

 

〇  



あります。  

市 の 子 育 て 相 談 を ホ ー ム

ペ ー ジ か ら 調 べ て み る

と 、 発 達 や こ と ば に つ い

て の 相 談 窓 口 は あ る け れ

ど 、 身 体 的 な 相 談 窓 口 が

よくわかりません。  

こ の よ う な 状 況 の 時 に 何

処 に 、 誰 に 、 相 談 し た ら

よ い か を 教 え て く れ る 立

場 の 方 が い る と 良 い で

す。  
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本 町 地 域 に 園 庭 あ り の 保

育 園 が 少 な い た め 、 い ろ

は 保 育 園 を 完 全 閉 園 す る

のは避けて欲しい。  

園 庭 あ り 、 と い う 子 供 に

と っ て は 恵 ま れ た 環 境 な

の で 民 営 化 し て で も 場 所

と し て は 残 し て 頂 き た

い。  

 

 ご 意 見 に あ る と お り 、 本 町 地 区

で あ る 志 木 駅 周 辺 に は 数 多 く の 保

育 施 設 が 存 在 し て お り ま す が 、 園

庭 を 持 た な い た め 、 複 数 の 保 育 施

設 が 同 じ 公 園 を 代 替 え 園 庭 と し て

利用している現状であります。  

 志 木 駅 周 辺 に は 、 公 園 に 適 し た

土 地 が 少 な い の が 現 状 で す が 、 子

ど も た ち の 遊 び 場 の 確 保 の 必 要 性

は 認 識 し て い る と こ ろ で あ り 、 今

後 も 引 き 続 き 検 討 を 進 め て ま い り

ます。  

 ま た 、 い ろ は 保 育 園 の 今 後 に つ

い て は 、 北 美 保 育 園 が 新 園 舎 で 開

園 す る 令 和 ９ 年 度 以 降 の 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 状 況 や 待 機 児

童 の 状 況 を 鑑 み 、 同 園 の 保 護 者 と

も 意 見 交 換 を 行 い な が ら 、 令 和 １

１年度までに決定していきます。  

 

〇  
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現 在 、 西 原 、 北 美 保 育 園

に 通 園 し て い る 子 供 へ の

ケ ア を 丁 寧 に 行 っ て 頂 き

たいです。  

異 年 児 が 減 っ て い く 状 況

は 子 供 に と っ て も 寂 し い

と 思 わ れ る の で 、 例 え ば

他 の 保 育 園 と の 交 流 を 盛

ん に す る な ど 、 子 供 同 士

の 関 わ り あ い を 維 持 す る

取り組みを期待します。  

 

現 在 で も 、 公 園 等 で 出 会 う 子 た ち

に あ い さ つ し た り 、 順 番 を 譲 る な

ど 配 慮 し た り 、 又 、 弟 妹 一 緒 に 送

迎 す る 家 庭 が あ り 、 そ の 際 に 赤 ち

ゃ ん を 見 せ て い た だ く な ど 、 日 常

的 に 自 然 な 関 わ り を 経 験 し て い ま

す。  

保 育 園 の 良 さ は 異 年 齢 の 生 活 交 流

が あ る こ と な の で 、 自 分 と の 違 い

に 互 い が 学 び 合 い 、 思 い や り や 、

やさしさが育ちます。  

今 後 、 年 下 の 園 児 が い な く な っ た

時 （ ４ ・ ５ 歳 児 の み 、 ５ 歳 児 の み

に な っ た 時 ） に ど の よ う な 保 育 を

し て い く か が 大 切 で あ る た め 、 幼

〇  
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なります。  

我 が 家 の 第 一 子 、 第 二 子

は 園 の 中 で お 兄 さ ん お 姉

さ ん と し て 、 家 庭 と は ま

た 違 う 年 下 の 子 の か か わ

り 方 を し 、 成 長 し て き ま

した。  

こ れ か ら 北 美 保 育 園 に 残

る 園 児 た ち は そ の 体 験 が

できなくなります。  

過 去 、 北 美 保 育 園 の 特 徴

は 「 異 年 齢 の 縦 割 り 保

育 」 だ っ た は ず で す が 。

（ 市 の 保 育 園 案 内 に も そ

の よ う に 記 載 が あ り ま し

た ね 。 第 一 子 の 時 は 既 に

縦 割 り 保 育 は 中 止 さ れ て

いましたが…）  

こ の 話 を 第 二 子 に 「 も し

自 分 だ っ た ら ど う ？ 」 と

聞 い て み た と こ ろ 「 嫌

だ 。 寂 し い 。 」 と 言 っ て

おりました。  

ま た 、 も し 近 く の 保 育 園

の 小 さ い 子 と か か わ る 機

会 が あ っ た ら ど う す る ？

と 聞 い た と こ ろ 「 や っ て

み た い 。 」 と の こ と で し

た。  

子 ど も た ち は 誰 か に 「 や

っ て あ げ る 」 「 教 え て あ

げ る 」 の が 大 好 き で す

し 、 経 験 を 積 む こ と で 心

を育めます。  

近 隣 の 幼 稚 園 ・ 保 育 園 と

の 交 流 の 機 会 が あ る と 子

ど も た ち も 嬉 し い と 思 い

ます。  

 

保 小 連 携 事 業 な ど を 推 進 し て い き

たいと考えております。  
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素 案 を 実 践 し て い く の

に 、 数 多 い 民 間 園 の 指 導

的 立 場 、 リ ー ド し て い く

立 場 に 立 つ の に 、 公 立 保

育 園 が １ 園 だ け で 良 い の

だろうかと思います。  

ま た 、 国 基 準 の 配 置 や 条

件 で は 大 変 に な る だ ろ う

と思います。  

い ろ は 保 育 園 の 今 後 に つ い て は 、

北 美 保 育 園 が 新 園 舎 で 開 園 す る 令

和 ９ 年 度 以 降 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 の 状 況 や 待 機 児 童 の 状 況

を 鑑 み 、 同 園 の 保 護 者 と も 意 見 交

換 を 行 い な が ら 、 令 和 １ １ 年 度 ま

でに決定していきます。  

〇  



置  宗 岡 地 区 と 志 木 市 地 区 の

せ め て ２ 園 は 必 要 で は な

いかと考えます。  

全 市 対 象 の 子 育 て 全 般 の

リ ー ド を し て い く 立 場 に

立 と う と し て い る の で す

から。  
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「 志 木 市 に お け る 公 立 保

育 園 の 在 り 方 に 関 す る 方

針（素案）」Ｐ１２「４ .

公 立 保 育 園 の 適 正 配 置 」

の 中 で 「 保 護 者 と の 意 見

交 換 の 場 」 と い う 言 葉 が

出 て き ま す が 、 意 見 交 換

は 具 体 的 に ど う 行 う か お

考えでしょうか。  

去 る １ ０ 月 １ ４ 日 に 北 美

保 育 園 の 保 護 者 説 明 会 が

行 わ れ ま し た が 、 そ の 際

は こ の 素 案 と 質 問 事 項 の

回 答 に つ い て 職 員 の 方 が

資 料 を 読 む だ け 、 と い う

内 容 で 、 正 直 が っ か り し

ました。   

今 後 も 「 保 護 者 と の 意 見

交 換 」 が 、 市 の 決 定 事 項

を た だ 説 明 し て い く だ け

（ ＝ 決 定 事 項 を 保 護 者 に

伝 え た か ら い い だ ろ う ）

と な る の で あ れ ば 、 と て

も残念です。  

こ の 方 針 に お い て 配 慮 が

必 要 な の は 当 該 施 設 を 利

用 す る 子 ど も た ち だ と 考

えます。  

し か し 子 ど も た ち は 単 独

で 社 会 に 対 し て 考 え を 述

べ る こ と は 難 し く 、 そ の

代弁者が保護者です。  

そ の 保 護 者 か ら の 意 見 が

吸 い 上 げ ら れ な い の あ れ

ば 、 こ れ ら は 誰 の た め の

方 針 に な る の で し ょ う

か。  

コ ス ト 削 減 の た め だ け の

方 針 に な り そ う で 、 怖 い

です。  

１ ０ 月 中 旬 に 実 施 さ せ て い た だ い

た 、 同 方 針 （ 素 案 ） に 関 す る 保 護

者 説 明 会 に つ い て は 、 本 来 で あ れ

ば 、 説 明 会 場 で 保 護 者 の 皆 様 か ら

直 接 ご 質 問 を い た だ き 、 そ の 場 で

回 答 す る 形 式 と し た か っ た の で す

が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の

拡 大 防 止 の た め 、 参 加 者 数 は １ 世

帯 当 た り １ 人 ま で と し 、 質 疑 応 答

に つ い て も 、 あ ら か じ め 質 問 用 紙

に よ り ご 質 問 を い た だ き 、 当 日

は 、 会 場 で そ の ご 質 問 に 答 え る 形

式とさせていただいたものです。  

な お 、 同 方 針 （ 素 案 ） に 記 載 し て

お り ま す 、 保 護 者 の 皆 様 と の 意 見

交 換 の 場 に つ き ま し て は 、 今 後 、

ク ラ ス 懇 談 会 等 を 活 用 し 、 園 長 や

担 任 な ど か ら 、 お 子 様 の 保 育 の 状

況 報 告 を 行 う と と も に 、 北 美 保 育

園 の 整 備 に 関 す る 進 捗 状 況 な ど を

行 い 、 保 護 者 の 皆 様 か ら ご 意 見 を

い た だ く 機 会 を 設 け た い と 考 え て

おります。  

〇  



具 体 的 な 意 見 交 換 の 方 法

に つ い て は 早 期 に 周 知 い

ただきたいです。  
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適

正

配

置  

市 内 の 保 育 園 で は 市 立 、

民 間 を 問 わ ず 、 と て も 丁

寧 な 保 育 を し て い る 様 で

す。  

そ し て 、 そ れ ぞ れ 特 色 が

あ り 、 ど の 園 の 子 も 活 き

活きとしています。  

素 案 の 様 に 市 立 の 園 を 一

つ に し て 良 い と 思 い ま す

が 、 民 間 の 園 に 対 す る 指

導 が 威 圧 的 に な ら な い か

心配です。  

又 、 レ ベ ル を 出 来 る だ け

同 一 に す る に は 、 給 与 の

問題があると思います。  

市 と し て ど れ だ け 有 効 か

し っ か り 確 認 す る 制 度 を

作 っ て い た だ き た い と 思

います。  

 

い ろ は 保 育 園 の 在 り 方 に つ い て

は 、 北 美 保 育 園 が 新 園 舎 で 開 園 す

る 令 和 ９ 年 度 以 降 の 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 症 の 状 況 や 待 機 児 童 の

状 況 を 鑑 み 、 同 園 の 保 護 者 と も 意

見 交 換 を 行 い な が ら 、 令 和 １ １ 年

度までに決定していきます。  

な お 、 民 間 保 育 施 設 に 対 し て は 、

そ の 施 設 の 持 つ 個 々 の 強 み や ノ ウ

ハ ウ な ど も 共 有 し つ つ 、 こ れ ま で

以 上 に 公 立 保 育 園 と 民 間 保 育 施 設

と の 緊 密 な 連 携 体 制 を 図 り 、 新 た

な 子 育 て 支 援 策 と 保 育 体 制 の 強

化 ・ 充 実 を 目 指 し て ま い り た い と

考えております。  

ま た 、 現 在 、 本 市 で は 、 民 間 保 育

施 設 で 勤 務 す る 保 育 士 へ の 手 当 の

支 給 事 業 を は じ め 、 保 育 士 の 家 賃

を 補 助 す る 事 業 な ど も 実 施 し 、 民

間 保 育 施 設 の 保 育 士 確 保 策 を 支 援

しております。  

今 後 も 、 本 市 と し て 、 民 間 保 育 施

設 の 保 育 士 の 離 職 防 止 、 確 保 策 を

継 続 し 、 民 間 保 育 施 設 に お け る 経

験 年 数 の 長 い 保 育 士 の 育 成 を 図 る

と と も に 、 経 験 年 数 の 短 い 保 育 士

が 多 い 施 設 に 対 し て は 、 保 育 内 容

や 方 法 に つ い て 具 体 的 な 指 導 や 助

言 を 継 続 的 に 行 え る 体 制 を 整 備 し

ていきます。  

 

〇  
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令 和 ７ 年 度 で 閉 園 す る 西

原 保 育 園 と 休 園 す る 北 美

保 育 園 に 勤 務 し て い る 全

て の 方 々 を 何 ら か の 形 で

確 保 し て お か な け れ ば 、

令 和 ９ 年 度 北 美 保 育 園 が

再 開 し た 時 に 、 経 験 豊 か

な 方 が い な く な り 、 指 導

や助言はできません。  

ま た 、 民 間 保 育 園 へ の 助

言 や 指 導 も 交 流 の な い 園

や 施 設 に 行 っ て す ぐ に で

き る も の で も な く 、 一 定

公 立 保 育 園 が 「 モ デ ル 園 的 機 能 」

と 「 保 育 の 総 合 調 整 機 能 」 の 機 能

と 役 割 を 果 た す た め に は 、 こ れ ま

で 以 上 に 保 育 経 験 が 豊 富 で 市 の 子

育 て 施 策 を 熟 知 し た 市 職 員 で あ る

保 育 士 が 必 要 不 可 欠 で あ る と 考 え

て お り 、 市 の 大 切 な 財 産 で あ る と

考えております。  

今 後 は 、 「 モ デ ル 園 的 機 能 」 に 携

わ る 保 育 士 と 「 保 育 の 総 合 調 整 機

能 」 に 携 わ る 保 育 士 が そ れ ぞ れ に

必 要 と な る こ と や 、 障 が い 児 保 育

や 医 療 的 ケ ア 児 の 保 育 や 一 時 保 育

〇  



な

保

育

体

制  

期 間 一 緒 に 働 い て 様 子 が

わ か っ て か ら の 指 導 や 助

言 と な る の で は な い で し

ょうか。  

令 和 ８ 年 度 １ 年 間 に 閉 園

し た 西 原 保 育 園 と 休 園 す

る 北 美 保 育 園 の 職 員 の 方

が 民 間 に 出 向 し 一 緒 に 働

い て 、 共 に 保 育 を 高 め あ

っ て い く の も １ つ の 案 か

もしれませんね。  

な ど も 担 う 必 要 が あ る た め 、 市 が

必 要 と す る 市 職 員 保 育 士 数 は 現 状

と 大 き く 変 わ ら な い も の と 認 識 し

ております。  

ま た 、 市 職 員 の 保 育 士 に つ い て

は 、 今 後 、 さ ら な る 育 成 を 図 る た

め 、 計 画 的 な 研 修 を 行 う と と も

に 、 公 立 保 育 園 の ほ か 、 市 の 子 育

て 施 策 に 関 係 す る 所 属 に 配 属 す る

こ と で 、 公 立 保 育 園 と 各 関 係 所 属

と の 緊 密 な 連 携 体 制 を 図 り 、 新 た

な 子 育 て 支 援 策 と 保 育 体 制 の 強

化 ・ 充 実 を 目 指 し て い き た い と 考

えております。  

 



「志木都市計画マスタープラン改訂（素案）」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和４年１月７日 (金 ) ～  令和４年２月７日 (月 ) 

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、都市計画課、柳瀬川駅前出張所、  

志木市役所出張所（仮設）、いろは遊学館、宗岡公民館、  

宗岡第二公民館、柳瀬川図書館、いろは遊学図書館、市民会館、  

市民体育館  

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

１人  ０人  ６件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

No. 公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

1 

P-6 まちづくりの進め方  

（１）集約型まちづくり計画

への移行について  

 集約型まちづくりとありま

すが、集約したほうが良いも

の、分散配置したほうが良い

もの両方あります。  

 だれもが集い、支え合う居

場所・コミュニティ－が至る

所に存在する街づくりを進め

ることが大切と考えます。  

 例えば、分散したほうが良

いもの。  

・日常の買い物店（食料店、

コンビニ、）、  

 公共施設の分室（市役所、

郵便局）  

・ 住 宅 、 防 災 施 設 、 運 動 施

設 、 公 園 、 な ど 沢 山 あ り ま

す。  

 

ご 意 見 を い た だ い た 内 容 に つ き

ま し て 、 「 志 木 市 立 地 適 正 化 計

画（ H30.3）」策定の際に、市内

の 都 市 構 造 上 の 課 題 分 析 に 基 づ

き 、 既 存 の 主 要 な 都 市 機 能 の 集

積 を さ ら に 誘 導 し ネ ッ ト ワ ー ク

で つ な ぐ と と も に 、 居 住 地 域 も

適 切 に 誘 導 し て い く 目 指 す べ き

都 市 構 造 に つ い て 検 討 し て い ま

す 。 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン で

は 、 こ の 考 え 方 と 整 合 を 図 っ て

おります。  

〇  



2 

P-15 目標とする都市構成   

①．ｂ  商業系ゾーンについ

て  

 商業系用途地域の範囲を商

業系ゾーンとするとしていま

すが、志木駅前付近を除いて

実態は住居が殆どを占めてき

ています。  

 商業地域は大勢の人が利用

し、店舗や事務所などを主と

するエリアとして建物の制限

を緩められていますが、意図

に沿わない高層マンションに

建て替えられています。  

 意図に沿うことなく店舗、

事務所を併用しないマンショ

ン建築は住居系の制限を適用

する等としないと商業地域で

はなく、住環境をもたない密

集地となります。  

 商業地域も秩序ある街並み

になるように建築建物の用途

により制限を設けることを求

めます。  

 

本 市 で は 志 木 駅 周 辺 と 都 市 計 画

道 路 中 央 通 停 車 場 線 沿 道 を 商 業

系 ゾ ー ン に 設 定 し て お り 、 歩 い

て 暮 ら せ る コ ン パ ク ト な ま ち づ

く り を 推 進 し て い く 考 え で す 。

ま た 、 合 わ せ て 都 市 中 心 軸 に 位

置 づ け て お り 、 都 市 景 観 や に ぎ

わ い 創 出 な ど の 観 点 か ら 、 今 後

の 民 間 開 発 の 動 向 に も 注 視 し 、

ご 指 摘 の 内 容 を 踏 ま え た 街 並 み

形成に努めてまいります。  
〇  

3 

P-16 拠点配置  行政サービ

スの拠点  

行政サービスの利便性を高め

るように、志木駅付近、柳瀬

川駅付近に市役所支所を設け

ることを求めます。  

本 市 で は 、 志 木 駅 、 柳 瀬 川 駅 付

近 に お い て 、 志 木 駅 前 出 張 所 、

柳 瀬 川 出 張 所 を 設 け て お り ま す

の で 、 支 所 の 設 置 予 定 は ご ざ い

ま せ ん 。 な お 、 志 木 駅 東 口 駅 前

の 行 政 機 能 の 強 化 を 図 る た め 、

令 和 ５ 年 ５ 月 の オ ー プ ン を 目 指

し 、 「 市 民 サ ー ビ ス ス テ ー シ ョ

ン 」 の 設 置 を 予 定 し て お り ま

す 。 設 置 に 当 た っ て は 、 現 在 休

館 し て い る ふ れ あ い プ ラ ザ の 場

所 に 志 木 駅 前 出 張 所 を 移 転 し 、

休 日 の 開 所 を 実 施 す る と と も

に 、 パ ス ポ ー ト の 交 付 や 、 国 民

年 金 、 国 民 健 康 保 険 の 加 入 に か

か る 書 類 の 預 か り な ど 、 取 扱 業

務 を 拡 大 す る こ と で 、 利 便 性 の

向上を図ってまいります。  

 

〇  
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第Ⅱ章  志木市の都市計画方

針  

以下のことも追加することを

求めます。  

ご 意 見 の あ り ま し た 新 型 コ ロ ナ

対 策 、 デ ジ タ ル 技 術 へ の 移 行 、

地 球 環 境 と の 調 和 、 公 害 対 策 等
〇  



 

７．新型コロナ対策（感染症

対策）  

コロナ危機を踏まえた街づく

りを目指す。  

感染症に対応する医療施設の

確保、療養施設の確保、支援

の充実、敏速に対応するシス

テムを構築する。  

又、感染症にも配慮したゆと

りのある施設や共用スペース

等を備えていく。  

 

８．デジタル技術への移行  

デジタル技術を生かした街づ

くりを推進する。  

ビックデータ、情報通信ネッ

トワークといつた技術を積極

的に活用していく。  

パソコン、スマホ、携帯電話

の普及により市役所に行かな

くても手続き、相談ができる

システムを構築する。又、無

料で利用できる Wi-Fi を要所

に設置する。  

 

９．地球環境との調和  

地球環境と調和を図り持続的

に発展していく。  

緑地面積、公園、広場を増や

していく。  

公園、広場などを整備して震

災時の避難場所にもなるよう

にする。  

省 エ ネ ル ギ ー を 推 進 し て い

く。  

（冷暖房の温度を適切に設定

する、夜間の屋外照明を適切

な明るさに設定する等）  

 

10．公害対策  

・近年、屋外における照明、

広告灯などに LED 光源が普及

してきているが、これまでの

照明とは異なる特徴があるこ

とから光害防止のために留意

が必要である。  

環境省の光害対策ガイドライ

は 、 今 後 ま ち づ く り を 進 め る 上

で 重 要 な 事 項 で あ る と 考 え ま す

が 、 都 市 計 画 方 針 で は 、 「 都 市

計 画 に 関 す る 基 本 的 な 方 針 」 を

記 載 す る も の で あ り 、 個 別 具 体

の ご 提 案 に つ き ま し て は 、 今 後

の 各 施 策 、 事 業 等 取 組 み の 参 考

とさせていただきます。  



ンに基づき、景観条例に反映

していく。  

・静かな生活環境を維持して

いく。  

防災放送は騒音規制の対象外

で大音量であり、騒音にもな

る。  

防災放送は緊急の連絡事項の

使用に限ることとする。  

（日常的なこと、急がないこ

とは携帯電話やスマホ等に志

木市の情報として発信してい

く）  

 

5 

P-40 １）景観形成の課題  

次のことも追加することを求

めます。  

・道路上の電線、電柱の整備  

道路上にクモの巣状態で張ら

れている電線、電柱は大きく

景観を妨げる。  

電線の地中化は多額の費用を

要 す る こ と か ら 進 ま な い の

で、景観を重視した電線ルー

トや本数の低減を見直して張

り直すことを進める。  

 

国 土 交 通 省 が 令 和 ３ 年 ５ 月 に 策

定 し た 無 電 柱 化 推 進 計 画 を 踏 ま

え 、 本 市 に お い て も 、 無 電 柱 化

や 電 線 ル ー ト 等 の 見 直 し に つ い

て 慎 重 に 検 討 し て お り ま す 。 道

路 整 備 を 行 う 際 に は 、 景 観 に 関

す る 協 議 を 行 う こ と で 、 良 好 な

景観形成に努めてまいります。  

〇  
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P-47 １）住環境形成の課題  

次のことも追加することを求

めます。  

・健康推進施設の充実  

市民の健康を推進させる施設

の利便性、持続性を高めるよ

うに分散配置していく。  

又、現配置されている市民体

育館、武道館、秋ヶ瀬スポー

ツセンターの充実を図る。  

 

本 市 で は 、 平 成 ３ ０ 年 １ 月 に 個

別 の 公 共 施 設 ご と の 再 配 置 等 に

関 す る 具 体 的 な 方 向 性 を 定 め る

こ と に よ り 、 財 政 負 担 の 軽 減 ・

平 準 化 と サ ー ビ ス 水 準 の 維 持 を

両 立 さ せ な が ら 、 公 共 施 設 の 最

適 な 配 置 を 実 現 す る こ と を 目 的

に 、 志 木 市 公 共 施 設 適 正 配 置 計

画 を 定 め ま し た 。 ご 意 見 の あ り

ま し た 個 別 の 公 共 施 設 の 計 画 に

つ き ま し て は 、 当 計 画 に 基 づ き

公 共 施 設 の 適 正 配 置 に 努 め て ま

いります。  

 

〇  

 

 

  



「志木市景観計画改定（素案）」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和４年２月 10 日 (木 ) ～  令和４年３月 11 日 (金 ) 

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、建築開発課、柳瀬川駅前出張所、  

志木市役所出張所（仮設）、いろは遊学館、宗岡公民館、  

宗岡第二公民館、柳瀬川図書館、いろは遊学図書館  

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

３人  ０人  ４件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

No. 公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

1 

第６  良好な景観の形成のた

めの行為の制限に関する事項

について  

「ゴミ置き場」について、良

好な景観形成のための行為の

制限に関する事項１一般景観

形成区域の建築物等のデザイ

ン項目では敷地の境界部分に

ついて、樹木や草花の植栽に

関しては記載されています。

道路に面した境界部分にある

「ゴミ置き場」についても具

体的に規制していただきたい

と思います。特に、賃貸のア

パートや賃貸のマンション等

の「ゴミ置き場」で景観のみ

ならず、  防災、衛生面等安

全・安心を損なう状況が見ら

れる所があります。機能面も

考え、景観的にもよいものと

なりますよう願います。望ま

し い 景 観 を 維 持 す る た め に

本 原 案 で は 、 建 築 物 等 の デ ザ イ

ン 項 目 に 「 敷 地 の 境 界 部 分 は 、

道 路 等 の 公 共 空 間 か ら の 眺 望 に

配 慮 し て 、 地 域 の 景 観 に 調 和 し

た 樹 木 や 草 花 の 植 栽 に 努 め

る 。 」 と あ り 、 樹 木 や 草 花 の 植

栽 の み な ら ず 、 ゴ ミ 置 き 場 等 に

つ き ま し て も 、 道 路 等 か ら の 眺

望に配慮する事項になります。  

ま た 、 一 定 規 模 以 上 の 建 築 計 画

の 際 に は 、 「 宅 地 等 の 開 発 及 び

中 高 層 建 築 物 の 建 築 に 関 す る 指

導 要 綱 」 に 基 づ く 、 ゴ ミ 置 き 場

の 設 置 基 準 に よ り 、 事 業 者 と 協

議し、設置しております。  

〇  



は 、 そ の 後 の 管 理 に つ い て

も、何らかの手立てが必要な

のではないかと思います。  

 

2 

第８  屋外広告物の表示及び

屋外広告物を掲出する物件の

設置に関する行為の制限に関

する事項について  

夜間における景観は照明の光

が主要因になることから、心

地よい照明の光が求められま

す。 LED 灯の普及により、従

来の蛍光灯等の光とは違う強

い光を発することができるこ

とから景観に影響を与えない

ように光の強さの制限を設け

ることが必要と考えます。  

素案には地域ごとの輝度の数

値 目 標 が 記 載 さ れ て い ま す

が、環境省の光害対策ガイド

ラインに記載されているよう

に、発光面の平均輝度の最大

許容値を設定する必要がある

と考えます。  

また、高い位置からの広告灯

は地域を越えて遠くまで影響

を与えることから、環境への

影響を考慮した設置位置に設

定 す る こ と が 必 要 と 考 え ま

す。  

 

屋 外 広 告 物 や 広 告 灯 は 景 観 形 成

に 影 響 が あ る こ と か ら 、 こ の 度

の 改 定 に お い て 、 屋 外 広 告 物 掲

出 の 届 出 対 象 規 模 を 拡 充 い た し

ました。  

ま た 、 屋 外 広 告 物 等 の 照 明 光 源

の Ｌ Ｅ Ｄ 化 が 進 み 、 高 輝 度 の 照

明 が 増 加 す る 傾 向 に あ り ま す

が 、 検 討 を 重 ね た 結 果 、 環 境 省

の 「 光 害 対 策 ガ イ ド ラ イ ン 」 や

埼 玉 県 の 「 電 光 式 屋 外 広 告 物 の

設 置 ガ イ ド ラ イ ン 」 で 示 さ れ て

い る 「 発 光 面 の 平 均 輝 度 の 最 大

許 容 値 」 を 参 考 に 目 標 値 を 設 定

しております。  

今 後 も 、 良 好 な 景 観 づ く り を 推

進 し て い く た め 、 国 や 、 県 等 の

動 向 を 注 視 し て い く と と も に 、

「 志 木 市 景 観 形 成 ガ イ ド ラ イ

ン 」 を 改 定 す る 見 込 み で す 。 設

置 位 置 に つ い て は 道 路 交 通 へ の

影 響 も あ る こ と か ら 、 基 準 の 設

定 は 慎 重 に 判 断 を 行 い た い と 考

えます。  

 

〇  

3 

第９  公共施設等の景観形成

に関する事項について  

景観に大きく影響している道

路上のくもの巣状の電線につ

いて改善していく必要がある

と考えます。  

電線の地中化が進まないこと

から、景観を重視して電線の

本数の低減と電線ルートを見

直して引き直していくことが

必要と考えます。  

 

本 市 で は 、 現 在 、 埼 玉 県 が 事 業

を 行 っ て い る 中 央 通 停 車 場 線 に

お い て 、 電 線 共 同 溝 方 式 に よ

り 、 電 線 の 地 中 化 が 進 め ら れ て

います。  

今 後 、 道 路 整 備 を 行 う 際 に は 、

本 原 案 の 「 第 ９  公 共 施 設 等 の

景 観 形 成 に 関 す る 事 項 」 の と お

り 、 協 議 を 行 う こ と で 、 良 好 な

景観形成に努めてまいります。  

〇  

4 

志木駅東口のロータリーがと

ても混んでいて、ロータリー

の形状を変えてほしいです。  

貴 重 な ご 意 見 あ り が と う ご ざ い

ます。  〇  



車を止めて待っている人が多

く 、 送 迎 時 に 待 つ 場 所 が な

く、何往復も狭い道を周回し

てるため、志木駅南口のロー

タリーのようにしてほしいで

す。  

志 木 駅 東 口 の ロ ー タ リ ー は 、 市

街 地 再 開 発 事 業 （ 駅 前 広 場 の 整

備 事 業 ） に よ り 整 備 さ れ て お り

ます。  

平 成 ２ ４ 年 度 に 一 部 改 修 （ バ ス

乗 降 所 の 変 更 ） を 行 っ て お り ま

す が 、 現 在 、 志 木 駅 東 口 ロ ー タ

リ ー の 新 た な 改 修 計 画 は ご ざ い

ま せ ん 。 今 後 、 改 修 計 画 を 立 て

た 際 に 、 必 要 に 応 じ て 検 討 し て

まいります。  

 

 

 


